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「ここ、どこだ…？」

　ぼんやりと覚かく醒せいした直なお哉やは、見慣れぬ部屋の内装にゆっくりと目を瞬またたいた。

　オフホワイトとダークブラウンでまとめられた室内は、無む駄だなものが一いつ切さいない。そう、まるでホテルの一室のような───。

「目が覚めたか。具合はどうだ？　ちなみにここは安いビジネスホテルの一室だよ」

　思考を遮さえぎったのは、聞き慣れない男の声だった。おもむろに体を起こすと、見知らぬ男がミネラルウォーターのペットボトルを手に、ベッドの脇わきに立っていた。

　やや長めの茶ちや髪ぱつに、やや目め尻じりの下がった彫ほりの深い派手な顔立ち。背も高く、それなりに体格もいい。二十一歳になったばかりの直哉よりは年上に見える。

　明るめにカラーリングされた髪かみに甘めの顔立ちがくどく見えないのは、服装を黒でまとめているからだろう。ジャケットの中に着ているＴシャツには、海外のＨＲハードロツクバンドのロゴがプリントされている。

（それにしても、いい男だなぁ……）

　状じよう況きようもわからないまま、ぼんやりとそんな感想を抱いだいた。

　駆かけ出しとは云いえ、劇団に所属して役者をしている直哉は、整った容姿はそれなりに見慣れている。にも拘かかわらず、男には不思議と目を惹ひくカリスマ性のようなものがあった。

「あのさ、あんた誰だれだっけ？」

　彼のことを何となく知っているような気もするけれど思い出せないので、本人に訊きいてみることにした。直哉の問いかけに、男は苦笑いを浮うかべながらベッドの縁ふちに腰こしかける。

「酷ひどいな。さっきの屋台で一いつ緒しよに飲んでただろう。隣となりの席にいて、話しかけられたんだけど覚えてないかな、弓ゆ削げ直哉くん」

「屋台…？　隣……？　あー！　隣のイケメン！」

　頭が上手うまく働かないのは、まだ酒が抜ぬけきらないからだろう。しばらく考え込んだあと、出で逢あったときと同じ位置から見る横顔に、やっとさっきまでのことが思い出せた。

　何軒けん目だったか忘れたけれど、ふらりと立ち寄った季節外れのおでんの屋台でたまたま隣となり合い、意気投合して──というより、一方的に絡からんだようなものなのだが──一緒に飲んでいた相手だ。

　屋台には似つかわしくない出いで立ちとその容よう貌ぼうが印象的で、思わず直哉のほうから話しかけてしまった。

　いかにも遊び慣れていそうなタイプだったけれど、上うえ杉すぎは嫌いやみな感じがなく、不思議と話しやすかった。一部記き憶おくが曖あい昧まいだけれど、世間話から始まり、最終的には延々と失しつ恋れんの愚ぐ痴ちを聞かせ、慰なぐさめてもらっていた気がする。

「えーと、何て名前だっけ…？」

「さっきも何度も教えただろ？　上杉だよ」

「そうそう、上杉さん！　でも、何でここに？」

　云われて名前と出逢いは思い出せたけれど、屋台からホテルまでの記憶は一切ない。

「何でって、君が酔よい潰つぶれて寝ねちゃったから、近くのホテルを取ったんだよ」

「ホテル…？」

「だって、あのまま外に放置しておくわけにはいかないだろ。いまが夏で、ここが日本だって云っても、風邪かぜを引かないとも限らないし、夜の繁はん華か街がいは物ぶつ騒そうだからね」

　上杉に諭さとすように云われ、反省してしょんぼりと項うな垂だれる。いくら直哉が華きや奢しやだとしても、男一人連れてくるのは容易ではなかっただろう。

（やっぱ、飲みすぎだよなぁ…）

　所属している劇団の公演打ち上げでも、今日みたいな無む茶ちやな飲み方をしたことはない。

　思考回路はだいぶ正常に戻もどりつつあるけれど、体がふわふわした感じと、過か剰じようになった感情の振ふり幅はばはまだ酔っ払ぱらいのままだ。

　泥でい酔すいし、意識がなくなるまで飲み続けてしまったのは、自棄やけ酒ざけだったから。

「ごめん、迷めい惑わくかけて……」

「迷惑だと思ってたら放置してきてるよ。ほら、水飲んで」

「うん」

　蓋ふたが開けられたペットボトルを受け取る。冷たいそれを一息に呷あおると、アルコールで火ほ照てった体に染しみ渡わたっていくようだった。しかし、まだ完全には醒さめきらない酔いのせいで手元が覚おぼ束つかなく、口くちの端はしから水が零こぼれてしまう。

「零してる」

「ん」

　上杉は濡ぬれた口元や首筋をタオルで拭ふいてくれる。出逢ったばかりの男に、子供のように大人しく世話を焼かれている自分が可笑おかしくて、つい笑ってしまった。

　酒を飲むと素す直なおになると人からよく云われるけれど、我ながら無防備すぎる。

「何笑ってるんだ？」

「あんたさ、お人好よしって云われるだろ？」

「いや？　自分勝手だとはよく云われるけどどうして？」

「いくら同情したって、普ふ通つうは初対面の男をこんなに甲か斐い甲が斐いしく世話焼かないだろ。この水だって冷たいし、いま買ってきてくれたんじゃないの？」

「仕方ないだろう、放っておけなかったんだから。敢あえて理由を云うなら、君を気に入ったからかな。人の好き嫌きらい激しいけど、気に入ったら構いたがりなほうなんで」

「俺、気に入られたんだ」

「君こそ、初対面の男にホテルに連れ込まれて平然としてるけど、警けい戒かい心薄うすいんじゃないか？　俺に下心があるとは考えないんだ？」

「だって、上杉さんいい人じゃん」

　あんな酔っ払いの戯たわ言ごとに真しん剣けんに耳を傾かたむけてくれた人が悪い人だとは思えない。

　それにこんなにいい男が、酔っ払いに手を出さなければいけないほど、相手に困っているわけがない。どう考えたって引く手数多あまただろう。

「悪い男が悪い顔してるとは限らないんだよ。失恋につけ込もうって腹かもしれないだろ」

「あんたがゲイなのかどうか知らないけど、体が目的なら、意識がないうちに手ぇ出したほうが簡単だろ」

「そういえばそうだな。失敗した」

　直哉の指し摘てきに真顔で考え込んでいる様子に、さらに笑いが込み上げてくる。酔いも手伝って、その衝しよう動どうはなかなか治まらなかった。

「あんた、すげー面白いね」

「褒ほめ言葉として受け取っていいのかな」

「褒めてる褒めてる。……あーあ、上杉さんみたいな人を好きになればよかったな」

「どうして？」

「優やさしいし、遊び慣れてそうだし、振るときだって上手くあしらってくれそうだろ。そしたら、こんな一人相撲ずもう取らずにすむじゃん」

　ベッドに背中から倒たおれ、顔を両りよう腕うでで覆おおう。口元は笑えみの形のままだったけれど、瞳ひとみの奥はじわりと熱くなってきていた。

　自棄酒の原因は失恋───と云っても、最初からわかっていたことなのだけれど。

　今日、ずっと片かた想おもいをしていた劇団の代表である五い十が嵐らし眞まさ嗣つぐから、劇団のスケジュール管理や雑務をしてくれている近こん藤どう沙さ羽わと結けつ婚こんすると聞かされた。二人が恋こい人びと同士なのは、最初から知っていたけれど、とどめを刺さされたような気分だった。

　何とかその場で、「おめでとうございます」と笑顔で云えた自分を褒めてやりたい。

　しかし、それ以上取り繕つくろうのは難しく、直哉はバイトがあると云って稽けい古こ場ばから逃にげ出してきてしまった。

　お祝いと称しようした仲間内の飲み会なんかに参加したら、平気な顔でいられなかっただろう。アルコールが入ったら、本音を零してしまいかねない。

　そんなことになったら、お祝いムードがぶち壊こわしだ。劇団に在ざい籍せきし続けることさえ、できなくなってしまうかもしれない。

（幸せになってもらいたいんだ）

　五十嵐はもちろんのこと、自分たち劇団員のことを細やかに面めん倒どうを見てくれている近藤のことも好きなのだ。兄や姉のように慕したっている人たちだからこそ、誰よりも困らせたくなかった。

　そう思えばこそ、自分の気持ちは誰にも云うことができなかった。

　本人に告げなくても、劇団員の友人に告げてしまえば、いつか二人にも伝わってしまうかもしれないから。

　そうやって辛つらい気持ちを押し殺してきた反動で、上杉に執しつ拗ように絡んでしまったのだろう。見知らぬ相手なら、どれだけ愚痴を云おうがその場限りの関係だから。

「俺が男じゃなきゃ、違ちがった展開もあったのかなぁ……」

「でも、君はその男が、恋人のことを大事にしてるところも好きなんだろ？　彼女から奪うばい取る気がないなら、男だろうが女だろうが一緒だと思うけどな」

「うるさいなっ、そんなことわかってるよ！」

　上杉の指摘に、直哉は唇くちびるを尖とがらせた。こんなときに『もしも』を云っても仕方がないことくらい、突つっ込みなんか入れられなくたってわかっている。ごろりと寝ね返がえりを打ち、上杉に背中を向けると、くしゃりと髪かみを撫なでられた。

「ごめんごめん、意地悪を云ったわけじゃないんだ」

「……俺こそごめん、八つ当たりして」

　髪を梳すく指の感かん触しよくが心地ここちよくて目を閉じる。他人に触ふれられるのはあまり得意ではないのに、何故なぜか上杉の手は嫌いやじゃない。

　上杉が優しいから、つい甘えた態度を取ってしまう。いけないと思いつつも、アルコールで緩ゆるんだ理性の箍たがはまだ元には戻りそうにない。

「君はいい子だな。二人とも好きだから困らせたくなくて、自分の気持ちが云いえなかったなんて、俺なんかより君のほうがよっぽどお人好しだと思うよ」

　何で上杉がそのことを知っているのだろうと不思議に思いかけ、自分から喋しやべったことを思い出した。五十嵐との出で逢あいや恋こいだと気づいた瞬しゆん間かん、そして、今日の決定的な失しつ恋れんまでを延々と語り倒した記き憶おくがある。

「たしかにお人好しかもな。そのくせ、諦あきらめきれなくてずっと好きでいたなんて、未練がましいって思ってんだろ」

「いや？　むしろ、君の好きな相手が羨うらやましいよ。俺なら、そんなふうに健けな気げに想われたいけどな」

「無理してフォローしてくれなくていいって。こんなうじうじしてる奴やつ、俺ならうざくてたまんねーもん」

　いまどき、中学生だってこんな展望のない片想いなどしないのではないだろうか。しかし、上杉は直哉の自分を卑ひ下げするような言葉を否定した。

「そんなことない。それだけ一いち途ずだってことだろう？　俺は君みたいな子が理想だけど」

　過分な褒め言葉に、つい笑ってしまう。理想だなんて、いままで一度だって云われたことがない。慰なぐさめるためとは云え、ずいぶんな大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

「ありがとな。お世辞でも嬉うれしいよ」

「本気で云ってるのに」

「はいはい。じゃあ、そういうことにしておく」

　軽口を叩たたけるくらいは、気分が浮ふ上じようしてきたみたいだ。誰だれにも話せなかった悩なやみだからこそ、こうして愚ぐ痴ちを聞いてもらえただけで、いくらかの鬱うつ屈くつが晴れたのだろう。

　笑っている直哉を見て、上杉はベッドから腰こしを上げた。

「そろそろ俺は帰るよ。もう一人で大だい丈じよう夫ぶだよな」

「え、何で？　泊とまってけば？　ベッドなら二つあるんだし、ホテル代もったいないじゃん」

　心細さに思わず引き留めてしまった。今夜は一人にはなりたくない。だから、ああして飲み歩いていたのだ。

「こら、不用意に男を引き留めないように。本気で食われるぞ」

「……それでもいいから。もうちょっと一いつ緒しよにいてよ」

　上杉に対しては、すっかり甘え癖ぐせがついてしまったようだ。普ふ段だんは絶対に口にしないような甘ったれたわがままがするりと出てしまう。

「わかったよ、そんな顔するなって。君が眠ねむるまでついてるよ。ほら、横になって」

　云われるがままにベッドに横になると、上杉は優しく頭を撫でてくれる。長い指が髪を梳く感触が心地よく、うっとりと目を閉じる。

「もし、恋人がいたら、こういう感じなのかな」

「いたらって、誰かとつき合ったことないのか？」

「一度もないよ。残念ながら、未いまだに清い体ですー」

「そんなに可愛かわいいのに？　もったいない」

「だって仕方ないじゃん。好きな人は、とっくに人のものだったんだから」

　女の子から告白されたことはあるけれど、好きでもないのにつき合うのは相手にも失礼だと思い、いつも断ってきた。異性を恋れん愛あい対象にできない性せい癖へきだということに気づいたのは五十嵐を好きになってからだけれど、それ以前に人よりも奥手だったのだと思う。

　そのくせ、恋愛に夢を見ているのだから質たちが悪い。五十嵐たちに憧あこがれてしまうのは、彼らが自分の思い描えがく理想のカップルだからだ。お互たがいを思いやっていて、たまにケンカをすることがあっても、すぐに仲直りする。

「あーあ、早くいちゃいちゃできる恋人が欲しいよ」

「いちゃいちゃしたいんだ？」

「したいよ！　デートでドライブに行ったり、弁当持って公園に行ったり───まあ、無理だけどさ」

「何で無理だって思うんだ？」

「だって、男同士だろ？　そんなふうに外でデートなんかできるわけないじゃん。せめて、一緒に部屋でだらだら過ごしたり、つまんないことでケンカしたり、普ふ通つうのことがしてみたい」

「普通のことか……」

「失恋したときってどうやって乗り越こえた？　俺、これが初はつ恋こいみたいなもんだからさ、どうすればいいのかわかんないんだよな」

　幼い頃ころに淡あわい恋こい心ごころを抱いだいたことはあっても、真しん剣けんに恋をしたのは五十嵐が初めてだ。彼への想いがなくなる日が来るなんて、いまは想像もできない。

「そうだな……その辛い気持ちをすぐに忘れるには、新しい恋をするしかないね」

「新しい恋……」

　この恋は最初からずっと未練だった。いつか、この失恋を吹ふっ切って、あの人以上に好きになれるとしたら、いったいどんな人だろう。

「そう。彼より好きになれる人に出逢えば、その胸の痛みもいつか消えてなくなるはずだ。だからと云って、好きじゃなくなるわけじゃなくて親愛の情に変わるんだ」

「本当に…？」

「昔から失恋の特効薬は決まってるんだよ。大丈夫、いつか運命の出逢いがあるはずだから」

　上杉の芝しば居いがかった言葉は、魔ま法ほうの呪じゆ文もんみたいに聞こえた。彼が大丈夫と云うなら、きっと大丈夫なのだろう。そう信じられる何かがあった。

「あんたは？　上杉さんはもう運命の相手に逢あえた？」

　直哉の問いに、上杉は曖あい昧まいに笑った。少し困っているようにも見える。

「残念ながら、まだなんだ。君に偉えらそうなこと云ってるけど、ついつい仕事に夢中になって、恋こい人びとにはいつも逃にげられる」

「何で？　大人なんだから、仕事があるのは当たり前だろ」

「集中すると一いつ切さい連れん絡らく取らなくなるからなぁ。プライベートに戻もどると、それまで保ってきたテンションが途と切ぎれるから嫌なんだ。そういうときに『私と仕事、どっちが大事？』なんて云われると、がっくりくる」

　上杉の云っていることは、何となくわかる気がする。仕事も恋人もどちらも大事だけれど、比べるようなものではない。

（ていうか、何の仕事してるんだろ？）

　上杉の言葉やその外見からすると、普通のビジネスマンではないだろう。ロッカーみたいな格好をしているし、やはり音楽を生業なりわいとしている人なのかもしれない。

「じゃあ、いまは恋人いないんだ」

「この一年はいないな。いまは仕事が恋人です」

　まるでワイドショーのレポーターに答える芸能人のような受け答えだったけれど、本当のことだろう。いくら仕事を優先しがちでも、もし恋人がいたら、こんなふうに直哉につき合ってくれているわけがない。

「───なら、あんたにしていい？」

　直哉は勢いよく体を起こし、上杉の顔を直視する。

「え？」

　驚おどろいた顔になった上杉の膝ひざの上に乗り上げる。至し近きん距きよ離りで見下ろすようにして告げた。

「いい男だし、あんたなら好きになれそうな気がする」

　こんなに大だい胆たんな行動が取れるのは、まだ酔よいが醒さめていないからに違ちがいない。何故なぜかいまは何も怖こわくないような気がする。

「本気で云ってる？」

　半分は自棄やけだったかもしれないが、半分は本気だった。

「こんなに優やさしくされたら、甘える権利もあると勘かん違ちがいしても仕方ないだろ」

　誰だって、弱っているときに優しくていい男が、『君は理想だ』なんて云ってきたら、噓うそだとわかっていても心が揺ゆらぐに決まっている。

　自分を慰めて、甘やかして欲しい。一晩だけでもいいから、現実を忘れさせて欲しい。そんなふうに思っても仕方ないと思う。

　直哉の周りでは、比ひ較かく的てき色いろ恋こい沙ざ汰たが盛んだ。劇団員の誰と誰がくっついたとか、誰が浮うわ気きで別れたとか、そういった話を聞くのは日常茶さ飯はん事じだ。そのせいですっかり耳年増になってしまっているけれど、片かた想おもいをしていた直哉は清いままだ。

　好きだと云いってくれる女の子には興味が持てなかったし、かといって気持ちのない相手と関係する気にもなれなかった。

（……それがよくなかったのかも）

　失しつ恋れんすることは初めからわかっていたのに、結けつ婚こんすると云われるまで片想いを引き摺ずっていた。自分の奥手さが叶かなうことのない恋こいにしがみつかせていたのだとしたら、一度くらい経験しておいたほうがいいかもしれない。

「そんな顔してると、悪い男に食べられるぞ？」

「いいよ、好きにして。俺なんか好みじゃないかもしれないけど、一晩くらいならいいだろ」

「だから、そうやって自分を卑ひ下げしない。君は充じゆう分ぶん魅み力りよく的だよ。ただ、ノンケの男には効果がなかっただけのことだ」

「やっぱり、俺みたいな面めん倒どうくさいやつなんか相手してらんないんだ」

「そうじゃない。もっと自分を大事にしろと云ってるんだ」

「別に投げやりになってるわけじゃない。それより答えてよ。俺で勃たつの、勃たないの？」

「いい加減にしろ」

「うわ…っ───んん、」　>>>♥

　しつこく食い下がると、抱き込むようにしてベッドに押しつけられ───キスされた。

　初めて触ふれる他人の唇くちびるの感かん触しよくに、一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になる。呆ぼう然ぜんとなっていたのも束つかの間、唇を荒あら々あらしく貪むさぼられ、混乱した。

「んぅ、んん……っ」

　捻ねじ込まれた舌が、口こう腔こうで暴れ回る。どうしていいかわからずに硬こう直ちよくしていたら、舌を搦からめ捕とられて吸い上げられた。舌が絡からむ感触は想像していた以上に生々しい。

（怖い───）

　いきなり豹ひよう変へんした上杉も、初めての感覚に反応している自分も怖かった。

　頭の中を搔かき回すような激しい口づけに、喉のどの奥からくぐもった声が漏もれる。怖いと思っているはずなのに、体は勝手に熱くなっていく。

「ン、う……っ」

　手首を押さえつけられ、下か肢しに体重をかけられているせいで、抵てい抗こうすることもできず、かといって身を任せることもできない。息を吸うこともままならず、だんだん苦しくなってくる。

「んん、ん…っ！」

　膝ひざ頭がしらで股こ間かんを擦こすられ、ぎくりとした。

　動どう揺ようする直哉の心とはうらはらに、そこはすでに硬かたくなりかけている。

　このまま、抱かれてしまうのだろうか───そう思ったら云いようのない不安が込み上げてきた。

　自分から切り出したこととは云え、まだ他人と体を重ねることの覚かく悟ごはできていない。そのことにいまさらながら気づいたけれど、云い出せる状じよう況きようでもなかった。

　結局、失恋に傷つき、自じ暴ぼう自じ棄きになっていただけなのだ。上杉が怒おこったのは、直哉のそんな気持ちを見み抜ぬいていたからだろう。

　自らの愚おろかさを思い知り、反省の念を抱いたその瞬しゆん間かん、不意に唇が解放された。

「……っは、」

　息苦しさから、大きく息を吸う。急にたくさんの空気が入ってきたため、噎むせてしまう。しかし、どうして急に許してもらえたのだろうか。

　恐おそる恐る上杉の様子を窺うかがった直哉は、彼の表情に拍ひよう子し抜ぬけした。そこに怒いかりの色はなく、穏おだやかな眼まな差ざしで自分を見つめている。

「わかったか？　中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで男を誘さそうとどうなるか」

　優しい顔で諭さとされ、じわりと瞳ひとみの奥が熱くなる。こくこくと頷うなずくと、さっきみたいにそっと頭を撫なでられた。

「……ごめん」

　自分のあまりのみっともなさに自己嫌けん悪おに陥おちいる。

「俺も悪かった。いきなりびっくりしただろう？　泣きたかったら泣けばいい。そのほうがすっきりするだろうから」

「べ、別に泣きたくなんか！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ここは俺しかいない。出さなくちゃいけないもの溜ため込んでると体に悪い」

「だから、俺は泣きたくないって…云って……」

　上杉に唆そそのかされ、泣くつもりなんてなかったのに、勝手に涙なみだが込み上げてきた。我が慢まんしようとしても、堪こらえきれない。

「あれ？　おかしいな……だから、俺は泣くつもりなんか…っ」

「よしよし、いままで辛つらかったな」

「……ッ、ガキ扱あつかいすんな！」

　子供をあやすような口調にムッとして文句を云うと、しれっと云い返される。

「恋れん愛あいに関しては子供みたいなものだろう」

　尤もつともな指し摘てきに言葉を詰つまらせる。優しく抱だきしめられ、頭をぽんぽんとされると、もっと泣けてくる。潤うるんだ目元に触れてくる唇の感触に、涙るい腺せんは決けつ壊かいしてしまった。

「……本当は、泣くつもりなんて、なかったんだからなっ」

「わかってるよ。俺が泣かせたんだよな」

「そうだよ…っ」

　一度溢あふれ出した涙は、そう簡単には止まらない。しゃくり上げる直哉を、上杉はやけに真しん剣けんな顔で見つめてきた。

「直哉」

「……ッ」

　いきなり下の名前を呼ばれ、ドキリとした。驚きで涙が止まる。名前は教えてあったけれど、こんなふうに呼ばれたのはこれが初めてではないだろうか。

「……本当に俺と恋愛する気ある？」

「え？」

　不意打ちの問いかけに、直哉は目を泳がせた。どういう意味で云っているのか、俄にわかに理解できない。答えられずにいる直哉に、上杉は重ねて訊きいてくる。

「仕事にかまけて放置したりするくせに、ヤキモチ焼きで独どく占せん欲よくの強い男の恋こい人びとをやっていく自信ある？　『仕事と自分と、どっちが大事？』って云われて、『仕事に決まってるだろ』って答えるような男は許せる？」

「な…何だよ、その条件……」

　手の甲こうで涙を拭ぬぐいながら、問い返した。

「前以もつてリスクは説明しておいたほうがいいだろう。恋人相手に取り繕つくろうのは嫌いやだしね」

　まるで、資産運用の勧すすめのような交際の申し出だ。上杉ならかなりのお買い得商品だと思うけれど、彼にとって自分が価値のある人間かどうかわからない。

「そっちこそ、俺みたいなガキのお守りする気あんの？」

「云ったろ？　君みたいな子が理想だって。見た目も中身もね」

「な……っ」

　あまりに恥はずかしい言葉を甘ったるい優やさしい声で囁ささやかれ、かぁっと顔が熱くなった。

　ドラマや舞ぶ台たいで耳にしたら笑い飛ばしてしまいそうな気き障ざな台詞せりふも、上杉が云うと怖こわいくらいに様になっている。

「やっぱりやめておくって云うなら、俺はこの部屋を出ていく」

「……したい、とは思うけど……」

　真ま面じ目めに問われると、自信を持って返事できなかった。

　上杉に好感は持っているし、好きになれたらいいとも思うけれど、自分の気持ちが意思の力ではコントロールできないことはよくわかっている。

「別に、すぐに俺を好きになれとは云ってない。出で逢あったばかりだしね。ゆっくりお互たがいを知っていけばいいんだよ。もちろん、俺も好きになってもらえるよう努力する」

「……っ」

　端たん正せいすぎる顔立ちで迫せまられると、こんなにも迫はく力りよくがあるものかとドギマギする。勢いに押されて頷くと、上杉は花が綻ほころぶように破願した。

（うわ……）

　自分に向けられた笑え顔がおに、頰ほおが熱くなり、ぎゅうっと心臓が締しめつけられた。ばくんばくんと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうが、直哉から平常心を奪うばっていく。

「じゃあ、さっきのやり直していい？」

「さっきの？」

「今度は泣かせないから」

「！」

　やり直すと云いっているのが、キスのことだとわかり、体温が上じよう昇しようする。さっきの荒あら々あらしいキスはわけがわからなくなってしまいそうで怖かったけれど、不快だったわけじゃない。

　むしろ、感じてしまった自分に戸と惑まどっている部分もあった。

「目を瞑つぶって」

「……ん」

　舞台に立ったとき以上に、心臓がうるさく鳴り響ひびいている。緊きん張ちようしながら目ま蓋ぶたを下ろす。触ふれてきたのは、さっきの荒々しさが噓うそだったかのような、優しい口づけだった。

　直哉の覚悟を確かく認にんするみたいに何度か軽く啄ついばんできたあと、やんわりと唇くちびるを押しつけられる。

「ん、ぁ……」

　舌で合わせ目をなぞられる。控ひかえめに入り込んできた舌先が、自分のそれと触れ合った瞬間、ぞくりと背筋がおののいた。

　気持ちいいけれど、やっぱり呼吸が上手うまくできない。息苦しさを耐たえていると、上杉は口づけをやめた。

「……もしかして、さっきのキスが初めてだった？」

「だったら、どうだって云うんだよ」

　いい年をして、と責められているような気持ちになり、ついぶっきらぼうな返事になってしまったが、実際、上杉の云うとおりだ。

「いたいけな子を誑たぶらかしてるような罪悪感があるな」

「いたいけ？」

「どうしていいかわからなかったら、俺の真似まねしてみて」

「わ、わかった」

　絡からんでくる舌に、ぎこちなく自分の舌を同じように絡めてみた。柔やわらかく濡ぬれた感かん触しよくが気持ちいい。少しずつコツがつかめてきて、夢中になっていく。絡め合っている舌は、いまにも蕩とろけてしまいそうだ。

「ン、んん……」

　息苦しさとは別に、呼吸が荒あらくなってくる。くすぐるように上うわ顎あごを探さぐられ、搦からめ捕とられた舌先を甘あま嚙がみされるたびに、びく、と小さく肩かたが跳はねた。

　もしいま立っていたとしたら、腰こしが抜ぬけていたに違ちがいない。体中の細さい胞ぼうが甘く痺しびれていっている気がする。自らの体の頼たよりなさに、思わず上杉の服の裾すそを握にぎりしめた。

「……はっ……あ……」

　いったい、どれだけの間、お互いの唇を貪むさぼり合っていたのだろう。一いつ瞬しゆんのことだったようにも思えるし、酷ひどく長かったようにも感じる。

「上手にできたじゃないか」

「真似しろって云うから……」

　こういうことを褒ほめられるのは、妙みように気き恥はずかしい。口づけが解けたあとも、生々しい感触が残っている。

　濡れた唇を手の甲で拭っていたら、するりと脇わき腹ばらを撫なでられ、くすぐったさに身を竦すくめた。

「ひゃ…っ、な、何？」

「触さわられるの嫌？」

「嫌、じゃないけど……」

「じゃあ、触らせて」

　そういう云い方はずるい。甘えた口調で云われたら、拒こばめるわけがないではないか。キスのその先に対する心の準備はまだできていないけれど、いまさら引き返せない。

（やっぱり、この人遊び慣れてる……）

　恋愛初心者の直哉の扱いなど、赤子の手を捻ひねるようなものだろう。直哉が緊張に押し黙だまると、上杉はシャツの下から胸むな元もとを触ってきた。

「ん……ッ」

「心臓の音すごいな。緊張してる？」

「してるに決まってるだろッ」

「でも、俺もすごいよ」

「わ…っ」

　頭をぐいと引き寄せられ、上杉の胸に耳を押し当てられる。聞こえてくる脈動は、直哉に負けず劣おとらず力強い響きだった。

　同じようにドキドキしてくれているのかと思ったら、少しだけ緊張が解ほぐれた。ほっとした次の瞬しゆん間かん、ベッドに押し倒たおされる。

「！」

　見下ろされる体勢に、直哉は思わず息を吞のんだ。上杉はジャケットを脱ぬぎ捨て、指に塡はめていたシルバー類を外す。何の飾かざりもなくなった手をシャツの下に忍しのび込ませ、直じかに肌はだに触れてきた。

「あ……っ」

　アルコールのせいで体温が上がっているのか、上杉の手は冷たく感じる。ひやりとしたその感触に声を上げてしまった。

　喉のどの奥を鳴らすようにして零こぼれた自分の甘ったるい声に赤面し、咄とつ嗟さに口元を手で覆おおうと、上杉が小さく笑った。

「恥ずかしがらなくていいのに」

「だ、だって……」

　自分がこんな声を出すなんて、考えたこともなかった。上杉は困こん惑わくする直哉の手を外し、頭の上で一ひと纏まとめに押さえつけてくる。

「声ガマンするの禁止。ちゃんと俺に聞かせて」

「ひゃ……っ」

　耳みみ朶たぶを甘嚙みされ、上うわ擦ずった声が出る。首筋の皮ひ膚ふが薄うすい部分に唇を押し当てられると、ぞくぞくと背筋が震ふるえた。鎖さ骨こつを嚙まれ、そこをキツく吸い上げられる。上杉は直哉の皮膚に赤い跡あとをいくつもつけていく。

「ン、ぁ、や……っ」

　歯を食くい縛しばろうとするけれど、どうしてもヘンな声が出てしまう。羞しゆう恥ちに泣きたくなっている直哉を、上杉は容よう赦しやなく追い詰つめてくる。

　脇腹を撫で上げていた手が胸元を探る。普ふ段だんは存在も忘れているような小さな粒つぶを、その指で捕らえてきた。上杉はそこをしつこく捏こね回す。

「んっ、な、何でそんなとこ……？」

「知らない？　男だって、ここが感じるようになるんだよ」

　シャツを捲まくり上げられ、胸元を露あらわにされる。普段は平気で人前で着き替がえたりしているのに、いまは裸はだかを見られるのが無む性しように恥はずかしい。くすぐったさを感じて尖とがってきた胸の先を撫でている上杉の指の動きもいやらしくて恥ずかしい。

「や……あ、あ……っ」

「意識すると感じるようになってくるだろ？」

「そ…なの、わからな……痛っ」

　弄いじられ、赤くなりつつあった乳ち首くびに歯を立てられた。痛みを感じたそこに舌を這はわされ、今度は充じゆう血けつするほどキツく吸われる。

　生温かく濡れた感触に、くすぐったさとは違う感覚が生まれてきた。むず痒がゆさのようなものが、下腹部に溜たまる熱を刺し激げきしてくる。直哉の欲よく望ぼうは徐じよ々じよに熱を持ち始めていた。

　上杉は胸の粒を舌で転がしながら、膨ふくらみかけた股こ間かんに手を伸のばしてきた。ズボンの上から形をなぞられ、息を吞む。

「ほら、ちゃんと感じてる」

「あ……っ」

　ぐっと握られ、腰が跳ねた。その刺激で、さらに膨らんだのが自分でもよくわかった。

「あ、だめ、あ、あ……っ」

　同時に与あたえられる刺激に困惑した。どちらを意識すればいいのか戸惑っているうちに、息は上がり、体も熱くなってくる。

　上杉は直哉のズボンのウエストを緩ゆるめ、腿もものあたりまで押し下げてきた。すでに張り詰めている直哉のそこは下着ごしにも変化がわかる。

「若いなぁ。これはキツいだろ？　一度出しておいたほうがいいかもな」

「く……っ、う、あ」

　布地を押し上げている先せん端たんをぐりぐりと指の腹で擦られると、体液がそこに滲にじんだ。腰の奥で疼うずいている熱の塊かたまりが、どんどん大きくなってきている。

　下着越ごしに触られているだけでも充じゆう分ぶん恥はずかしいのに、上杉は躊躇ためらいもなく下着の中に手を差し込んできた。

「や……っ!?」

　直に昂たかぶりを握り込まれる感覚に目を瞠みはる。手の平から伝わってくる体温や、絡みつく指の感触がこんなにも生々しいものかと驚おどろきを隠かくせずにいた。

　二十歳はたちもとうに過ぎた一人の男として、自分を慰なぐさめることもある。けれど、自分でするのとは比べものにならないくらい、敏びん感かんに反応してしまう。

「あっ、上杉さん、や、だめ、ぁあ……っ」

　上杉の指ゆび遣づかいは巧たくみだった。他人に触ふれられているという恥ずかしさを、快感が凌りよう駕がしていく。強弱をつけて扱しごかれ、声を抑おさえることなどできなくなっていた。

　せめて、感じている顔を見られまいと横を向く。すると、無防備になった首筋に口づけられ、耳元で囁ささやかれてしまう。

「直哉、俺のほう見て。顔見せてくれないと、いいかどうかわからない」

「……っ、わかってる、くせに……っ」

　こんなにあからさまな反応を見せているのに、わからないわけがない。恥ずかしがっている自分をからかっているのだろう。

　意地悪を云いう上杉を睨ねめつけると、より一層意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「そんな可愛かわいい顔されると、もっとサービスしたくなるな」

「っん！　な、んで……？」

　いまにもイキそうだったのに、根本を指で締しめつけられて欲望を堰せき止められる。困惑し、頭を起こすと、上杉が体の位置をずらしているのが目に入った。

　何をするつもりなのかわからずにいたら、いきなり張り詰めた自身を舐なめ上げられ、大きく背中が跳はねた。

「ひゃ…っ」

　すでに息も絶え絶えだったのに、強きよう烈れつな感覚に頭の中が真っ白になる。

「やめ、何考えて…っ」

「そうか、キスが初めてなんだから、こんなことされたこともないよな。死ぬほど気持ちよくしてやるから黙って」

「や、噓うそ、やめ───」

　初心者とは云え、みっともないところは見せたくないというプライドもある。けれど、先端を口に含ふくまれ、窪くぼみを舌先で抉えぐられた瞬間、腰こしがびくりと大きく跳ねた。

「ひぁ…っ」

　じゅっと音を立てて吸い上げてきたあと、舌を絡からめてくる。

　上杉は熱心に舌を這わせ、唇くちびるで屹きつ立りつを締めつけてくる。同時に根本の膨らみを揉もみしだかれると、わけがわからないほど感じてしまった。

「ぁあ…っ、あ、や、そこ、ダメ……っ」

「ダメってことは、これ気持ちいいんだ？」

　死ぬほど気持ちよく、と云われたとおり、初めて味わう感覚だった。性器を舐められているという恥ずかしさ以上に、言葉にできないほどの快感に体の芯しんから蕩とろけていく。

「あ、ン、んん……っ」

（頭がおかしくなる）

　強すぎる刺激に、神経が焼き切れてしまいそうだ。このまま、舐め溶とかされてしまいそうな錯さつ覚かくにも陥おちいる。

「も、放し……っあ、あ、あぁ…っ」

　上杉の頭を引き剝はがそうとするけれど、巧みに指で扱かれ力が抜ぬける。自じ慰いしか知らなかった体が、その快感に抗あらがえるわけがなかった。

「やぁっ、も、出る、出ちゃ……っ」

　いつ弾はじけてしまってもおかしくないくらい、熱が体の中で暴れ回っている。

　上杉の口に咥くわえられている状じよう況きようで放つわけにはいかない。しかし、上杉は必死に衝しよう動どうに堪たえる直哉を容赦なく追い上げてくる。

「あっ、あ、ン、んー……っ」

　直哉の体は快感に負け、キツく吸い上げられた弾はずみに欲望を爆はぜさせてしまった。生温かい口こう腔こうに包まれたまま、直哉のそれは小刻みに震えた。

　上杉は躊躇うことなく、直哉が吐はき出したものを飲み下す。濡ぬれた唇を舐めて拭ぬぐう仕草は、こちらが恥ずかしくなるほどの色気だった。

「気持ちよかっただろ？」

　生まれて初めての恥ずかしい体験と呆気なくイカされてしまったことへの敗北感に似た気持ちに、言葉が出てこない。果たして、いまの経験は現実だったのだろうか。あまりの羞恥に感情の針が振ふり切れ、呆ぼう然ぜんとしているというのが、いまの状態だった。

「ちょっと待ってて。バスルームにいいものがあったから」

　のろのろと上半身を起こした直哉は、股間が剝むき出しのままだったことに気づき、慌あわててシャツの裾すそで隠す。

　上杉は一いつ旦たん、直哉から離はなれたあと、すぐに何かを手に戻もどってきた。

「何、それ…？」

「何もないよりマシかな、と」

　どうやら、女性向けサービスで置いてあるスキンケア用品のようだ。それをどうするのか、初心者兼けん酔よっ払ぱらいの頭では見当がつかない。

　何に使うのかと問おうとしたら、上杉は急に上着を脱ぬぎ捨てた。

「！」

　着やせする質たちのようで、胸むな板いたにも腹筋にもそれなりに筋肉がついている。思わず、その肉体に見み蕩とれてしまう。しかし、直哉にぼんやりしている暇ひまはなかった。

「なっ……」

　上杉は個包装になったそれを歯で咥えたかと思うと、直哉の足からズボンや下着を取り去ってしまう。いきなりのことに面めん食くらっていると、今度は膝ひざを立てさせられて、左右に大きく割られた。

「何する───」

　あられもない格好をさせられて戸と惑まどう直哉に、上杉は思わせぶりな笑みを向けた。

「まだわかんない？」

　封ふうを切り、オイルのようなものを手の平にとったかと思うと、断りもなく直哉の足の間を探さぐってくる。

「ん……ッ!?」

「知ってるだろ？　男同士はここ使うって」

　ぬるぬるとした指が硬かたく閉とざした場所を探り当て、やや強ごう引いんに中に押し入ってくる。心の準備など当然できているはずもなく、自分の中に他人の指が入り込んでくる感覚に狼狽うろたえた。

「や、待っ、や、ぁ、あ……っ」

　知識として知ってはいたけれど、どんなふうになるのか深く考えたことはなかった。

　自分の恋こいが叶かなうことはないとわかっていたから、その先の行こう為いを想像するまで至っていなかったのだ。

「あ、ん、ああ……っ」

　上杉は指の抜き差しを繰くり返し、直哉の体を慣らしていく。強こわ張ばりが少し解けたところで指を増やし、今度は中を搔かき回すように動かしてきた。

　体の中で他人の指が蠢うごめく感覚に、歯を食くい縛しばる。酷ひどい違い和わ感かんは否いなめなかったけれど、それでも根気よく慣らされているうちに四し肢しの力が抜けてきた。

「ひぁ…っ」

　ある場所を押された瞬しゆん間かん、一ひと際きわ高い声が喉のどの奥から押し出された。噓みたいな自分の反応に面食らう。

「気持ちよかった？」

「な、に、いまの───」

　未知の感覚に動どう揺ようする。それまでとは全く違ちがう感覚が、背筋を駆かけ抜けていった。直哉の体はその余よ韻いんに痺しびれている。

「聞いたことくらいあるだろ？　ここに感じやすい場所があるって」

「あ…っ、や、あ…！」

　ぐっと指を押し込まれ、背中を撓しならせた。上杉は同じ場所ばかり責めてくる。

　直哉は、予測できない自分の反応に戸惑い、視線を泳がせながら、摑つかまるものを探して手を彷徨さまよわせる。ベッドカバーに爪つめを立て、発ほつ作さのように襲おそってくる衝動に耐たえた。

「あ、あ…っ、あぁっ」

　中を探る指を増やされる。さらに押し広げられた粘ねん膜まくが、ひくひくと痙けい攣れんし、上杉の指を締めつけた。

「もう少し我が慢まんして。慣らさないと辛つらいから」

「はっ…あ、んん……っ」

　しつこく搔き回されているうちに、だんだん気が遠くなってくる。自分の感覚がよくわからなくなってきた頃ころ、ずるりと指を引き抜かれた。

「ん……っ」

　不意の喪そう失しつ感かんに、びくりと震ふるえる。慣れない感覚から解放されたことへ安あん堵どを感じていたら、上杉が意味のわからないことを云ってきた。

「悪い、そろそろ俺が限界」

「え…？」

　苦く笑しよう混じりの余よ裕ゆうのない声に目を瞬またたいていると、それまで以上に膝を深く折り曲げられた。

　無理に取らされた恥はずかしい格好に抗う間もなく、しつこく解ほぐされた場所に上杉の昂たかぶりが押し当てられる。

「や……っ」

　焼けるような熱さに、身を竦すくませる。反射的に頭を起こした直哉の視界に入ってきたのは、自分のものよりも大きいものだった。

　上杉の云いった『限界』の意味がわかってしまった。

　こんなになっていては、相当キツいだろう。しかし、張り詰つめて反り返ったそれが、いまから自分の中に入ろうとしているのかと思うと怖こわい。

　どんなに慣らしたあとだとしても、指とそれでは根本的な容量が違う。この感情は不安というより、恐きよう怖ふといったほうが正しいかもしれない。

「待っ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ゆっくりやるから」

「い…痛くない……？」

「ちょっとは痛いかも。でも、無理はしない。俺を信じて」

　上杉に大丈夫と云われると、本当に大丈夫な気がしてくるから不思議だ。騙だまされているだけかもしれないけれど、引き返すにはもう遅おそい。

「わ…わかった」

　こくりと小さく頷うなずくと、屹きつ立りつの先が窄すぼまりに擦こすりつけられる。その硬さに息を詰めた瞬間、ぐっと先せん端たんが入り込んできた。

「ン…っ」

　上杉に身を任せたけれど、完全に怖くなくなったわけではない。自分の体が穿うがたれていく光景を見ていられなくて、直哉はぎゅっと目を瞑つぶった。

　シーツを握にぎりしめ、体内に異物が侵しん入にゆうしてくる感覚を耐え忍しのんだ。

　そこを解すのに使ったオイルのお陰かげで引き攣つれるような激しい痛みはなかったけれど、想像以上の圧あつ迫ぱく感かんに息が詰まる。

「う…く……っ」

　男の屹立がゆっくりと直哉の中に満ちていく苦しさに、直哉は歯を食い縛った。男同士のセックスはこんなに辛いものだったとは思いもしなかった。

「辛かったら、こっち意識して」

「え…？　あ…っ、あ、あ……」

　萎なえかけていた自身を指で扱しごかれる。初めは反応の鈍にぶかったそこも、あやされているうちにまた芯しんを持ってきた。

「ぅ、ん……っ、あ…っ」

　快感に意識を奪うばわれた隙すきに、上杉は確実に奥へと進んでいく。口づけや自身への刺し激げきでなだめすかされながら、侵入者を受け入れていく。やがて、上杉が動きを止めた。

「直哉、わかる？　全部入った」

「ほんとに……？」

　直哉の中に収まった昂ぶりは焼けただれてしまいそうに熱く、脈動も力強い。まるで自分の中に、もう一つ心臓があるみたいだ。

「息止めないで」

　唇くちびるを啄ついばまれ、呼吸を促うながされる。軽く舌を差し入れられると、つられて自分から絡からめてしまう。口づけの合間に息を吸っているうちに、体から少しずつ力が抜ぬけてきた。

「怖かったらしがみついてて」

　上杉はそう云うと、ゆっくりと体を揺ゆらしてくる。昂ぶりをくわえ込んだそこは、僅わずかな刺激にも反応し、中にあるものをさらに締しめつけた。

「……っあ、ん」

　繫つながった場所から伝わってくる振しん動どうが、背筋を震わせる。繰り返されているうちに、苦しさばかりだった感覚に違うものが混じってきた。

　与あたえ続けられる一定のリズムの律動に、少しずつ体が慣れていく。揺れが大きくなるにつれ、締めつけも微かすかに緩ゆるみ、内ない壁へきが擦られる。

「んん…っ、ぁ、ん」

「中で動いてるのわかる？」

「やぁ…っ」

　上杉は直哉の腰こしを摑むと、深く抉えぐるように突ついてきた。その瞬間、電流のようなものが、尾びてい骨こつから駆け上がっていく。

「よくなってきたみたいだな」　>>>♥

「上杉さん…？　あぁあ……ッ」

　にやりと笑う上杉の表情に目を奪われていたら、埋うめ込まれていた屹立をぎりぎりまで引き抜かれ、勢いよく押し戻もどされた。

　一際高い声が、直哉の喉から[image: 迸]ほとばしる。敏びん感かんなあの部分に当たるように何度も何度も穿たれ、泣きたくなるような快感にひっきりなしに喘あえがされた。

「ぁあ…っ、あっ、や、そこ……」

「ここがいいんだ？」

「わか…んな……っあ、ん、ぁあ…っ」

　体中がジンジンと疼うずいている。もう自分が自分ではなくなってしまったかのように、上杉の与える快感に支配されていた。

「ふ、あ…っ、あ、ああ……っ」

　深々と貫つらぬかれるたびに、直哉の声は大きくなっていく。全身から汗あせが噴ふき出すほど、体が熱くてたまらない。上杉の背中に爪を立て、狂くるおしいまでの感覚に耐えようとするけれど、もどかしさは拭ぬぐえず、涙なみだ目で訴うつたえる。

「ど…しよ……また、いっちゃ……っ」

「俺ももうイキそう。って、そんな締めつけられるとマジでやばい」

「だって…っ、あっあ、あ、あ───」

　荒あら々あらしくなった律動に耐えきれず、直哉は呆あつ気けなく果ててしまった。自身を震わせて吐はき出した白はく濁だくが腹部を濡ぬらす。その直後、上杉も深く穿った体勢のまま動きを止め、苦しげな表情で息を詰める。

「……っ」

「……あ……」

　自分の中で上杉が震えたのがわかり、同じように達したことを知る。大きく息を吐き、体を弛し緩かんさせて覆おおい被かぶさってくる上杉の汗ばんだ背中を搔かき抱いだく。

「直哉…？」

　上杉が呼びかけてきているのはわかっていたけれど、もう返事をする気力もない。急激に襲ってきた眠ねむ気けが、頭の中を霞かすませていく。

　ベッドにぱたりと自分の手が落ちたのを最後に、直哉は意識を失った。







　　　　２




「……う……」

　頭の内側からガンガンとハンマーで叩たたかれているような痛みに、意識が覚かく醒せいする。

　これは明らかに二日酔よいだ。

　大して酒に強いわけでもないのに、勢い任せでハイペースに飲みまくってしまったツケだろう。いっそ、このまま二度寝ねしてしまおうかと思ったけれど、軽い吐き気けと喉のどの渇かわきに眠気はすっかり鳴りを潜ひそめてしまった。

（とりあえず水飲もう……）

　やむなく起きることにした直哉は、視界に人の顔があることに気づいてぎょっとした。

「～～～～ッ」

　反射的に飛び起きようとしたけれど、再び酷ひどい頭痛が襲おそいかかり、動きが止まる。あまりの痛みにパニックに陥おちいる余よ裕ゆうもない。頭が割れてしまうのではないかと不安に思う。

　痛みが落ち着くのを待ちながら、必死に頭を動かした。

（えーと、落ち着け、何でこんなことになってんだ？？？）　>>>♥

　見知らぬ男の腕うでの中で全ぜん裸らで眠ねむっていた経けい緯いを思い出そうと、自分に問いかける。

　昨夜は何軒けんか一人でハシゴしたあと、ふらりと通りかかった屋台のおでんが美味おいしそうで、そこの暖簾のれんをくぐったのだ。日本酒を水のように飲んでいる最中、隣となりに座っていた客がやたらにいい男で、つい声をかけてしまった。

「…………」

　昨夜の一部始終──ところどころ飛んではいるけれど──を思い出し、血の気が引いていく。現実を認にん識しきした途と端たん、余計に頭が痛くなってしまった。

　この男に散々管を巻き、宥なだめられ、紆う余よ曲きよく折せつのあと、関係を持ってしまったことなど、いっそ忘れていたかった。

（何でこんなことに……）

　いや、原因はわかっている。深酒のせいだ。二日酔いに後こう悔かいはつきものだが、今日の自己嫌けん悪おは言葉にならない。

　酒を飲み過ぎた自分を恨うらみたい気持ちでいっぱいだったけれど、その前にすることがある。まずは彼の腕の中から抜け出すことだ。

　いつまでも抱き込まれた状態でいるのも、目の前にこの顔があるのも心臓に悪い。

「起きないでくれよ……」

　祈いのりが思わず口を衝ついて出てしまった。ただでさえいたたまれないのに、この状じよう況きようで目を覚まされたら、洒落しやれにならない。

　直哉は二日酔いの頭に響ひびかないよう、かつ、上杉を起こさないように、そうっとベッドを抜ぬけ出した。

　何とか一つ目のハードルをクリアしたあと、ベッドの周りに散らばった服をかき集めて、音を立てないように気をつけながら身につけた。

　ボタンが段だん違ちがいになってしまったけれど、いまはそんなことどうでもいい。靴くつ下したの片方を探していたら、情交のあとも生々しく乱れている隣のベッドが目に入った。

「……ッ」

　行こう為いの詳しよう細さいを思い出しそうになり、慌あわててベッドから目を逸そらす。必死に思考を散らそうとするけれど、体中に残った感かん触しよくはそれを許してはくれなかった。

　全身余すところなく触ふれられ、未知の感覚をいくつも引き摺ずり出された。キスの経験すらなかった直哉にとっては何もかもが刺し激げき的すぎて、思い返すだけで体温が上がる。

（……やっちゃったんだよな、俺……）

　額を押さえ、大きくため息をつく。昨日は本当にどうかしていた。

　そうじゃなかったら、あんな恥はずかしい真似まねができたはずがない。

　出で逢あったばかりの相手に失しつ恋れんの泣き言を云いい、体を重ねてしまった自分の浅はかな行動を止められるものならいますぐ止めに行きたい。

　酒は飲んでも飲まれるなとよく云うけれど、昨夜は完かん璧ぺきに飲まれまくっていた。

（しばらく酒飲むのやめよう……）

　酔っていたとは云え、直哉があんなに大だい胆たんだったのは、男同士での行為に関して、薄うすぼんやりとした知識しかなかったせいだろう。

　同性で体を繫つなげることが、あんなにも大変なことだったとは考えたこともなかった。

　ただ気持ちいいだけだろうと思っていたセックスは、実際は痛くてキツくて恥ずかしくて、そして、気持ちよすぎた。

　限度を超こえた快感は、苦しいものだと初めて思い知らされた。嵐あらしに巻き込まれたかのように感覚がめちゃくちゃになって、勝手に出てしまう声も自分では抑おさえられなくて、まるで幼い頃ころ迷子になったときのような心こころ許もとなささえ覚えた。

　いまだって、体が辛つらい。全身の倦けん怠たい感や腰こしの痛みは、過か剰じような快感の副作用のようなものだ。体の中にだって、挿そう入にゆうされたときの違い和わ感かんが生々しく残っている。この感覚はいつか消えてくれるのだろうか。

　ため息を吐きながら、ふと顔を上げた先にある鏡に、自分の顔が映っていることに気づいた。視線をやや下に移動させた直哉は、思わず声を上げてしまった。

「ぎゃっ」

　シャツの合間から覗のぞく鎖さ骨こつの上に赤い跡あとがついている。いわゆる、キスマークというやつだろう。こんなにもはっきり印が残るものなのかと感心していたら、吐と息いき混じりの呻うめくような声が聞こえてきた。

「ん……」

「!?」

　ぎくりとし、思わず体を硬こう直ちよくさせる。息を潜めて様子を窺うかがっていると、上杉は直哉が眠っていた位置に寝ね返がえりを打ち、俯うつぶせになった。

（……まだ寝てるよな？）

　ぐっすりと熟じゆく睡すいしているようだ。この調子なら、放っておけば昼くらいまで寝ているだろう。

　直哉はほっと胸を撫なで下ろしつつ、急いでボタンを喉のど元もとまで止めた。テレビの横に置かれていたカバンを肩かたにかけ、投げ出されていたスニーカーに強ごう引いんに足を突つっ込む。

　出て行くなら、いましかない。できることなら、上杉が眠っている間に姿を消しておいたほうがいいだろう。彼と素面しらふで顔を合わせるのはどう考えても気まずすぎる。

　泣き顔や痴ち態たいを散々見せた相手に、どんな態度を取ればいいのかわからない。

　失恋の痛みが消え去ったわけではないけれど、昨夜は上杉がいたから一人で泣いて過ごさずにすんだ。そのことには心底感謝しているが、気まずさとは別問題だ。

　───俺と恋れん愛あいする気ある？

　あれはどこまで本気だったのだろうか？

　あのときの自分は、上杉なら好きになれると心の底から信じていた。上杉も冗じよう談だんで云っているようには見えなかったし、あの瞬しゆん間かんはお互たがいに本気だったのだろう。

　しかし、どちらにも酒が入っていたことを考えると、真に受けないほうがいい。上杉だって目を覚ましたら、昨夜のことはなかったことにしたいと思うに違ちがいない。

「……恋愛、か……」

　安らかな寝ね顔がおを見ていると、複雑な気分になる。彼と恋こいができたら、どんなに幸せだろう。恋こい人びとよりも仕事を優先してしまうと云っていたけれど、あんなに大事にしてもらえるなら、自分なら信じて待っていられる。

（まるで、映画の中に入り込んだみたいだったな）

　さながら、上杉は王子様だ。恥ずかしげもなく、気き障ざな台詞せりふをぽんぽんと吐はいても様になり、かつ嫌いやみでないのは、彼の人ひと柄がらのお陰かげだろう。

「……ぼうっとしてる場合じゃなかった」

　こんなところでのんびりとしていたら、上杉が目を覚ましてしまうかもしれない。直哉は『色々とご迷めい惑わくをおかけしました』というメモをサイドボードに残して部屋を出た。

　直じかに謝罪を伝えられないのは心苦しいけれど、こうするのが一番後あと腐くされがないだろう。

（ホテル代ってどのくらいだろう……）

　最低限の礼れい儀ぎとして、部屋代は自分が精算することにした。泊とまることになったのは、酔よい潰つぶれてしまった自分のせいだ。

　バイトの給料日までもうしばらくあるため、財さい布ふへの打だ撃げきはかなりのものだが、自じ業ごう自得なため文句は云えない。フロントで代金を払はらい、空っぽになった財布をカバンの中にしまう。

「ありがとうございました。またのご利用、お待ちしています」

　直哉は曖あい昧まいに笑って返す。自分たちが昨日何をしていたかなんて、フロントのスタッフにわかるはずもないのに、何となくいたたまれない。

「すみません、まだ連れは寝ねてるんで、チェックアウト時間ぎりぎりまで起こさないでもらえますか？」

「かしこまりました。チェックアウトのお時間の前に、お電話をさせていただきます」

　快く応じてもらえたことに安あん堵どし、ついでとばかりに質問する。

「それと……駅ってどっちですか？」

　意識のない状態で連れてこられたので、このホテルがどこにあるのかすらわからないのだ。さすがにもうタクシーを拾う金銭的余よ裕ゆうはない。

「駅でしたら、扉とびらを出て右にまっすぐ行かれると見えてきますので、すぐわかると思いますよ」

「あの、ありがとうございました」

　直哉は小さく頭を下げ、逃にげるようにしてホテルをあとにした。挙動不ふ審しんに思われたかもしれないが、もう二度と行くことはないだろう。

　さっきのホテルマンの云ったとおり、道なりに歩いていくと駅が見えてきた。バイトは夕方からだから、一度自宅アパートに戻もどって寝直す時間は充じゆう分ぶんにあるはずだ。

　現在の時間を確かく認にんしようと思い、カバンの中を探さぐったけれど、携けい帯たい電でん話わが見つからない。

「あれ…？　う、噓うそ」

　足を止めて、底のほうを探る。それでも、やはり見つけることができなかった。

　飲み歩いているうちになくしてしまったのか、それとも、ホテルの部屋に落としてきたのだろうか。青くなりかけた直哉は、昨夜の自分の行動を思い出した。

「……稽けい古こ場ばのロッカーの中だ……」

　稽古の前に着き替がえをしているときにポケットから落としたため、そのままロッカーの中に放り込んだのだ。そして、その後、カバンに入れるのを忘れたまま、稽古場をあとにしてしまった。どうりで誰だれからの電話もメールもないはずだ。

「取りに行かなきゃダメだよな……」

　今日は稽古のない日だ。あと一日くらい、五十嵐と顔を合わせずにいたかったけれど、自宅に電話を引いていない直哉にとっては、唯ゆい一いつの連れん絡らく手段だ。

　直哉は、やむなく稽古場に向かうことにした。










「頭痛い……」

　さっきコンビニで二日酔い用のドリンク剤ざいを買って飲んだから、気持ち悪さは緩かん和わしたけれど、頭痛はまだ治まりそうにない。

　重い足取りだったにも拘かかわらず、目的地にはすぐに着いてしまった。

　劇団ストリームスの稽古場は事務所と同じビルにある。主しゆ催さい者しやでもある五十嵐の知人が、持ちビルのワンフロアを安く貸してくれているのだ。やや古い建物だけれど、最も寄より駅から五分ほどの立地はありがたい。

　この時間なら近藤が来ているはずだから、鍵かぎは開いているだろう。

　問題はどうやったら彼女に見つからないよう、一番奥の更こう衣い室に行けるかだ。事務所の前を通るときに、気づかれなければ何とかなるのだが。

（気づかれませんように……）

　心の中でそう祈いのりながら、こっそりと更衣室へ向かう。磨すりガラスの窓が入った事務所のドアの前を屈かがんで通りすぎ、更衣室で自分の携帯電話を見つけて、ほっと胸を撫で下ろす。

　何件か友人からメールが入っていたけれど、重要な連絡はとくにないようだ。そのうちの一件は昨夜の飲み会の写真が添てん付ぷされていた。

　すっかり出来上がった五十嵐と困ったように笑う近藤の二人を写した一枚で、盛り上がっている雰ふん囲い気きを直哉にも伝えようとしてくれたのだろうが、仲なか睦むつまじい様子に胸の苦しさが蘇よみがえってくる。

　送ってくれた友人に悪意がないのはわかっているけれど、恨うらみがましく思わずにはいられない。だが、同じ劇団に所属している以上、こういうことは避さけられないだろう。

　自分にできることは、少しでも早く気持ちの整理をすることしかない。

（さっさと帰って寝よう……）

　バイトまでの数時間だけでも寝ていれば、落ち込んだ気分はどうしようもなくても、二日酔いは緩和するはずだ。再び息を潜ひそめて事務所の前を通り過ぎようとした瞬間、無造作にそのドアが中から開かれた。

「……ッ」

「あれ、直哉？」

　五十嵐も驚おどろいた顔をしているけれど、こっちは心臓が止まるかと思った。

（何でこんな時間にいるんだよ……っ）

　外での仕事のない日は大たい抵てい、五十嵐は重役出勤だ。劇団公演の稽古があるとき以外、午前中に顔を出すことはない。

「どうした？　今日はやけに早いな」

「あ、ええと、昨日、携けい帯たいを更衣室に忘れちゃって。五十嵐さんこそどうしたんですか？」

　引き攣つった笑えみを顔に張りつかせて聞き返した。こういうとき、役者でよかったと実感する。

「いやぁ、昨日飲みすぎてな。終電逃のがしたから、みんなで稽古場に泊まってったんだよ。さっき、山やま本もとたちが帰ってった」

「だから、酒さけ臭くさいんですね」

　直哉も人のことは云いえないけれど、根本的に酒しゆ豪ごうの五十嵐とは酒量の桁けたが違う。多分、自分が二日酔いになっていることは気づかれないだろう。

「やっぱり臭におうか？」

「浮うかれるのもわかりますけど、少し控ひかえないと沙羽さんに怒おこられますよ」

「もう怒られた」

「弓削くん？　おはよう、今日は早いわね。自主練？」

　五十嵐との話し声を聞きつけたようで、事務所から近藤も顔を出した。すぐに帰ろうと思っていたのに、これでは逃げる隙すきが見つからない。

「いえ、携帯電話を忘れて……。見つかったんで、もう帰ります」

「帰る前に、朝ご飯食べていかない？　おにぎりとお味み噌そ汁しるくらいしかないけど」

「え、いいですよ。五十嵐さんのぶんじゃないんですか？」

「たくさん作って持ってきたんだけど、他ほかのみんなは食しよく欲よくないって云って、あんまり食べてくれなかったのよ。あとね、近所の人に美味おいしいクリームパンもらったから、持ってきたの。弓削くん、甘いもの好きでしょう？」

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

　昨日の今日で誘さそいを断るのは難しい。飲み会ならともなく、近藤の厚こう意いを無下にするわけにもいかなかった。

　二人を見ながらでは、食べ物など喉のどを通らなそうな気がしたけれど、固辞して帰れば何かあったかと不審がられてしまう。

「いま、お茶淹いれるわね。あ、コーヒーのほうがいいかな」

「俺にもコーヒー。すげぇ濃こいやつ」

「あなたはこっちが先です。午後から仕事入ってるんだから、それまでにはお酒抜ぬいてよ？」

　近藤が五十嵐に差し出したマグカップからは、味噌汁のいい匂においが漂ただよってくる。

「わかってるよ」

　仲のいい五十嵐と近藤を見ていると切なく胸が痛む。嫉しつ妬とと憧あこがれの入り交じった感情がぐるぐると渦うず巻まいて、知らずにため息が出てしまう。

（本当にあの人と恋こいができたら、失しつ恋れんなんて忘れられたかもな）

　いまさらながら、そう思うけれど、向こうはきっと迷めい惑わくしていただろう。

「沙羽さんも泊とまったんですか？」

「やーね、こんなところに泊まれるわけないでしょう。私は先に帰りました」

「そ、そうですよね」

「右から昆こん布ぶ、おかか、梅、ツナマヨね。好きなの食べて」

「あ、はい、いただきます」

　云っていたとおり、おにぎりはたくさんあった。稽古場に泊まっていったメンツは酒の飲みすぎで、あまり食べられなかったのだろう。

　直哉もさっきまでは食欲がなかったけれど、味噌汁の匂いに胃が刺し激げきされた。

　ツナマヨに手を伸のばし、一口かぶりついたところで携帯電話の着信音が事務所の中に鳴り響ひびいた。近藤は反応していないし、直哉のものでもない。

「はい、五十嵐。何だ若わか狭さか」

　かけてきたのは若狭颯そう真まという、直哉より一つ上の劇団員だったようだ。

　彼は劇団ストリームスの看板の一人で、女性ファンの七割は彼を目当てに公演に来ていると云っても過言ではないほどの人気ぶりだ。整った顔立ちに、よく通る声、そして、舞ぶ台たいに上がったときの華はなもある。

　同じ劇団の仲間、役者としての先せん輩ぱいという以上に、若狭は直哉にとって大事な友人でもある。

　直哉がこの劇団に入ってからのつき合いだけれど、妙みように気が合い、いまでは親友と云っても過言ではない。

「どうかしたのか？　今日は森もり山やまスタジオだろう？───は？　怪け我が？　骨折？　おい、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　話をしていた五十嵐が、急に顔色を変えた。普ふ通つうではない様子に、直哉も近藤も息を詰つめる。

（若狭が怪我って───）

　友人の身の上に起こった災難に動どう揺ようしそうになるが、いま慌あわてたところでどうしようもないと自分に云い聞かせる。

　いったい、どんな容態なのだろう。電話をかけてきているということは、命にかかわる怪我ではないのだろうが、その種類によっては今後の活動に影えい響きようが出ることだって考えられる。

　いますぐ五十嵐の電話を奪うばい取って確かめたい気持ちでいっぱいだったけれどそんなことをしても若狭の怪我が早く治るわけではない。

　直哉は会話の邪じや魔まにならないよう、息を潜めて五十嵐の応対を見守った。

「……ああ、わかった。あとで沙羽に届けさせる。スケジュールの調整は俺たちに任せろ。ドラマの撮とりに関しては連れん絡らくが来るのを待ってりゃいいんだな」

　五十嵐が電話を切るのを待ってから、状じよう況きようを確かめる。

「あの、若狭の怪我って、どんな具合なんですか？」

「心配すんな、命に別状はないから安心しろ。というか、本人はぴんぴんしてるみたいだ」

「本当ですか？」

「ああ、骨がくっついたあとにリハビリは必要だけど、いままでどおりに歩けるようになるそうだ。ただ、いまはベッドの上で身動きが取れないから、暇ひまだって云ってたよ」

「よかった……」

　そんな軽口が叩たたけるのなら、大丈夫だろう。真ま面じ目めに療りよう養ようすれば、すぐに復帰できるに違ちがいない。

「ただ、骨がくっつくまで一ひと月つきは仕事を入れるなと云われたそうだ。経過次し第だいで早く退院できるかもしれないみたいだが、スケジュールは早く調整しないとまずいな」

「ドラマの撮さつ影えいはどうなるんですか？」

　テレビでも活かつ躍やくするようになり、忙いそがしくなりつつある時期だったというのに、怪我をするなんてついていない。

「順番を入れ替かえて撮るそうだ。どうも、共演者を庇かばっての事故らしいから、調整には全面的に協力してくれるとのことだ。不幸中の幸いってやつだな」

「あっ、でも、明日のオーディションはどうする？」

　近藤の言葉に、五十嵐は表情を曇くもらせた。

「そうか、あれは明日だったか……。穴を開けると、あとが痛いよな」

「でも、若狭くんはどうやったって行けそうにないでしょう？　誰だれか代わりに───」

　近藤は不自然に言葉を止め、直哉の顔を見つめてくる。その沈ちん黙もくに五十嵐も近藤に目を向け、同じように直哉を凝ぎよう視ししてきた。

「な、何ですか？」

　二人にじっと見つめられ、直哉は視線を泳がせる。

「直哉、代わりに受けないか？」

「え？」

「そのオーディションよ！　明日は稽けい古この日だから、バイトも入ってないでしょう？」

「俺がですか!?」

　急に立てられた白羽の矢に浮き足立つ。劇団の公演でも、まだ主役クラスを演じたことはない自分に話が来るとは思いもしなかった。

　劇団ストリームスには、直哉よりも名前が売れている役者が他にいる。

　チャンスをもらえることはありがたいけれど、たまたま近くにいた自分なんかでいいのだろうかという不安を感じずにはいられない。

「本当に俺でいいんですか？」

「正直なところ、今回のオーディションは伝つてを使って何とかもらえた枠わくだから、絶対に穴は開けられないんだ」

　そこそこの知名度がある若狭なら、という条件で枠をもらえたのだろう。怪我をしてしまった以上、絶対に連れてこいとは云いわれないだろうけれど、それなりのレベルの役者を送り込まねば今後に差し支つかえが出てしまうのではないだろうか。

　自分に自信がないわけではないが、キャリアが足りないことは自覚している。

「ちょうど目の前にいたから、お前に頼たのんでるわけじゃない。誰でもいいなら、責任取って俺が行くよ。でも、どう考えても俺ができる役じゃないからな。オーダーに合わない役者を送り込むわけにもいかん」

「そうなんですか…？」

「今回の映画のオーディションは、『二十歳はたち前後、身長が一七〇センチくらいで線の細い、顔立ちが綺き麗れいな男性』って条件だから問題はないわ」

「お前なら、若狭に体格も似てるし、雰ふん囲い気きも近いしな。……いや、もしかしたら若狭より役に合ってるかもしれん」

　年ねん齢れいと身長は問題ないし、細身の体も条件には合っている。顔も十人並みよりはちょっといい程度ではあると自負している。

　だが、若狭の代役だと考えるとプレッシャーも大きい。代役を引き受けるということは、オーディションで全力を尽つくすのはもちろん、彼や劇団の顔を潰つぶさないようにしなくてはならないということだ。そう思うと、知らずと背筋がまっすぐに伸びていた。

　若狭は直哉と歳が近いと云っても、彼は子役として経験を積んできている。一度、芝しば居いから離はなれたあと、大学に入った頃ころに再びこの世界に戻もどってきたという経歴の持ち主で、直哉にとっては大先輩だ。

「引き受けてもらえるか？」

「もちろんです。俺でいいなら、行かせて下さい」

「よし、そうこないとな！」

「うわ…っ」

　五十嵐は相好を崩くずし、直哉の頭を搔かき回してきた。その指の感かん触しよくに、否いや応おうなく心臓が高鳴ってしまう。失しつ恋れんに傷ついたばかりの心にはダメージが大きい。

「ちょ、やめて下さいって！───それで、あの、その映画ってどんな話なんですか？」

　直哉は頭を庇うふりをして、何とか五十嵐の手から逃のがれた。動揺に気づかれないよう、質問をして五十嵐の気を逸そらす。

「ああ、そうか。まずそれを説明しないとな」

「蒼あお井いまことって知ってる？　その作家さんの〈七なな夜よ月づき〉って本が原作なんだけど……」

　五十嵐の言葉を引き取って、近藤が口を開いた。

「はい、ミステリの本は読んだことあります。タイトルからすると、恋れん愛あいモノですか？」

　たしか、ミステリの大きな賞を取ってデビューしてから、次々とヒット作を出している若手の作家だ。以前、シリーズ作品が連続ドラマにもなっていたはずだ。

「そう、恋愛小説」

「ミステリ以外も書いてたんですね。全然、知りませんでした」

「ああ、恋愛小説も何本か出してるぞ。でもまあ、男はあんまり恋愛モノって読まないもんな。俺も沙羽に薦すすめられなかったら読まなかっただろうし」

「内容自体は変わった話じゃないんだけど、感動するのよねぇ」

「そんなに面おも白しろいんですか？」

「もう本当にいい話だから、弓削くんも読んで！　みんなに読んで欲しいんだけど、自分でも読み返したくなるから、貸し出し用にもう一冊買っちゃった」

　いつもの近藤は勢いが止まらなくなる五十嵐のツッコミ役なのに、珍めずらしく熱弁を振るっている。自ら脚きやく本ほんも書くことがある近藤が、手放しで薦めてくるということは、本当に素す晴ばらしい作品なのだろう。

「俺からしたら夢見がちすぎるところもあるが、構成がとにかく上手うまい。人の描びよう写しやも達者だから、すごく読ませる小説だよ」

「フィクションなんだから、夢見たっていいじゃない」

「別に悪いとは云ってないだろう。そうそう、オーディションで選ばれるのは、主人公の女の子が恋こいする青年の役だ」

「どんな感じの人物なんですか？」

「そうだな……一言で云うと、病弱な箱入り息子むすこかな。作りものみたいに綺麗な顔と、厭えん世せい的で浮うき世よ離ばなれした雰囲気、不思議な響ひびきのある澄すんだ声の持ち主だそうだ」

「そんな役、俺にできるんですかね……」

　浮き世離れした雰囲気は、演技とカメラワークでどうにかなるかもしれないが、澄んだ声は難しい。五十嵐の説明を聞いて、不安が大きくなってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、弓削くんだって黙だまってれば綺麗な顔してるんだから」

「はあ…」

　黙っていれば、という条件がくっついてしまうことに苦く笑しようする。

「それに弓削くんの声、私は好きだけどなあ。ちょっとハスキーで甘い感じだから、囁ささやかれたら女の子は弱いと思うし」

「そうだな。直哉の声は腹から出すより、そういう使い方のほうが効果ありそうだな。舞ぶ台たいには不利だが、映像には向いてるかもしれん」

「そ、そうですか…？」

　褒ほめられ慣れてないため、二人がかりで褒められるといたたまれない。

「好きな原作の映画化ってがっかりすることが多いじゃない？　でも、弓削くんならイメージぴったりかも」

「二人とも、身内贔屓びいきすぎますよ。あ、そういえば、映画を撮とる監かん督とくは誰なんですか？」

「ああ、それがさ、上杉浩こう市いちが撮るんだってさ。すげぇ力入ってるよな」

「……っ！」

　話を逸らしたくて違ちがう話題を振ふったのに、『上杉』という名前にぎくりとしてしまう。

　上杉浩市は芸術性の高い作品を撮ることで有名な新しん進しん気き鋭えいの監督だ。感傷的でガラス細工のような透すき通った画面が特とく徴ちようで、女性のファンが多い。

　直哉は骨太なハードボイルド作品を好むため、上杉浩市の映画はほとんど見たことがないけれど、評価が高いことくらいは知っている。

（上杉なんて名前、別に珍しくもないし、あの人、映画監督っぽくなかったし……）

　繊せん細さいな作風と、昨日出で逢あった『上杉』とでは、あまりにも印象がかけ離れている。

　彼と監督が同じ名字なのは、ただの偶ぐう然ぜんに決まっている。そんな雲の上の存在のような有名な監督が、あんな屋台で飲んでいるはずがない。

「あれ？　直哉って上杉浩市好きだっけ？」

「い、いえ、すごい人引っ張ってきたなぁと思って」

「本当だよな。けど、この作品には合ってると思う。どんな映像作るのか、いまから楽しみだよ。直哉が受かれば、もっといいんだけどな」

「が、がんばります……」

　励はげまされ、肩かたにずしりとプレッシャーがのしかかる。五十嵐の期待も重いけれど、主役クラスのオーディションを受けるのは、これが初めてだ。

（明日に集中しよう）

　急な話で混乱もしているけれど、むしろ、よかったかもしれない。やらなければならないことがあれば、余計なことに頭を使わずにすむ。

（あとでＤＶＤ借りてこないとな）

　一いち夜や漬づけにしかならないけれど、オーディションを受けるのに、その監督の作品をほとんど見たことがないという状態はまずい。

　評判はよく耳にしつつも、実際にほとんど見たことがなかったのは、バイトで自活しながら役者をしているため、使えるお金に限りがあるからだ。

　そのため、あまり劇場に映画を見に行くことがない。懐ふところに余よ裕ゆうがあるときは、映画よりも舞台に足を運んでしまう。

　しかし、オーディションを受けるからにはできることを精せい一いつ杯ぱいやって臨のぞみたい。もしかしたら、これで何かのチャンスを摑つかめるかもしれないのだから。

「あの、沙羽さん、原作の本貸してもらえますか？」

「もちろん。でも、泣いちゃっても知らないからね」

「目ぇ真っ赤にしてオーディションに行くなよ」

「泣きませんよ！」

　ムキになって云いい返すと、近藤も五十嵐も声を立てて笑った。

（やっぱり、この人たちが好きだ）

　誰だれよりも、幸せになってもらいたい。切なく痛む胸を上から押さえながら、直哉も二人に笑え顔がおを向けた。










「……ッ、やばい、本が濡ぬれる」

　近藤に借りてきた原作に目を通していた直哉は、知らぬうちに涙なみだを流していた自分に気がついた。涙がページに落ちないよう、慌あわてて服の袖そでで頰ほおを拭ぬぐう。

　泣かないと豪ごう語ごしてきたのに、結局はこのざまだ。

（あー…あとで目を冷やさないと……）

　放っておいたら、明日の朝には目ま蓋ぶたが腫はれぼったくなってしまう。オーディションに、そんな顔で行くわけにはいかない。

　バイトから帰ってきて、買ってきた夕食を摂とりながら原作を読もうとページを開いたのはいいものの、そのまま夢中になってしまい、食事のことなどすっかり後回しになってしまった。

　せっかく作ったインスタントのスープは、もうとっくに冷めてしまっている。

「……まずい」

　スープはあとで温め直すことにして、直哉は放置していたコンビニのおにぎりにかぶりついた。事務的に咀そ嚼しやくして、無む理り矢や理り腹に収める。

〈七夜月〉は一夏の恋を描えがいた小説だった。七夜月とは、七夕にちなんだ七月の異名だ。登場人物からの手紙という形式で書かれた作品で、各章で視点となるキャラクターが変わる。

　話の筋を追うだけなら、短い初はつ恋こいの物語としか云いようがない。

　しかし、恋する二人を取り巻く周辺の人たちの嫉しつ妬とや羨せん望ぼうなどが書かれることによって、思春期の潔けつ癖ぺきさのようなものが際きわ立だつ作品になっていた。

　結果的に二人の恋は成じよう就じゆせずに終わるのだが、読後感に不快さはなく、ただ切なさが胸に溢あふれていた。

　鮮あざやかに変化していく心の内が、繊細な筆ひつ致ちで綴つづられていた。ミステリ作品でも心理描写の上手い作家だけれど、こんな話も書いていたのかと驚おどろきを隠かくせなかった。

　取り立てて奇きを衒てらった内容ではないのだが、全編に仕組まれていた謎なぞが最後にわかる構成はさすがだ。何度も読み返してしまうと云っていた近藤の気持ちはよくわかる。

　明日のオーディションで決めるのは、少女が恋をする青年、ナツ役だ。

　できるだけ彼に感情移入するようにして読んだせいか、まだ胸が痛い。失しつ恋れんの痛みとは違う、不思議な切なさだ。

「……この役、やりたいな」

　直哉はぽつりと呟つぶやいた。

　ナツには裕ゆう福ふくな家に生まれるも、病気がちなため、世間と隔かく離りされた屋や敷しきの中で育ったという背景がある。

　自分の立場に鬱うつ々うつとし、何もかも諦あきらめて、過ぎていく時間にただ身を任せていた青年が少女と出逢い、人間らしい感情を覚えていく。

　恋をする二人に過か剰じように感情移入をしてしまったのは、自分も失恋したばかりだからかもしれない。だが、たとえそうでなくても、『彼』を演じたいと思っただろう。

　自分ではそれこそ力不足かもしれないけれど、せっかくオーディションに参加できるのだから、制作陣じんにこの想おもいは伝えてきたい。

「そうだ、ＤＶＤも見ないと…っ」

　考え込んでしまいそうになり、はたと我に返る。バイト帰りにレンタルショップで借りてきた、上杉浩市監かん督とく作品のＤＶＤを見なければ。

　店頭にあった三本をまとめて借りてきたのだが、いまから全部見られるだろうか。明日のオーディションまで、残された時間はあまりない。

「いや、絶対に見る」

　自分のような駆かけ出しの役者が、映画の主役クラスのオーディションに受かるとは思えない。けれど、全力を尽つくさなければ後こう悔かいする。

「よし！」

　直哉は気合いを入れ直し、借りてきたＤＶＤをプレイヤーにセットした。
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　オーディション会場となっていたのは、都内の小劇場だった。観客として何度か訪おとずれたことのある場所だったため、迷わず辿たどり着くことができた。

　どんなことをさせられるのかなどはまだ聞かされていない。念のため、直哉は待ち時間を利用して、再び原作に目を通していた。

（俺なりの解かい釈しやくはしてきたけど、役作りまではできなかったからな……）

　原作では、青年ナツの普ふ段だんの性格や、周囲への態度などははっきりとは書かれていない。読み手の解釈によって、投げやりでわがままだったともとれるし、達観し、年ねん齢れい以上に大人びているようにもとれる。

　はっきりとしているのは、少女と出で逢あったことで彼の世界に鮮やかに色がつき、生きることへの執しゆう着ちやくを見せるようになったことだ。

　監かん督とくの解釈と自分のそれが同じかどうかはわからないけれど、自分で感じたものをオーディションで表現するしかない。

（しかし、さすがに眠ねむいな……）

　結局、ＤＶＤ鑑かん賞しようは徹てつ夜やになってしまった。寝ね不ぶ足そくで充じゆう血けつした目元を指で揉もみながら、昨夜見た映画を反はん芻すうする。上杉浩市の作品はストーリーにわかりにくいところがややあるものの、細部まで神経が使われた映像は圧巻だった。

『ガラス細工の繊せん細さいさ』と表されるに相応ふさわしい美しさで、群ぐん青じように近い青がとくに印象的だった。きっと、劇場の大画面で見たら、その美しさに圧あつ倒とうされたに違ちがいない。

　あんなに素す晴ばらしい作品なら、もっと早く見ておけばよかった。世間で騒さわがれているからと斜はすに構えて見ようとしなかった自分を反省した。

　舞ぶ台たいで見ることのできる生の演技ばかりを重視していたけれど、上杉の作品を見ることによって、フィルムを通すことで他人の視点になれる映像のよさを教えられた気がする。

　インターネットで調べてみたら、商品化されていない学生時代の作品がいくつもあるらしい。どうにかしてそれらを見てみたいと思ったけれど、過去に単館での企き画かく上映があったくらいで、いまは目にすることは難しそうだった。

（オーディションに受かれば、見せてくれって頼たのめるかなあ）

　しかし、まずはそのオーディションを突とつ破ぱすることが難しい。ナツ役は無理でも、名もなき脇わき役やくにでもなれればいいのだが。

　そんなふうに夢想していたら、この控ひかえ室に参加者を案内してきたスタッフが顔を出した。ようやく、オーディションが始まるのかと思いきや、待ち時間の延長を知らせにきただけだった。

「えー、監督が遅ち刻こくしてるので、もうしばらくこちらでお待ち下さい。準備が整い次し第だい、案内させていただきます」

　その言葉に、室内がざわめいた。予定開始時間はとうに過ぎ、もうかなりの時間待たされている。役者は待つのも仕事という部分もあるが、一部は少し苛いら立だち始めているようだ。

「あの、あとどのくらい待てばいいんですか？」

「わかり次第、お知らせします」

「さっきからそればっかりじゃないですか」

「すみません、もう少しお待ち下さい」

　待ち切れずに質問する人もいるのだが、まともな返答はもらえていない。質問をした男性は、不満げな顔のままパイプ椅い子すに荒あら々あらしく腰こしを下ろした。

　周囲を見回すと、待ちきれない様子で貧びん乏ぼう揺ゆすりをしていたり、一心に原作の小説を読んでいたり、中にはイヤホンをつけてポータブルプレイヤーでゲームをしている人もいる。それぞれ、どこかで見たことのあるような顔ばかりだった。

（しかし、凄すごい面子メンツだよな……）

　直哉より年下でもすでにテレビで引っ張りだこの若手俳優もいるし、最近俳優業にも手を出し始めた歌手もいる。知らない顔も中にはいるが、そういった役者もそれぞれ独特の存在感を持っていた。

　上杉浩市の映画に出た新人は、一人残らず売れている。この役が取れたら、将来は約束されたようなものだろう。どこの事務所も一押しの人材を送り込んできたはずだ。

　普段は丁てい重ちような対応を受けているであろうタレントにとっては、こうして放置されている状じよう況きようは耐たえ難がたいに違いない。

　ここにいる役者たちは皆みな、ライバル同士だ。表面上は穏おだやかだけれど、水面下で牽けん制せいし合っているせいで、空気が張り詰つめている。

　そんなピリピリとした雰ふん囲い気きを破ったのは、苛立ちを抑おさえきれなかった一人だった。

「ったく、いつまで待たせる気なんだよ！　俺、このあと約束あるんだけど」

　たしか、彼はモデル出身で、連続ドラマで俳優デビューを果たしたタレントだったはずだ。いまは歌手業にも手を伸のばしていた気がする。

　ドラマを見た限り、お世辞にも演技が上手うまいとは云いえなかったけれど、顔立ちとスタイルは抜ばつ群ぐんによく、立っているだけで存在感がある。

　そんな見た目どおり、我の強いタイプのようだ。

（何て名前だったかな……）

　彼の名前を必死に思い出そうとしていたら、隣となりに座っていた男が苦言を呈ていした。

「斎さい木き、今日は一日空けておけって云われなかったか？」

「だからって、こんなにかかるとは思わねーだろ。携けい帯たいの電波も入らねーし、連れん絡らくも入れられねーじゃん」

　どうやら二人は顔見知りらしい。そういえば、同じドラマに出ていた覚えがある。

「仕方ないだろ、変わり者で有名な上杉監かん督とくだからな。遅刻くらいで文句云ってたら、この先ついていけないんじゃないか？」

「変わり者ねえ。俺、あの人の映画があそこまで評価されている意味がわかんねーんだよな。ただ小こ綺ぎ麗れいな画えを撮とってるだけじゃん。女はああいうの好きだろうけど、小手先で取り繕つくろってるようにしか見えないっつーか」

　あまりに大だい胆たんな発言に、気まずい空気になった。見かねた隣の男が小声で諫いさめる。

「おい、少し控えろよ。スタッフに聞かれたらどうするんだ」

「監かん督とく遅ち刻こくしてんだろ？　どうせしばらく戻もどってこねーよ」

　その言葉に他ほかの役者たちも不満を抑おさえきれなくなったようで、室内がざわつき始めた。

「変わり者と云えばさ、あの噂うわさ、本当だと思う？」

「噂？」

「ほら、主役の子は必ず食われるっていう……」

　時間を知らされることもなく、一部屋に閉じ込められたまま待たされているのは相当のストレスだ。とくに、すでに人気があり、それなりの扱あつかいをされている彼らにとってはかなりの苦痛なのではないだろうか。

「あー、聞いたことある。前作の主役って、白しら石いし瞳とう子こだっけ？　一時期、噂あったよな」

「もし、それが本当だとしても、今回はさすがにないだろ。主役は十七歳なんだから。あんな子に手ぇ出したら犯罪だって」

　彼らの言葉に、主役は誰だれだっただろうかとさっきもらった書類を捲めくる。決定しているキャストの一番上に、大おお島しま希のぞ美みという名前があった。

　彼女は最近大手菓か子しメーカーのＣＭに出て、一いち躍やく有名になった十七歳の女の子だ。名前の横に、大手芸能事務所の一つである山やま手てプロダクションと併へい記きされている。きっと、事務所の一押しタレントなのだろう。

　笑え顔がおが印象的な可愛かわいらしい顔立ちは、裏表がなく純じゆん粋すいに恋こいにのめり込んでいく女子高生という役やく柄がらのイメージには合っているように思える。

（それにしても、みんな詳くわしいよなぁ…）

　軽口を云い合う彼らを横目で見ながら、感心してしまう。芸能界の噂うわさ話ばなしなど、週刊誌の広告で目にする程度のことしか知らない。直哉には業界に詳しい知り合いは少ないし、そもそもそういったゴシップ話にあまり興味がないのだ。

　しかし、いまからオーディションを受ける映画の監督の話となると、ついつい聞き耳を立ててしまう。

「何云ってんだ。芸能界じゃ何でもありじゃねーか。つーか、両刀って話だし、食われるのは俺らのほうかもしれないだろ」

「怖こわいこと云うなよ……」

「どうする？　交こう換かん条件に要求されたりしたら───」

「絶対無理！」

　下世話な話で盛り上がっている中、一人が真顔で云い出した。

「……俺、一回くらいなら我が慢まんするかも」

「マジで!?」

「だって上杉映画の主役クラスだぞ。役取れたら、確実に仕事増えるだろ」

「確かに……」

　黙だまり込んだ彼らの空気を破ったのは、やはりさっきの斎木だった。

「でもさあ、主役が大島希美なら、絶対に裏で山手プロが絡からんでるよな。今日のオーディションだって出来レースなんじゃね？」

「まさか。こんなに人集めておいてそれはないだろう」

「どうかわかんねーじゃん。ほら、あいつ、山手プロじゃなかったっけ？」

　声を潜ひそめて視線を投げた先には、最近露ろ出しゆつが増えてきた岡おか野の新あらたという役者がいた。

　一応は本人に聞こえないように話しているつもりなのだろうが、近くにいる直哉にはばっちり聞こえている。

（き…気まずい……）

　岡野新は、若狭と同じように子役出身の俳優だ。

　小さい頃ころは若狭と同じ劇団に所属し、舞ぶ台たいにばかり出ていたようだが、山手プロダクションに移い籍せきをしてからは活かつ躍やくの場をテレビに移している。身長はあまり高くないようだが、顔の小ささと手足の長さから画面映ばえするのだ。

　ややキツめの顔立ちをしているけれど、人ひと懐なつこい笑みで女性ファンを多く増やしている。しかし、彼の発した言葉は辛しん辣らつだった。

「いまから落ちたときの云い訳？」

　岡野は自分への揶や揄ゆを聞こえなかったふりで流す気はないらしく、つかつかと斎木に歩み寄ってそう云い放つ。

「……ッ」

「出来レースだって思ってれば、落ちたってプライド傷つかないしね。まあ、どっちにしろ君程度の演技力じゃ受かるとも思えないけど」

「なっ……もう一いつ遍ぺん云いってみろ！」

「本当にもう一回云って欲しいわけ？　図星を指されたんじゃなきゃ、そんなに怒おこる必要ないよね」

「てめえ……っ」

「おい、斎木！　やめとけよ、いまのはお前も悪いだろ。こんなところで揉もめてるのがバレたら、事務所にまた怒られるぞ」

「……くそっ」

　隣の男が熱いきり立った斎木を宥なだめ、座り直させる。岡野のほうも斎木が反論をやめたため、それ以上、追い詰めるようなことはしなかった。

　傍ぼう観かん者として揉め事が収まったことにほっとしていたら、何故なぜか岡野は直哉の隣に腰こしを下ろしてきた。

「ぼけっとしてるけど、ずいぶん余よ裕ゆうなんだね」

「いえ、そういうわけじゃないですけど……」

　緊きん張ちようはしているのだが、あまりそれが顔に出ないだけだ。むしろ、急に声をかけられたことに動どう揺ようしている。

　あまり芸能関係の裏事情に興味のない直哉でも、山手プロダクションの力が強いことくらいは知っている。余裕があるのは、むしろ岡野のほうだろう。

　しかし、何故なぜ直哉に声をかけてきたのだろうか。一方的には顔を知っているけれど、決して顔見知りではない。

「見たことない顔だけど、どこの事務所？」

「劇団ストリームスです。今日はウチの若狭の代理で来たんです」

「ストリームスって五十嵐さんのとこだよね？　若狭って若狭颯真？　何かあったの？」

「ドラマの撮さつ影えいで怪け我がをしてしまって」

　まだ公式には発表していないけれど、どこかからは漏もれる話だ。隠かくしても仕方ない。

「怪我って大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「骨折だけだから大したことはないって云いってました。でも、しばらくは安静にしていないといけないそうなので……」

　直哉の言葉に、岡野は安あん堵どしたように見えた。以前に若狭から聞いた限りでは仲がいいわけではないらしいが、旧知の間あいだ柄がらとしては心配にもなるのだろう。

「あいつ、悪運だけは強いもんな。まあ、大したことないならよかったよ。けど、納なつ得とくした。代理ってことは、事務所的にオーディションの枠わくに穴を開けたくなくて来させられたわけだ。初めから受かる気がなければ気楽なもんだよな」

　自分でも受かる確率がゼロに近いくらいに低いことはわかっているけれど、小こ馬ば鹿かにしたように云われるとムッとする。

「代理ですけど、俺もこの役がやりたいと思ってここに来ました。そんないい加減な気持ちでは臨のぞんでません」

「へえ、じゃあこの役取れると思ってるんだ？　この中にいるやつらより、自分が一番上手うまくできる自信があるってことだよな」

「上手くできるかどうかは自分には判断できません。でも、全力を尽つくすつもりです」

「がんばることに意義があるって？　そんなの学校でしか通用しねーだろ。全力を尽くしたところで、実力がなきゃどうしようもない」

「実力がないなんて、どうしてわかるんですか？　あなたにそんなこと云われる筋合いはありません！」

　揶揄の言葉にカッとなり、つい本気で云い返してしまった。

「へえ、見た目によらず、けっこう気が強いんだな。少し声を落としたほうがいいよ。みんな見てる」

「……っ！」

　ヒートアップしていたのを指し摘てきされ、はたと我に返る。気がつくと、控ひかえ室は静まり返っており、皆みなが自分と岡野のやりとりを注視していた。

（やられた……）

　にやにやと笑う岡野の顔に、自分が彼の手の平の上で躍おどらされていたことに気づく。オーディションに備えて緊張しないよう気を紛まぎらわせていたのに全部台なしだ。

　周囲からはライバル心剝むき出しの視線や、嘲あざけるような囁ささやきもあっていたたまれない気持ちになったけれど、こんなことで挫くじけてはダメだと自分を叱しつ咤たする。

「まあ、せいぜいがんばりなよ」

　岡野が直哉を見下すような態度を取っているのは、さっき誰だれかが噂うわさをしていたように出来レースですでに役者が決まっているからかもしれない。

　岡野の云うことは尤もつともだ。どんなに頑がん張ばって苦労したって、実力や適性、運がなければこの業界では仕事にありつけない。

　悔くやしさに歯は嚙がみしていると、さっきと同じスタッフが控え室に入ってきた。

「お待たせしました。上杉監かん督とくが見えたので、これからオーディションを始めたいと思います。一人ずつ名前を呼んでいきますので、名前を呼ばれたら別室へ行って下さい。そこで面談をさせていただきます。───えー、では、弓削直哉さん」

「え、俺!?」

　一番初めに名前を呼ばれるとは、思ってもみなかった。油断していたせいで、緊きん張ちよう感かんが一気に膨ふくれ上がった。

「荷物を持って、彼のあとについていって下さい」

「は、はい」

　慌あわてて手にしていた原作本をカバンの中にしまい、ガタンと椅い子すを鳴らして立ち上がった。もう一人のスタッフのあとを追うように、控え室をあとにする。

　心臓の鼓こ動どうがどんどん速まり、手の平が汗あせばんでくる。からからになった喉のどを潤うるおそうと唾つばを飲み込むけれど、唇くちびるまで乾かわききっていて上手くいかない。

　そうこうしているうちに、舞台の袖そでに到とう着ちやくした。ライトアップされたあの場所が、立ち位置なのだろう。

「あそこに立って待っていて下さい。監かん督とくたちがすぐに来ますから」

「……わかりました」

　強こわ張ばる手足を動かし、舞台の真ん中に進む。劇団の公演で、真ん中に立ったことは一度もない。緊張しすぎて、気持ち悪くなってきた。しかし、こうした状じよう況きように慣れなければ、いつまで経たってもいい役はもらえない。

　誰もいない客席を見み渡わたし、深呼吸をする。監督もプロデューサーも観客の一人だと思って、演じればいい。殊こと更さら意識してしまうから、いつも実力を発揮できないのだ。

　人という字を手の平に書いて飲み込んでみる。有名なおまじないなのだから、幾いく分ぶんは効果があるはずだ。

「ずいぶん緊張してんなあ」

「……っ」

　笑い混じりの声に顔を上げると、客席のドアから審しん査さ員たちが入ってきたところだった。自分にライトが当たっているせいで、彼らの顔があまりよく見えない。

「待たせて悪かったね」

「いえ、大だい丈じよう───」

　大丈夫ですと云おうとした直哉は、最前列に並んで腰こしかけた関係者の中の一人に、思わず目を瞠みはった。

　真ん中の席で穏おだやかな笑えみを浮うかべているのは、間ま違ちがいなくあの夜に出で逢あった男だ。

（何で、こんなところに───）

　そう疑問に思いかけ、一昨日おとといの夜に出逢った男の名前も『上杉』だったことを思い出す。

　監督の名前を聞いたとき、まさか同一人物ではないだろうと思ったけれど、そのまさかだったとは。信じがたい事実に、冷や汗が出る。　>>>♥

「名前と所属をどうぞ？」

「……っ、は、はい」

　混乱しかけていた直哉は、そう声をかけられて我に返った。

　上杉の二つ隣となりに座った人物が進行役のようだ。他ほかのメンバーの名前や肩かた書がきも説明されたけれど、ちっとも頭に入ってこなかった。

　これはもうどう考えても受かるとは思えない。自分が監督の立場だったら、行きずりで関係した相手と仕事を一いつ緒しよにしたくはない。

　しかし、ここで動揺を見せるわけにはいかなかった。どんな事情があったとしても、オーディションはオーディションだ。

　直哉は何とか気を取り直し、ポーカーフェイスを貫つらぬき頭を下げる。

「劇団ストリームスの弓削直哉です。よろしくお願いします」

「監督の上杉です。今日はよろしく」

　緊きん張ちように足が震ふるえそうになっている直哉に対し、上杉は涼すずしい顔をしている。

　直哉のことを覚えていないのか、それとも、わかっていて素知らぬふりをしているのか。直哉には、彼が何を考えているのか、ちっともわからなかった。

　だが、むしろいまはそのほうがありがたい。思わせぶりな態度など取られたら、この場から走って逃にげるしかなくなる。

「君は若狭くんの代理で来た子だよね？　どういう気持ちで今日来たのか、正直に教えてくれる？」

　上杉はいきなり直球で訊きいてきた。正直に、なんて云われなくても、取り繕つくろうつもりはない。直哉は背筋を伸のばし、偽いつわらざる自分の気持ちを告げた。

「突とつ然ぜんのことで戸と惑まどいましたが、チャンスだと思いました。それと同時に、若狭の代理として恥はずかしくない振ふる舞まいをしなければとプレッシャーも感じました。原作を昨日読ませていただきましたが、その上でぜひ演じてみたい役やく柄がらだと───」

「原作読んで泣いちゃった？」

「なっ……泣いてません！」

　図星を指され、反射的に否定してしまう。そんな直哉に、上杉は意地の悪い質問を投げかけてくる。

「本当に？　ちょっと目が赤いみたいだけど、どうしたの？」

「……っ、これは……少し、寝ね不ぶ足そくなだけです」

　誰のせいで寝不足になったんだと上杉に恨うらみがましい目を向けたくなったけれど、相手は『監督』だ。

「ふぅん？　まあいいや。ところで、俺の映画って見たことある？　一応、そこそこの賞をもらったりしてるんだけど」

　上杉の問いの真意が見えてこない。オーディションとしての純じゆん粋すいな問いかけなのか、それとも、本当に自分の正体に気づいていなかったのかという確かく認にんなのかわからない。

　判断がつかなかったため、本当のことを口にする。

「勉強不足で申し訳ないのですが、監督の作品も昨日初めてきちんと見せていただきました」

「そっか、見たことなかったんだ？　なるほどね。で、見てどうだった？」

「正直、ストーリーは僕には難しくて理解が及およばないところもあったのですが、画面の美しさに引き込まれて、気がついたら朝になっていました。できることなら、あのスクリーンの中で演じてみたいと思いました」

　失礼かと思ったが、素す直なおに感想を伝えた。上杉にお世辞を云いったところで、取り繕った言葉はすぐに見み抜ぬかれてしまうに違ちがいない。

「作った本人によくわからなかったって云っちゃうんだ？」

　上杉は楽しそうに笑った。

「す、すみません」

「別に責めてるわけじゃないよ。ヘンにおべんちゃら云われるより、そのほうが全然嬉うれしいし。つーか、話は俺もよくわかってないところもあるんだよな」

「え？」

「何となく、そういう画えが撮とりたかったから撮っただけなのに、評論家には小難しい解かい釈しやくとかつけられちゃってさ。ほら、よく俳句とかで裏の意味を解説したりしてるじゃん。あれって作者はそこまで深いこと考えてないと思わない？」

「はあ……」

　オーディションというよりは、ただの世間話だ。好き勝手にぼやく上杉に、横にいるプロデューサーが怖こわい顔で睨にらんでいる。

「そういう余計なことは云わないで下さい」

「ごめんごめん、でも本当のことだしさ。でも、まあ、勝手に深読みしてくれるのはありがたいけどね。すごい芸術作品っぽくなってさ」

「上杉さん！」

　窘たしなめるように名前を呼ばれた上杉は、イタズラが見つかった子供のように肩かたを竦すくめ、ちらりと舌を覗のぞかせた。

「わかった、わかりました。もう黙だまっておきます。───じゃあ、俺からは最後にもう一つだけ。控ひかえ室に他ほかの参加者がたくさんいたと思うけど、君は誰だれが一番この役に合ってると思った？」

「それは───実績のある役者さんばかりでしたので僕には判断できませんが、自分がやれたらとは思ってます」

　自分よりも実績も実力もある役者がたくさんいた。けれど、人の名前を挙げるようでは、役者をしている意味がない。

「自分が一番役に合ってるってこと？」

「そうであればいいと思ってます」

　上杉の目を見て、はっきりと告げる。

「そっか。わかった。俺からはもういいや。あとお願いします」

　見つめ返してくる上杉の眼まな差ざしにドキリとする。あの夜のおののきが蘇よみがえってきそうになるのを、直哉は必死に理性で抑おさえ込んだ。










　空が薄うす紫むらさき色に染まりつつある中、直哉は劇団の事務所の近くにある小さな公園でため息をついていた。

「はあ……」

　オーディションでは、上杉からの質問のあとは、役柄についての意見を求められたり、その場で短いシーンの台本を渡わたされ、演技をさせられた。

　しかし、台本を読み込む時間は二、三分しかなかったため、普ふ段だんどおりには上手うまくいかなかった。台詞せりふは何度もとちってしまい、動きもぎこちなくなってしまった。

　演技に入る前に原作に対する熱い想おもいを語ったぶん、芝しば居いの出来の悪さが一層際きわ立だってしまったような気がする。

　直哉は即そつ興きようで何かをやれと云われると弱い。

　役に入り込んでいれば、どんな振ふりをされてもその人物になりきって動けるのだが、突然、題目を与あたえられてその場で演じるのが苦手なのだ。

　何度かやり直させてはもらったのだが、いっぱいいっぱいになっているうちに終わってしまい、こうして事務所に戻もどる前に一人反省会を開いているというわけだ。

「どうして俺って、いつもテンパっちゃうんだろう……」

　張り切れば張り切るほど、空回りしてしまう。

　こうしたオーディションで普段どおりの演技ができた試ためしは一度もない。とくに変わったことをやらされたわけではないのに、あの体ていたらくではどんな役も回ってこないだろう。

（それにしても、意外とけっこう普ふ通つうのオーディションだったよな……）

　何をさせられても動じないようにしようと覚かく悟ごして臨のぞんだけれど、その内容は至ってシンプルだった。結局、一番驚おどろかされたのは『上杉』の正体に、だ。

　合わす顔がないからと寝ねている間に逃げてきたのに、あんなふうに対面する羽目になるなんて、神様が本当にいるとしたら意地が悪すぎる。

　ただでさえ緊張しやすい質たちなのに、違う意味でも意識させられて、演技がぎこちなくなってしまった。

「……って、悪いのは俺の実力不足だよな……」

　驚かされたことと、自分を上手くアピールできなかったことは別問題だ。責任転てん嫁かするのはよくない。本当に実力のある役者なら、どんな状じよう況きようだって自分の演技ができるはずだ。自分はまだまだ修しゆ業ぎようが足りない。

（俺が監かん督とくなら絶対に外すだろうけど）

　飲み歩いている最中に引っかけた酔よっ払ぱらいを敢あえて採用するわけがない。今回は縁えんがなかったのだ、きっと。

「よし、そろそろ戻るか」

　ため息を封ふうじ、ベンチから勢いよく立ち上がった。

　いつまでもうじうじと悩なやんでいても仕方がない。落ち込んでいる暇ひまがあるなら、少しでも多く稽けい古こをすべきだ。気持ちを切り換え、オーディションの事後報告をするために、事務所へと足を向けた。

　事務所の入っているビルの階段を上ると、奥の稽古場から発声練習をしている声が聞こえてくる。あとで自分も練習に加わろうと思いながら、事務所のドアをノックした。

「失礼します」

「あ、弓削くんおかえり。お疲つかれさま」

　事務所に顔を出すと、パソコンに向かっていた近藤が笑え顔がおで振ふり返った。五十嵐の姿がないことにほっと胸を撫なで下ろす。

「お疲れさまです。……今日は五十嵐さんは仕事でしたっけ？」

「うん、次のドラマの衣装合わせに行ってる。でも、もうそろそろ戻ってくるんじゃないかな。弓削くんはオーディションどうだった？」

　近藤の質問に、落ち込みを悟さとられないよう苦笑いでごまかす。

「そうですね、精せい一いつ杯ぱいやりましたけど、多分、ダメだったと思います。やっぱりすごく緊きん張ちようしちゃって」

「ダメかどうかはまだわからないじゃない。結果が出る前から落ち込んでどうするのよ。どんなオーディションだったの？」

「けっこう普通でしたよ？　いくつか質問されたあとに短い台本を渡されて、その場で演じてきただけです。変わったことさせられるらしいって話してる人もいたから覚悟してたんですけど、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしました」

　上杉からの質問に戸と惑まどいはしたけれど、一いつ般ぱん的なオーディションから逸いつ脱だつしたものではなかった。だからこそ、満足のいく演技が見せられなかったことに後こう悔かいしているのだ。

「あら、意外に普通だったのね。でも、それで何がダメだって思ったの？　そういう反応だったってこと？」

「かなりとちっちゃって。演技もぎこちなかったし、もっと緊張しないようにしないとダメですね」

「そっかあ……。公演だと全然平気なのにね。弓削くんは人見知りなところがあるから、そのせいなのかなあ」

「そうかもしれないです。ああやって、じっと見られてるとどうしていいかわからなくなっちゃうんですよね」

　元々は注目されるのが、苦手な子供だった。劇団に入ると告げたとき、両親は本気で驚いていたくらいだ。

　そんな性格のくせに舞ぶ台たいでたくさんの観客に見られることが平気なのは、『自分』を見られているわけじゃないからかもしれない。彼らが目にしているのは、直哉が演じている役やく柄がらだ。直哉自身の言動を注視しているわけじゃない。

「もったいないなぁ、私なら絶対弓削くんにするのに。あ、でも、ナツ役に落ちても、他ほかの役が来るかもしれないじゃない。たしか、原作には他にも男の子が出てきてたはずだし」

「ちょい役でも、引っかかってくれるといいんですけどね。何にせよ、勉強になりました」

　本当に色んな意味で、経験になった。この先、何があったとしても、今日以上に驚くことはないだろう。

（これでもう、二度と会うことはないだろうな……）

　今後、上杉の作品のオーディションを受ける機会が持てたとしても、自分だけは選ばれないはずだ。お互たがいに接点を持たないほうがいいに決まっている。

「ねえねえ、上杉監かん督とくってどんな感じの人だった？」

「えっ、ど、どんなって？」

　不意の問いかけにぎくりとして、声が上うわ擦ずってしまった。別に近藤の質問に他意はないのだろうが、後ろめたさのせいで動どう揺ようしてしまう。

「前に映画のパンフレットで見たけど、かなりのいい男じゃない。手が早いっていう噂うわさもあるし、野次馬的な興味よ」

「あ、ああ、そうですね……確かにすごいカッコよかったです。あの、監督のそういう評判って有名なんですか？」

　余計なことを云いわないよう、質問で返す。もうすでに一度関係しているとは、口が裂さけても云えない。

「そうねえ、よく聞くけど、本当かどうかまではわかんないなあ。火のないところに煙けむりの立つ業界だしね」

　その手の噂は、他の役者たちも話していたが、近藤も耳にしているとなると、相当有名な話なのだろう。あの夜は誠実そうに感じたけれど、あの容姿や語り口のせいで軽けい薄はくそうに思われるかもしれない。ゴシップ的な興味を引きやすいタイプではあると思う。

（まあ、手は早い、かな……）

　押し倒たおしたのは直哉でも、実質的にリードしていたのは上杉だ。未経験だった自分には、あれ以上のことはできなかった。

　酔った勢いで関係を持ってしまったけれど、オーディション会場の控ひかえ室で聞いた噂うわさ話ばなしのように不誠実な人間だとは感じなかった。むしろ、優やさしすぎるくらいだった。

　直哉のような酔っ払いの相手を真ま面じ目めにしてくれるような人だから、強く迫せまられたら断れないところがあるのではないだろうか。呼吸するのと同じくらい自然に気き障ざな言葉を口にしていたから、勘かん違ちがいする人も多いはずだ。

　そんなふうに上杉の噂の理由を考えていたら、事務所のドアがいきなり開いた。

「ただいま。お、直哉も来てたのか」

　入ってきたのは五十嵐だった。いつもと同じ人ひと懐なつこい笑みを向けられ、つい狼狽うろたえる。

「お、おかえりなさい」

　やはり、少しだけ顔が引き攣つってしまったが、五十嵐がそれに気づくことはなかった。

　横から近藤の呆あきれた声が聞こえてくる。

「ちょっと、その頭で電車乗ってきたの？」

「うん？　そうだけど」

　五十嵐は衣装合わせで髪かみも弄いじられたのか、後ろに撫でつけるようにセットされていた。カジュアルな格好とはちぐはぐだけれど、本人はとくに気にした様子はない。

「ジーンズにオールバックってどうなのよ。一応は芸能人なんだから、人目を気にしてって云ってるじゃない」

「誰だれも気にしてねーよ。そんなことより、直哉、オーディションどうだった？」

「緊張しちゃって、まともな芝しば居いもできませんでした。せっかく、推おしてもらったのに期待に応こたえられなくてすみません」

　苦笑いでごまかすと、五十嵐にも叱しつ咤たされた。

「まだ結果は出てないんだろ？　いまからダメだったなんて云ってどうする！」

「す、すみません」

「だいたい、そういう後ろ向きなところがお前の悪いところだ。俺は、直哉には才能があると思ってる。まずは自分の才能をもっと信じるところから───」

　五十嵐の説教が始まってしまった。直哉や他の劇団員が後ろ向きな発言をすると、決まって彼から檄げきが飛ぶ。誰よりも芝居に熱いぶん、後こう輩はいが下を向いて足あし踏ぶみをしている状態がもどかしいのだろう。

　長い説教を覚かく悟ごしていたら、事務所の電話が鳴った。すぐに近藤が受話器を取り上げたため、一いつ旦たんお説教は休止となった。

「はい、劇団ストリームスです。───あ、はい、お世話になっております。はい……えっ、もう、結果が出たんですか？」

　受け答えの言葉を聞く限り、所属する団員の受けたオーディションの結果通知のようだ。元気よく応対していた近藤だったけれど、だんだんとその声こわ音ねに戸惑いが混じってきた。

（いったい、どこからなんだ？）

　普ふ段だん、はきはきとしている近藤が狼狽えるなんて珍めずらしい。

「あ、はい、はい……あの、すみません、もう一度云ってもらえますか？」

　舞まい上がった様子で言葉を交かわしていると思ったら、電話を切ると同時にこちらを振り返った。

「弓削くんになったって！」

「何の話ですか？」

　主語がないため、何のことを云っているのかわからない。五十嵐の伝つてでドラマのエキストラに毛が生えたような端は役やくを回してもらえることがあるけれど、その話だろうか。

「何云ってるの、今日のオーディションよ！　青年役は弓削くんに決まったって！」

「え、今日のって…───」

　まさか、自分が受かるとは思ってもいなかったので、つい間ま抜ぬけな声を上げてしまう。さっき受けてきたオーディションの結果が、今日のうちに出るなんてことがあるのだろうか。

「二次選考もする予定だったけど、弓削くん以上にイメージに合う役者はいないだろうからって。正式な書面は後日送られてくるって云ってた」

「すごいな！　おい、もしかして初めての主役か!?」

　五十嵐はさっきまで説教をしていたことなど忘れて、自分のことのように喜びの声を上げた。興奮のあまり、ばしばしと直哉の背中を叩たたいてくるけれど、直哉は状じよう況きようが吞のみ込めないでいた。

「ほ、本当に……？」

　嬉うれしいというよりも戸惑いが先に立ち、頭の中が混乱している。あんなみっともない芝居を見せてしまったのに、どうして自分が合格できたのだろう。

（もしかして───いや、でも、私情で選ぶなんてことしないよな……）

　監かん督とくが同情心や後ろめたさから選ぶとは思えない。あんな素す晴ばらしい作品を撮とる人が、公私混同をするはずがない。

　一つ考えられるとしたら、失しつ恋れんしたばかりの直哉ならリアルに『恋れん愛あい』を演じられると思っての採用だ。そういう理由なら、まだ納なつ得とくがいく。

「お祝いしないと！」

「そんな、いいですよ」

「こういうときに祝わないでいつ祝うんだ。店はほてい屋でいいよな？　今日は俺の奢おごりだ、好きなだけ飲め！」

「そうだ、他の子たちにも声かけてくるわね。まだ、何人か残ってたはずだから」

　手放しでは喜べない直哉をよそに、話をどんどん進めてしまう。

「ちょ、沙羽さん!?　あの、あんまり大おお事ごとにしないでいいですから…っ」

「何云ってるのよ、これが大事じゃないわけないじゃない！　ちょっと待って……あら、お客様？」

　事務所を飛び出した近藤は、廊ろう下かで誰かと鉢はち合あわせたようだ。こちらからは磨すりガラス越ごしにシルエットしか見えない。

「お取り込み中ですか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですけど……あの、私、あなたとお会いしたことありませんでしたっけ？　どこかで見たような……」

「いいえ、初対面だと思いますよ。あなたみたいな綺き麗れいな方に会ってたら、忘れていないはずですから」

　ドアの向こうから聞こえてくる覚えのある声に、嫌いやな予感がする。気障な物云いも直哉の不安を煽あおった。

（いや、まさか……）

　ある人間の顔が思い浮うかんだけれど、そんなバカなと否定する。わざわざ『彼』が、この事務所を訪ねてくる理由がない。そのはずだ。

「やだ、すみません、ヘンなこと云っちゃって。あの、それでどういったご用件ですか？」

「実はちょっと教えてもらいたいことがありまして───」

　違ちがうはずだと思いたかったけれど、直哉はガラスの向こうの人物の正体を確信した。澱よどみない語り口とこの声は、どう考えても上杉だ。

（何でこんなところに───）

　オーディションのときと同じ疑問を抱いだく。しかし、用がある相手は自分以外には考えられない。けれど、映画の件で来たのか、プライベートで来たのかまではわからない。

　しかし、映画の関係で連れん絡らく事じ項こうがあるなら、さっきの電話で伝えられるはずだ。つまり、個人的な話をしに来たという結論に至ってしまう。

　どういうつもりで、上杉は自分に会いに来たのだろうか。

　口止めのためだとしたら、無む駄だ足あしもいいところだ。心配しなくとも、一昨日おとといのことは誰にも云いうつもりはない。どちらかと云えば、口止めをしなければいけないのは直哉のほうだ。

　隠かくれるところがないかと事務所の中を見回すけれど、どこにもそんなスペースはない。いっそ、自ら顔を出し、彼を外へ連れ出すべきか。

「どうしたんだ、直哉？」

　いきなり挙動不ふ審しんになった直哉に、五十嵐が訝いぶかしげな顔をする。

「い、いえ、別に」

「トイレに行きたいなら行ってくりゃいいだろ」

「そういうわけじゃなくて」

　上手うまい云い訳も思いつかず、逃にげ場を見つけることもできない。近藤が事務所のドアを開けて声をかけてきた。

「ちょっといい？　弓削くんに会いに来たって方がいるんだけど」

「あ、は、はい」

　この状況で嫌だとは云えない。五十嵐たちの前で、どんな対応を取ればいいのだろう。

「あ、どうぞ」

　近藤がドアを開けた瞬しゆん間かん、直哉よりも先に五十嵐が驚おどろきの声を上げた。

「え、上杉浩市…!?」

「上杉って……映画監督の!?」

　近藤も目を瞠みはって上杉の顔を凝ぎよう視ししている。写真では見たことがあると云っていたけれど、咄とつ嗟さに本人と結びつかなかったのだろう。

「ああ、すみません、申もうし遅おくれました。上杉浩市と申します。───よかった、すれ違わなくて。君の連れん絡らく先さきを聞きそびれてたから、教えてもらいに来たんだ」

「上杉さん……」

　上杉はサングラスを外し、直哉に笑え顔がおを向けてくる。彼に何と返すべきかよりも、隣となりにいる五十嵐と近藤の反応のほうが気にかかった。

　ただオーディションを受けただけなら、戸と惑まどうだけですんだけれど、上杉とは人には云えない関係でもある。直哉の代わりに、五十嵐が口を開いた。

「そのために、監督がわざわざいらしたんですか？」

「人に頼たのむより、自分で動いたほうが楽なんですよ。やっぱり、直じかに話さないときちんと伝わらないこともありますしね」

「話？　映画についてですか？」

「ええ、まあ、色々と」

「……っ」

　思わせぶりな眼まな差ざしを向けられ、カッと頰ほおが熱くなる。こっそりと恨うらみがましい目を上杉に向けると、にこりと笑みが返ってきて脱だつ力りよくさせられた。

「彼はとくに重要な役なので、自分の考えをきちんと伝えておきたいんです。その上で、あの役を引き受けてもらえればと思いまして」

「へえ、ずいぶん慎しん重ちようなんですね」

　五十嵐は訝しげな顔をしつつも、上杉の云っていることを疑う様子はない。

「撮さつ影えいに入る前に、できるだけの齟そ齬ごを減らしておきたいんですよ。……というわけで、これから時間あるかな？」

「これからですか!?」

「うん、こちらの都合で悪いけど、明日からしばらく時間が取れないんだ。けど、先約が入ってるなら断ってくれてかまわない」

　上杉は無む理り強じいをするつもりはないようだが、ここで彼を帰したら、あとで気になって仕方がなくなるに決まっている。懸けん案あん事じ項こうは早めに片づけておくに限る。

「……わかりました」

　逡しゆん巡じゆんの末、直哉は上杉の誘さそいに頷うなずいた。上杉の云う『話』とやらも気になるし、あんな形で再会してしまった以上、一度きちんと話をしておかなくてはならない。

（合格の理由も訊きかないと……）

　役に選んでもらえたのはありがたいけれど、疑問を持ったままでは演技に集中できそうにない。

「あの、五十嵐さん、沙羽さん、すみません。食事はまた今度誘って下さい」

「それはいいけど……弓削くん、ちょっといい？」

　それまで黙だまっていた近藤に手招きされ、廊下に連れ出される。そして、心配そうに小声で訊たずねられた。

「大丈夫なの？　彼に狙ねらわれてるわけじゃないよね？」

　直哉は思わずぎくりとし、顔が引き攣つりそうになった。

　近藤は真ま面じ目めに心配してくれているようだ。あんな噂うわさ話ばなしをしたあとでは、不安になってもおかしくはない。狙われているも何も、すでに関係があるなんて思いもしないだろう。

「何云ってるんですか、大丈夫ですよ。映画の話って云ってますし、もし、評判どおりの人でも俺なんかに手を出すほど困ってないでしょうから」

「でも……」

「俺だって男ですよ？　いざとなったら、殴なぐって逃げてきますって」

　近藤を安心させるために、拳こぶしを握にぎって見せる。隠しごとをしている後ろめたさを押し殺し、笑みを向けた。










「この車って、上杉さんのですか？」

「そうだけど？　似合わないってよく云われる」

　ハードロッカーのような派手な格好をしているくせに、上杉の愛車は国産のハイブリッドカーだった。車は南へ向かっているようだが、目的地は教えてもらえていなかった。

「別にタメ口でいいよ。一昨日みたいに」

「無理ですよ！」

　自分は駆かけ出しの役者で、相手は超ちよう有名な映画監かん督とくだ。一度関係したからと云って、砕くだけた態度など取れるわけがない。あの夜が特別だったのだ。

　面めん食くらったままの五十嵐たちを残し、直哉は上杉に連れ去られることになった。近藤は最後まで気を揉もんでいたから、あとで電話を入れておいたほうがいいかもしれない。

「さっきの彼女は、俺が君を取って食わないか心配してたのかな？」

「ええ、まあ……」

「気持ちはわかるけど、いまさら心配しても遅おそいのにね」

「……っ、あの人たちには絶対に云わないで下さい！」

　上杉の揶や揄ゆ混じりの言葉に、反射的に声を荒あららげてしまった。彼の肩かた書がきはわかっているけれど、映画の仕事が得られなくなるとしても一昨日のことを五十嵐たちに知られたくはない。

「わかってるって、自分から波風を立てるような真似まねはしないから安心していいよ」

「す、すみません」

　ムキになってしまった自分を反省する。上杉だって、いい大人なのだ。お互たがいのマイナスになるようなことを云いふらすはずがない。

（そうだ、俺も訊いておかないと）

　直哉にも確かく認にんしておかなくてはならないことがある。この機会を逃のがしたら、二度と訊けなくなってしまう。失礼な質問だとわかっていたから、直哉は躊躇ためらいがちに切り出した。

「あの、一つ訊いてもいいですか？」

「いいよ、いくつでもどうぞ」

「オーディションのことなんですけど……」

　不純な理由が混じっていたなら、作品に対して申し訳ない。そんな想おもいからの問いかけだったけれど、上杉には直哉の疑念などお見通しだったようだ。

「もしかして、君の選考には俺の手心が加わってるとでも思ってる？」

「……ッ」

　全すべて云い切る前に逆に問われ、言葉を詰つまらせる。

「別に君に手を出した後ろめたさで役に選んだわけじゃない。立場を利用してつけ入ろうとも思ってないよ。むしろ、贔屓ひいき目めが入らないようにはしたけどね」

「でも、俺、オーディションで失敗したのに……」

「たしかに、あの演技はダメだったな。あんなにがっちがちに緊きん張ちようしてるやつを見るのも久々だった」

「……う……」

　ばっさりと切られ、項うな垂だれる。自分でわかっていても、こうもはっきり云いわれると落ち込むしかない。

「けど、あんな失敗なんて誰だれだってするだろ。正直、いまの時点での演技力はどうでもいいんだ。演技なんて、いくらでも上手うまくなる。むしろ、俺としてはヘンに癖くせのついてない役者のほうがありがたい」

「つまり、下手へたなほうがよかったってことですか？」

「そうじゃなくて、スタイルが決まってないことが重要だったってこと。例えば、五十嵐さんならすでに硬こう派はなイメージがついてるだろう？　彼が軟なん派ぱな遊び人をやるのはイメージじゃない。そういう役者を使いたい場合もあるけど、あの役にはまっさらな役者がよかったんだ。俺の云ってることわかる？」

「なんとなく……」

　丁てい寧ねいに説明され、上杉の求めていたものが少しだけわかってきた。よくも悪くも、直哉の未熟な部分が彼のニーズに合っていたのだろう。

「まあ、あの面談と演技審しん査さはほとんどおまけみたいなものだったから、『失敗した』ってあんまり気にしないでいいよ」

「おまけってどういうことですか？」

「誰にも云うなよ？　気づいてなかったと思うけど、実は控ひかえ室に隠かくしカメラ仕込んでおいたんだよね」

「ええっ!?」

　カメラが回っていたなんて、全然気づかなかった。あの控え室にいた誰もが見られているなどとは思ってもいなかっただろう。

「役者の素すの状態が見たくてさ。俺が撮とると、どうしても撮られる人間の中身が滲にじみ出てしまう。弱さとか、ずるさとか、普ふ段だんは隠している本質が画えに出るんだ。役者の新しい顔を引き出すのが上手い監督もいるけど、俺はそう器用なほうじゃないんでね」

「取り繕つくろってないときの顔が知りたかったってことですか？」

「うん、そんなとこ。スタッフに、監督が遅ち刻こくしてますって云われただろ？」

「はい、いつ来るかわからないって……」

「ああやって理り不ふ尽じんに待たされたりすると腹が立つだろう？　人間、怒おこると本質が出てくるからな」

「つまり、遅刻したって云うのは───」

「噓うそだったんだ。ごめんな。ぶっちゃけて云うと、俺の悪口云うような性格悪いやつは省きたかったわけ。俺の前では猫ねこを被かぶるだろうからな。あんな純じゆん粋すい培ばい養ようの青年の役を、陰かげ口ぐち叩たたくようなやつにやって欲しくないじゃないか」

「…………」

　何と返すべきかわからず黙り込んでしまう。すでにあの控え室の段階でオーディションが始まっていたのかと思うと、いまさら怖こわくなる。

（けっこう、酷ひどい話もしてたよな……）

　他ほかの役者たちは上杉のよくない噂うわさを興味本位に話していた。

　本人はあれをどんな気持ちで聞いていたのだろうか。有名税として慣れているのかもしれないが、気持ちのいいことではなかっただろう。

「ちなみに、外見のイメージに関しては、全員一いつ致ちで君だった」

「えっ、俺が!?」

「そんなに驚おどろくところか？　俺的にも直哉が一番原作のイメージどおりだったんだよな」

「でも、俺じゃ地味すぎるんじゃ……」

　あの場には、もっと綺き麗れいな顔をした役者がたくさんいた。それこそ、岡野新あたりが選ばれると思っていた。自分があの役をやれたらとは思っていたけれど、実際にそれが現実になるとなかなか信じられない。

「そんなことはない。君の場合、人に見られ慣れてないせいで地味に見えるだけだ。つまり、磨みがく前の原石ってこと。ただの石ころかダイアモンドか───俺は見分けるの上手いよ？」

　自信満々に云い切られると、その気になってしまいそうになる。

　上杉は相手が云われて喜ぶ言葉が何か、わかって云っている気がする。自分で器用じゃないと云っていたけれど、役者をコントロールするのは上手そうだ。

「あの中には、君より目鼻立ちの整った子もいた。けど、キャラクターのイメージって顔だけじゃないだろう？　内面から滲み出てくる雰ふん囲い気きとか、声の高さとか、喋しやべり方とか、そういうものが原作のイメージどおりだったんだ」

「イメージ……」

　近藤も原作のイメージに近いと云ってくれていた。上杉がここまで云ってくれているのだから、信じてもいいかもしれない。

「君の上がりっぷりに不安だっていうやつもいたけど、本番で実力を発揮できるタイプのはずだからって推おしたんだ。君なら、俺の理想どおりの画が撮れる。だけど、芝しば居いは君次し第だいだ。君の力で制作陣じんを認めさせる芝居をしてもらわなくちゃいけない」

「…………」

　上杉の言葉はとてつもなく重かった。けれど、ここで逃にげたら役者としての将来は開けない。

「どうする？　プレッシャーがキツいっていうなら、降りてくれてもいい。その場合は俺の気が変わったって云っておくから」

「やります。俺に、やらせて下さい」

　直哉は上杉の問いに即そく答とうした。ここまで推してもらっておいて、及および腰ごしになるなら役者など目指していない。

「よかった、君ならそう云ってくれると思ってた」

　安あん堵どの笑えみを浮うかべる上杉の横顔に、何故なぜかドキドキしてくる。オーディションのときの緊張とは違ちがう鼓こ動どうの高鳴りだ。

「上杉さんは、俺が一昨日おとといの……その、相手だって、いつわかったんですか？」

「控え室をモニターで見てて気づいた。岡野に云い返してただろ？　あの場で反論できる気の強さに興味を持って、よくよく見てみたんだ。そうしたら、俺を押し倒たおした子だってわかってびっくりした」

「それは忘れて下さい……」

　あの夜のことを云われると、恥はじ入るしかない。自分でも思い出したくないことを、目の前の男がその頭で思い返しているかと思ったら、全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出してきた。

「しかし、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらった顔ってああいうのを云うんだな。オーディション会場に俺がいて驚いた？」

「驚いたに決まってるじゃないですか！　心臓が止まるかと思いました……」

「あそこですぐに立て直せてたのは偉えらいよ。俺はしばらく挙動不ふ審しんになったもんな。逃げていった子が、自分から俺のところに来てくれるなんて夢かと思って、ベタに頰ほおを抓つねったくらいだ」

　上杉はくっくっと思い出し笑いをしている。しかし、これで納なつ得とくした。あのとき、上杉が直哉の顔を見て、落ち着いていられたのは前以もつて知っていたからだったのだ。

「実は屋台で会ったときから、イメージぴったりだとは思ってたんだ。でも、失しつ恋れんに泣いてる子に『ところで、映画に出てみない？』なんて云えないしね」

　上杉は一いつ旦たん言葉を切り、真ま面じ目めな顔で問いかけてくる。

「だけど、君はいまこうして俺の隣となりにいる。これって運命だと思わないか？」

　顔の角度に表情、それに声のトーンまで完かん璧ぺきなせいで本気か冗じよう談だんなのか区別がつかない。

「ただの偶ぐう然ぜんですよ」

「偶然も二度続けば何かの因果を感じてもおかしくないだろう。まあ、俺は君とあの夜出で逢あわなくても、今日、絶対に君を選んでたけどな。それは自信を持って云える」

「……っ」

　上杉の言葉が、胸にきた。役者として必要だと云ってもらえるのはやはり嬉うれしい。

「とにかく、君を選んだのは贔屓ひいきでも同情でもないから、心配しないように。ただ、この機会に乗じて口説こうとは思ってる」

「は？」

　信号で車が停とまる。上杉は目を瞬またたいた直哉のほうを見て、映画の台本のような甘い台詞せりふを告げてきた。

「もちろん、監かん督とくとしてじゃなく、一人の男として。どうせ泣くなら、俺のために泣いてもらいたいし」

「な、何云いって───」

　からかわれているのか、本気なのか、判断がつかない。

「俺も一つ確かく認にんしていい？」

「……何ですか？」

　警けい戒かいしながら問い返す。

「好きだった相手って、五十嵐眞嗣だろ？」

　自ら口にはしていない事実を指し摘てきされ、思わず息を吞のむ。どうして、わかったのだろうか───驚きのあまり上杉の横顔を凝ぎよう視しすると、彼は小さく笑った。

「何でわかったかって？　酔よっ払ぱらって管巻いてたとき、好きな男は頼たよりがいがあって、面めん倒どう見みがいい男前だって散々云ってただろ。覚えてない？　それに君の彼を見る目を見ればすぐわかる。隣にいたのが婚こん約やく者かな」

「…………」

「当たったみたいだな」

　人には知られたくない事実をずけずけと指摘されるのは、いい気がしない。直哉は不ふ機き嫌げんに云い返した。

「あの、話って何ですか？　俺の失恋相手を確認するためだけに来たわけじゃないですよね？」

「話がしたいのはおまけかな。君が普ふ通つうのデートがしてみたいって云ってたから、ドライブに連れてこうと思って迎むかえに来ただけだよ。覚えてないかな？」

「え……覚えてますけど……」

　あんな酔っ払いの戯たわ言ごとを叶かなえるために、オフを割さいてわざわざ来てくれたとは信じ難がたい。第一、そんなことをしてもらう意味がわからない。

　直哉が困こん惑わくしていると、上杉はその理由を教えてくれた。

「俺と恋れん愛あいするって云っただろ？」

「あ、あのときは酔ってたから…っ」

　まさか、あの言葉を本気にしたのだろうか。しかし、直哉が酔っ払っていたことは、誰だれよりも上杉が一番よく知っているはずだ。

「酔ってはいたけど、あのときの君は本気だっただろう？」

「それは───」

　上杉の言葉は否定できない。確かにあの瞬しゆん間かんは本物だった。けれど、あれは一夜の夢のようなものだ。

「あのときは本気でした。でもやっぱり、当分は恋愛なんてできそうにないです……」

　上杉と恋こいができれば、いまの辛つらい気持ちなんてすぐに忘れられるかもしれない。けれど、心の整理はそう簡単にはいかない。一時的には忘れられても、ふとしたきっかけに思い出してしまう。そんな気持ちでつき合うのは、上杉に対しても失礼だ。

「すぐに彼のことを忘れてくれとは云わない。少しずつ、俺のほうを向いてくれればいい」

「上杉さんは名のある監督だけど、俺はまだまだ駆かけ出しの役者です。俺があなたを利用するためにつき合うとは考えないんですか？」

「君はそんな器用なことができるタイプじゃないだろう？　利用する気があるなら、そんなこと訊きいてこないはずだ」

「…………」

　論破され、押し黙だまる。上杉は逆に訊いてきた。

「むしろ、俺が権力を行使して無む理り強じいするかもって心配したほうがいいんじゃないの？」

「でも、上杉さんはそんなことしないと思います」

　もし、直哉の意思を無視して思いどおりにする気なら、こんな回りくどい話をする必要はない。あの夜だって、初めから手を出すつもりなら意識がないうちに好きにしていたはずだ。

「もちろん。つまり、お互たがいに不安材料はないってことだよな？」

「あっ、いや、でも───」

「わかってる。まだ彼のことが好きだってことは。だけど、俺だって相当な優良物件だと思わないか？」

「上杉さんは俺にはもったいないくらいの人だと思います。だからこそ、理解できません。何で俺なんですか？　上杉さんの周りには、もっといい人がいるんじゃないですか？」

　それこそ、噂うわさになった女優とはもう関係してないのだろうか。

「そんなことない。俺の周りなんて、ろくなのいないよ。仕事はできても、他ほかはさっぱりってやつばっかだしな。まあ、自じ業ごう自得なのかもしれないけど」

「自業自得？」

　上杉は直哉の問いかけに答える気はないようだった。

「君を気に入った理由は一昨日云っただろ？　一目見て気に入った子の中身まで理想的だったら、運命だって思って当然じゃないか。君は一ひと目め惚ぼれは信じないほう？」

「いえ……」

　恋だと気づいたのはしばらくしてからだけれど、五十嵐を好きになったのは、舞ぶ台たいで初めて見たあの瞬間だ。わけもわからないまま、目が離はなせなくなってしまった。

（どうしたらいいんだろう……）

　口説かれるのは、正直悪い気はしない。再会した場所が違えば素す直なおに頷うなずけたかもしれないが、相手は出演するかもしれない映画の監督だ。

　純じゆん粋すいに『恋愛』をするのは不可能だ。利用する気がなくても、周囲の目などを意識せずにはいられない。困り果てている直哉に、上杉は一つの提案をしてきた。

「じゃあさ、賭かけをしようよ」

「賭け…？」

「クランクアップまでに俺を好きになったら君の負け。好きにならなかったら、俺の負け。俺が勝ったら、君はめでたく俺のものだ」

「俺が勝ったら、何がもらえるんですか？」

「俺」

「それって、どっちにしろ同じなんじゃ…？」

　主導権をどちらが握にぎるかという違ちがいはあるけれど、つき合うことに変わりがない。

「バレたか。じゃあ、どうしようかな」

　唸うなりながら思案している上杉に、おずおずと切り出した。

「……あの」

「ん？」

「俺が勝ったら、上杉さんの昔の作品を見せてもらえませんか？」

「昔の？」

「学生のときに撮とった自主制作映画が何本かあるんですよね？　調べてみたけど、どうしたら見られるかわからなくて。商業作品は何とか手に入りそうなんですけど……」

　インターネット上のファンサイトを参考に、経歴や過去の作品を調べたら、学生の頃ころにたくさんのショートフィルムを撮とっていたことがわかった。

　大学の学園祭などで上映されたそれらは、一いつ般ぱんには出回っていないらしく、ファンの間では幻まぼろしの作品と云われているようだった。

「あー…、あの頃のはもう外に出すつもりはないんだ」

　上杉にしては歯切れの悪い返事だ。過去の作品を門外不出にしているのは、何か事情でもあるのだろうか。

「どうしてですか？」

「習作もいいところだし、趣しゆ味みで作ったから構成なんかあったもんじゃないし。お見せできるような代しろ物ものじゃないからね」

「そうですか……」

　上杉に頼たのめばどうにかなるかと思ったが、本人がもう公開しないと云っているのなら仕方がない。しゅんと肩かたを落とした直哉に、苦く笑しよう混じりに訊いてくる。

「そんなに見たい？」

「見たいです！」

　上杉の問いに即そく答とうする。そのまま、勢いで熱く語り出してしまった。

「昨日、初めてちゃんと上杉さんの映画見て、ものすごい後こう悔かいしました。みんながすごいすごいって云いうから、斜はすに構えて見なかった自分が本当に恥はずかしいです。始めっから最後まで目が離せなかったはずなのに、繰くり返し見てみると一回目に見たときには気づけなかった仕し掛かけに気がついて───…って、あ、す、すみません、つい」

　上杉の苦笑に気づき、一人でテンションを上げていたことが恥ずかしくなる。俄にわかファンなことは知られているため、ミーハーなのだと思われたかもしれない。

「謝らなくていい、俺の映画を気に入ってもらえたのは嬉うれしいよ。けど、まさか、自分の作品がライバルになるとはな」

「ライバルって……」

「だって、そうだろ？　俺とつき合うより、俺の作品を見るほうがいいって云うんだから」

「そう…ですね……」

　そういう解かい釈しやくをされるとは思わず、反応に困ってしまう。直哉としては比べているつもりはなかったのだが、云われてみればそうかもしれない。

「そのキラキラした目が『俺』に向けられてるわけじゃないのが残念だ」

「す、すみません」

「いいよ、すぐに俺のほうを向くようにしてみせるから」

「はあ…」

　上杉は運命的な再会という、ロマンチックなシチュエーションに酔よっているのではないだろうか。直哉を口説くことが目的になっているような気がする。

　そうでなければ、自分がこんなに熱心に口説かれるはずがない。

「賞品は考えておくから、君も賭けに乗るかどうか考えておいて」

　ばちっと音がしそうなほど見事なウインクをされる。直哉は、微び妙みような愛あい想そ笑いを返すしかなかった。
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　アルバイトを終えて自宅アパートに帰る道すがら、携けい帯たい電でん話わの着信をチェックする。

「見事に上杉さんからばっかだな……」

　メールの受信ボックスを開くと、上杉の名前ばかりが並んでいた。

　あの日、上杉と連れん絡らく先さきを交こう換かんさせられてから、毎日のようにメールや電話攻こう撃げきに遭あっていた。口説くと云う宣言どおり、歯の浮うくようなメッセージばかりが送られてきている。

　初めは戸と惑まどいもしたし、読むのも恥ずかしいくらいだったけれど、だんだんと慣れてきた。これは上杉にとっての『仕様』なのだろうと思うようになったのだ。

　以前、事務所に来たときは近藤にも褒ほめ言葉を云っていたし、彼にとっては特別な言葉ではないから、するすると気き障ざな台詞せりふを口にできるのではないだろうか。

「……どうせ、本気じゃないんだろうし」

　きっと、上杉は傷心の直哉に同情して気を紛まぎらわせてくれているのだと思う。

　基本的にお人好よしと云えるくらい優やさしい人だ。一度関かかわってしまった直哉のことを放ってはおけないのだろう。

　そうは云っても、こんなにマメに口説かれると悪い気分はしない。同情だとわかっているからこそ、その気にならないよう気をつけているのだが、つい心が揺ゆれてしまうときがある。

　失しつ恋れんしたときはあんなに気が滅め入いっていたのに、いまでは上杉のメールを心待ちにしている自分がいることに戸惑っている。

　上杉の人ひと柄がらは好感が持てるし、その才能は尊敬している。けれど、こんなに簡単に気持ちが傾かたむきそうになるなんて、自分は移り気なのだろうか。

　最近はむしろ、その悩なやみのほうが深かった。自分の立場を勘かん違ちがいしないようにと自らに云い聞かせてはいるけれど、浮き立つ気持ちを抑おさえられないときもある。

　顔合わせや衣装合わせのときは、どうしたらいいのだろうかと不安だったけれど、仕事のときはちゃんと監かん督とくの顔をしていた。

　直哉の立場に配はい慮りよしてくれているのだろう。大だい抜ばつ擢てきとも云える無名の役者に、監督が親しげに話しかけていたら、何か裏があるのではないかと探さぐられかねない。

　いまでは仕事とプライベートは混同しないという上杉の弁を信じているけれど、直哉だって事務所にオーディションの合格の連れん絡らくが来たときには、同情や口止めのためもあるのかもしれないと疑ったくらいだ。

（結局、賭けの話はどうなったんだろ？）

　賭けに乗りたかったわけではないから、それは別に構わないのだが、過去の作品が門外不出になっていることだけは残念だ。

　絶対に見られないと云われると、好こう奇き心しんが余計に膨ふくらんでしまう。

「誰だれかビデオでも持ってないかなぁ」

　さらに調べてみたら、大学の文化祭で発表したときに、それらの作品のビデオを販はん売ばいしていたそうだ。そのとき売れたのは数本だけだったと云っているインタビュー記事を見つけた。

　つまり、マスター以外の映像がこの世の中に数本は残っているということだ。地道に探し続けていれば、いつか縁えんがあるかもしれない。

「でも、何で見せたくないんだろう…」

「何を見せたくないって？」

「おわ…っ」

　独り言に返事をされてぎょっとする。地面ばかりを追っていた視線を上げると、アパートの前で上杉が待っていた。

「おかえり」

「え？　う、上杉さん…!?」

　直哉が声をかけると、嬉しそうにくしゃりと相好を崩くずす。彼の足あし下もとには、何やら大荷物が置いてあった。

「クランクインが待ちきれずに会いにきた。やっと時間が取れるようになったんだ」

「あの、何しに来たんですか？」

　責めているわけではなく、純じゆん粋すいに疑問に思ってそう云うと、上杉はため息をつき、わざとらしく肩かたを落とす。

「何って、あんなに毎日口説いてるだろう」

「え、あの、冗じよう談だんかと思ってました……」

　つい本音を漏もらしたら、上杉はその甘い顔立ちに苦く笑しようを浮かべた。

「作戦を変へん更こうして、正解だったな」

「作戦？」

　直哉が怪け訝げんな顔をすると、ＣＤショップのビニールバッグを差し出してきた。

「これを君に、と思って」

「何ですか？　ＣＤ？」

　受け取ったビニールバッグには、ＣＤらしきものが数枚入っていたが、ラベルなどがないところを見ると、市し販はんされたものではなさそうだ。

「ＤＶＤだよ。ビデオテープだとプレイヤーがないかと思って焼いてきた。正直、一生封ふう印いんしておくつもりだったんだけどさ。ちょっとくらい点数稼かせげるかと思って」

「えっ、もしかして───」

　目を瞠みはる直哉に、上杉はさらりと告げる。

「そう、俺が昔撮とったやつだよ。特別に貸してやる」

「でも、見せたくないって……」

　誰にも見せるつもりはないと云いっていたのに、どういう心境の変化だろうか。しかも、賭かけに勝ったときという条件で頼たのんだはずなのに。

「好きになってもらえない上に、恥はずかしいものを見られるくらいなら、点数稼ぎに使ったほうがまだマシだろ。見ないんなら持って帰るけど」

「見ます！　絶対見ます！」

　返せと云わんばかりに手を伸のばされ、思わずビニールバッグを抱だきしめた。

「そんなに必死になられると複雑だな。本気で恥ずかしいから、それは俺が帰ってから見るように。あと感想は云うなよ」

「恥ずかしいって、どうしてですか？」

　学生のときの作品だから、いまのものほど完成度は高くないかもしれないが、インターネット上で目にした感想を見る限り、評価は悪くない。

「君だって昔の日記を人に読まれたら恥ずかしいだろう？　つまり、そういうことだよ」

「な、なるほど」

　上杉の喩たとえ話に納なつ得とくがいった。過去を恥じてはいなくとも、若い頃ころの自分と向き合うのは気き恥はずかしいということだろう。

（どうしよう、あんまり二人きりにはなりたくないんだけど……）

　いつまでも立ち話をしているのは近きん所じよ迷めい惑わくになってしまう。

　上杉が信用ならないのではない。自分に不安があるのだ。勘違いしないように気をつけてはいても、過か剰じような反応をしかねない。

　だが、わざわざ足を運ばせておいて、そのまま帰らせるのはあまりに失礼だ。

「……あの、上がっていきますか？」

「もちろん。そのつもりで来たからね」

「狭せまくて汚きたないんですけど、いいですか？」

「男の一人暮らしなんてそんなもんだ。あ、そうだ、台所貸してもらえる？」

「え？　構いませんが、何するんですか？」

「料理に決まってるだろう。他ほかに何ができるって云うんだ」

「上杉さんが!?」

「恋こい人びとと部屋で過ごすのが夢だったんだろ？」

「そう…ですけど……」

「部屋は二階か？」

「あ、はい、二階の一番奥です」

　もしかして、上杉はあの夜に直哉が口にした『夢』を全部やろうとしているのだろうか。

　好きになってはいけない───そうわかっているのに、どうしようもなく胸が締しめつけられる。階段を先に上がっていく背中を、直哉は複雑な想いで見上げた。










　直哉はさっきから驚おどろかされてばかりだった。

「すごい……」

「男を落とすには胃い袋ぶくろを摑つかめって云うだろ？」

　自分の部屋のテーブルに、こんなに豪ごう勢せいな料理が並ぶのは初めてだ。美味おいしそうな匂においに胃を刺し激げきされ、思わず生なま唾つばを飲み込む。

　エビチリに青チン椒ジヤオ肉ロー絲スー、かき卵のスープまである。ろくな調理器具もない自宅の台所で、こんなまともな料理ができるなんて、魔ま法ほうを使ったとしか思えない。

　そんなふうに云うと、上杉はおかしそうに声を上げて笑った。

「レトルトのソースを使って炒いためただけだよ。エビチリの隠かくし味にマヨネーズを足したけど。って云っても、隠れてはないか」

　上杉はエビを一つつまんで、自分の口の中に放り込む。

「料理得意なんですか？」

「得意ってほどじゃない。基本的に自じ炊すいしてるから、食うには困らないって程度だ」

　料理ができない人間からしてみたら、それだけで充じゆう分ぶんすごい。母に持たされた炊すい飯はん器きすら埃ほこりを被かぶっていた状態で、まさに何ヶ月ぶりかの活かつ躍やくだ。

「早く食べろよ。料理が冷めてまずくなったら、稼げる点数が減るだろう」

「は、はい。いただきます」

　促うながされるがままに箸はしを伸ばし、炒め物を口に運ぶ。

「どう？」

「美味しいです…！」　>>>♥

　見た目だけでなく、味も美味しい。

　上杉の意外な特技に驚かされた。男の一人暮らしの食生活は貧しい。コンビニ弁当かスーパーの惣そう菜ざい、そうでなければ外食だ。

「あの、上杉さんは食べないんですか？」

「俺は接待で食わされてきたから」

「じゃあ、ビールでも出しますね」

「車で来てるから酒は飲めないんだ。ウーロン茶でいいよ」

　空腹も手伝って、しばらくは食べることに専念した。穏おだやかな表情で見つめられていることに気づき、ドギマギしていたら、不意に前まえ髪がみを指で摘つままれた。

「髪かみが伸びたな」

「う、上杉さんが伸ばせって云ったんじゃないですか」

　役作りとして、髪を伸ばすことと肌はだを焼かないことを指示されている。いままで髪や肌の手入れにはあまり気を遣っていなかったため、近藤や劇団員の女子に色々と聞きながらケアしている。最終的にはスタイリストの手によって、上杉のイメージどおりに整えられるのだろう。

「他のキャストたちとは上手うまくやれそうか？」

「はい、主演の大島さんも明るくて気さくな子でしたし、他の皆みなさんも優やさしそうな人ばかりでした」

「そうか、それならよかった」

　いまのところ、衣装合わせでしか顔を合わせていないけれど、キャスト陣じんもスタッフもいい人たちばかりだった。

　ただ、一つだけ懸け念ねん材料がある。

　オーディションで声をかけてきた岡野新は、主人公の恋こい路じを邪じや魔まする意地悪な従兄いとこ役に選ばれていた。知った顔がいてほっとした直哉が声をかけたのだが、まるで存在していないかのように無視されてしまった。

　ナツ役を取れなくて拗すねているのだと大島に云われたけれど、撮さつ影えい中ずっとああいう態度を取られるのだろうかと少しだけ心配だった。

　できることなら、和なごやかにやりたい。同世代の役者同士、ライバルではあるけれど、映画を撮るにあたっては同じチームの一員なのだから。

「ん？　何かあったか？」

　一いつ瞬しゆん暗い顔をした直哉に気づき、上杉が訊きいてくる。直哉は慌あわてて笑ってごまかした。

「あ、いえ、何でもないです。ちょっと緊きん張ちようして」

「現場では、新人だからって黙だまって突つっ立ってても誰だれも教えてはくれないからな。わからないことがあったら、自分から訊きに行けよ」

「わかりました。心がけておきます」

　上杉からの忠告に背筋を伸ばす。当たり前とも云えるアドバイスだが、現場では萎い縮しゆくしてしまい、当たり前のことができなくなるかもしれない。

「がんばれよ。プレッシャーに感じるかもしれないけど、期待してるからな」

「は、はい！」

　上杉に期待しているなんて云われると、ますます緊張してしまうけれど、それと同時に気合いも入る。ミスキャストだったなどと云われないよう、恥ずかしくない演技をしなくては。

　プライベートでも、仕事の上でも、上杉は直哉をとても気き遣づかってくれている。失しつ恋れんしたことを知っているからといって、ここまで世話を焼いてもらっているのは、正直申し訳ない。

「上杉さん」

「ん？」

　箸を止めて呼びかけると、優しい眼まな差ざしが返ってきた。

「何で、ここまでしてくれるんですか？」

　自分を気に入ってくれているのは本当だろう。しかし、自分のどこを気に入ってくれているのか、直哉には未いまだにわからなかった。

「何でって、俺のことを好きになってもらうつもりだからに決まってるだろう。俺の真心が伝わってないなんて、君はかなり手て強ごわいな」

「もう、とっくに好きですよ？」

　何気なさを装って、さらりと告げてみる。心臓が口から飛び出しそうなほど緊張したけれど、何とかポーカーフェイスを保つことができた。

「君の云いう好きは、映画監かん督とくとしてだろう。ファン心理も嬉うれしいけど、俺の希望としてはもっと違ちがうのを期待してるんだけどな」

「それは───」

　そう云われると違うとも云い切れない。いまとなっては、あの夜に出で逢あった上杉と映画監督である上杉のどちらを好きになったのか、自分ではわからなくなっている。

　黙り込んでいたら、上杉が控ひかえめに訊たずねてきた。

「まだ、彼のこと引き摺ずってる？」

「そういうわけじゃないですけど……」

　正直なところ、以前のような辛つらさはない。五十嵐と近藤の仲なか睦むつまじい遣り取りを見ていると、胸が切なくなるものの、結けつ婚こんを聞かされたときの寂せき寥りよう感のようなものはもう感じない。

　きっと、自分の中で気持ちの整理がついたのだろう。

　五十嵐のことはいまでも好きだし、近藤のことも慕したっている。彼らは変わらず直哉のことを可愛かわいがってくれているし、きっとこのまま、これまでのような関係が続けていけるはずだ。

　失恋からこんなにも早く立ち直れたのは、上杉のお陰かげだ。毎日のようにもらうメールや電話にずいぶん気を紛まぎらわすことができた。

　いまはむしろ上杉のことが気になってたまらない。

（本気で好きになったら、どうしてくれるんだよ）

　いまはまだ厚こう意いに対する好感ですむけれど、これ以上、気持ちが揺ゆれるようなら危険だ。余計なことを考えないよう、直哉は食事に集中した。

「そういえば、直哉は何で役者になろうと思ったんだ？」

　上杉は空気を読んでか、話題を変えてくれた。口の中のものを飲み込んでから、『演劇』との出逢いを語る。

「高校生のとき、たまたま友達のお兄さんが行けなくなったっていう舞ぶ台たいチケットが回ってきたんです。それまで演劇なんか何の興味もなかったのに、生で演じてる役者さんのエネルギーに圧あつ倒とうされて……そのときに、自分も舞台の上に立ってみたいって思ったんです」

　タダのチケットにつられて、友達と小劇場に足を運んだだけだったのに、帰るときには魂たましいが抜ぬけたようになっていた。目立つことは苦手で、演劇に興味を持ったことはなかった自分が一気にハマってしまったことに、誘さそってくれた友人も驚おどろいていた。

「もしかして、その役者って五十嵐さん？」

「……そうです」

　失恋した夜の荒あれっぷりを知られていると思うと、上杉との会話で五十嵐について話すのは少々気まずい。

「そっか、なるほど。それだけ長い片かた想おもいだったら、自じ暴ぼう自じ棄きになっても仕方ないよな」

「さ、最初っからそういう気持ちだったわけじゃなくて、だんだん好きになってったっていうか、あとから好きだって気づいたっていうか……」

　初めは憧あこがれの気持ちばかりだった。憧れの人が自分と話をしている、自分に芝しば居いのいろはを教えてくれているという状じよう況きようが夢のようで、心臓の高鳴りの意味など考えもしなかった。

「強面こわもての刑けい事じ役とかチンピラ役とかばっかりやってるのに人当たりもよくて、気難しいところなんかない上に、面めん倒どう見みがいいって有名だもんな。裏方からも評判いいんだよな」

「本当にいい人なんです。素人しろうとだった俺に色々教えてくれて───って、さっきから俺の話ばっかりじゃないですか。上杉さんの話も聞かせて下さいよ」

「俺の話？　いいよ、何が聞きたい？」

「上杉さんは何で映画を撮とろうと思ったんですか？」

「俺は昔っからカメラが好きだったんだよ。子供のときに親に無む理り矢や理りモデルをさせられてた時期があってさ。あの頃ころはよく天使みたいって云われてたっけ」

「上杉さんの小さかった頃なら、きっと可愛いでしょうね」

　真ま面じ目めに頷うなずいたら、上杉は気まずそうに苦く笑しようする。どうやら、天使云うん々ぬんはボケたつもりだったらしい。

「いまのはツッコミが欲しいところだったんだけど……まあいいや。で、子供服のＣＭの撮影現場とかでカメラマンのおっちゃんたちと仲よくなって、色々教えてもらうようになったわけ。それで親にねだって、ビデオカメラを買ってもらったのがきっかけかな」

「モデルは続けなかったんですか？」

「だって、柄がらじゃないだろ。自分が撮られるのは好きじゃないんだよ」

「もったいない……」

　思わず零こぼした呟つぶやきに、上杉が食いついてきた。揶や揄ゆ混じりの口調で訊いてくる。

「つまり、俺のこと、カッコいいって思ってくれてるんだ？」

「だって、上杉さん男前だし、背も高くてスタイルいいじゃないですか。こんなカッコいい人が映画監督だなんて、初めて逢あったときは思いもしませんでした」

　容姿だけではなく、オーラのようなものもある。最初に感じたのはカリスマ性だ。見かけではなく、彼の纏まとう雰ふん囲い気きに惹ひきつけられた。

　真面目に答えると、上杉はニヤニヤとした笑えみを消し、恥はずかしそうに目を泳がせる。

「……何だか真正面から褒ほめられると照れるな」

　直哉を照れさせるつもりだったのが当てが外れ、調子が狂くるってしまったようだ。

「自分から云ってきたのに、照れないで下さいよ。こっちまで恥ずかしくなるじゃないですか」

　つられるようにして、直哉も頰ほおを赤らめる。

「君のそういうまっすぐなところが好きなんだけどね。いや、しかし、こんなに動どう揺ようさせられるとは思わなかった」

　上杉は気き恥はずかしそうに頭を搔かいたあと、何気なく腕うで時計に目をやっていた。ぐいと残りのウーロン茶を飲み干し、直哉に告げる。

「じゃあ、そろそろ帰るかな」

「え、もう？」

　深く考えずに訊いた直哉に、上杉は小さく吹ふき出した。

「もうって、いま何時だと思ってるんだ？　引き留めてくれるなら、泊とまっていくけど」

「あ…っ、いや、その……」

　この場合、泊まるというのは、言葉以外の意味も含ふくんでいるのだろう。迂う闊かつな発言をした自分に狼狽うろたえる。

（何してんだ、俺）

　こんな状況で『帰らないで』なんて云ったら、その裏があると思われても仕方ない。

「冗じよう談だんだよ、何もする気はないって。明日も仕事あるし、今日は大人しく帰ります。邪じや魔まして悪かったね」

　動揺を見せる直哉に上杉はさらりとそう云って、腰こしを上げた。玄げん関かんに向かう彼のあとを慌あわてて追いかける。

「上杉さん、ご飯、ごちそうさまでした…っ。あの、すみません色々と、本当にありがとうございます」

　何度云っても云い足りないくらいだ。ミリタリーブーツに足を突つっ込んでいる上杉に、深々と頭を下げる。

「感謝してるなら、お礼してくれてもいいよ？」

　すっと立ち上がった上杉は、にこりと直哉に微笑ほほえみかける。

「え？」

『お礼』の意味がわからずに目を瞬またたいた直哉にアピールするかのように、上杉は自分の唇くちびるを指で指し示した。求められているものが何なのかわかり、目を泳がせる。

「し、しなきゃ、ダメですか…？」

　つまり、上杉はキスしろと云いっているのだ。何もしないで帰ると云ったその口で、そんなことを要求してくるとは思わなかった。

「しなきゃダメって云ったらしてくれる？」

　じっと見つめてくる眼まな差ざしに囚とらわれてしまった。そんなふうに云われたら、嫌いやだとは云いづらい。しばらく睨にらみ合う形で無言の駆かけ引きがあったけれど、先に折れたのは直哉だった。

「……ちょっとだけ、なら」

「いいよ、ちょっとだけでも」

「じゃあ、目ぇ瞑つぶって下さい」

　素面しらふで誰だれかに自分からキスをするのは、生まれて初めてだ。

　上がり框かまちの端はしに立ち、上杉の肩かたに手を置く。少しだけ踵かかとを浮うかせ、上杉の唇に自分のそれを寄せた。

　ばくばくとうるさく鳴り響ひびく心臓は、唇が重なり合った瞬しゆん間かん、一ひと際きわ大きく跳はねた。

　触ふれ合わせるだけで終わりにするつもりだったのに、唇を離はなそうとしたその瞬間、腰を抱だき寄せられ無理矢理舌を捻ねじ込まれた。

「ン!?　んん……っ」

　侵しん入にゆう者を押し返そうとした舌を、逆に搦からめ捕とられてしまう。巧たくみに弄もてあそばれ、キツく吸われる。

「ぁん、ん、んー…っ」

　口こう腔こうを搔き回され、頭の芯しんがぞくぞくと痺しびれる。粘ねん膜まくが擦こすれ合う感かん触しよくに腰を直ちよく撃げきされ、体が疼うずくように熱くなってきた。触れられている部分から火がつき、そこからじわじわと熱が広がっていっているようだ。

（舌が、溶とけそう───）

　自身が下着の中で大きくなっていく。さらに腰を引き寄せられ、反応し始めていたそれを腿ももで擦こすられた。その刺し激げきに腰がおののき、下腹部がずきずきと疼く。

「んぅ、も、やめ……」

「もうちょっとだけ」

「ん…っ!?」

　一いつ瞬しゆん離はなれた唇に、上杉は角度を変えて嚙かみついてきた。拒こばむこともできず、上杉の口づけに翻ほん弄ろうされる。

（ちょっとって云ったのに……っ）

　上杉はしつこく唇を貪むさぼりながら、股こ間かんに手を這はわせてくる。勃たち上がりかけていた自身に触れられ、飛びかけた意識が戻もどってきた。

「ン、ぅん」

　やわやわと揉もまれ、甘い声が鼻から抜けていく。唇が絡からんだままでは文句も云えず、戸と惑まどっているうちにズボンのファスナーを下ろされる。

　するりと下着の上から昂たかぶりを撫なでられ、びくっと腰が震ふるえる。そのまま扱しごかれ、あっという間に張り詰つめてしまった。

（噓うそだろ───!?）

　この間と違ちがって酔よっ払ぱらっているわけではないので、感覚が酷ひどく生々しい。

　逃にげることも敵かなわず、上杉の巧みな口づけと器用な指ゆび遣づかいに追い込まれていく。経験の浅い直哉の体は、絶え間なく与あたえられる快感の前では屈くつ服ぷくするしかなかった。

「ん、ぁ、んん……っ」

　口腔を搔き回されているうちに、どちらから舌を絡めているのかわからなくなってくる。唾だ液えきが混じり合う水音に、鼓こ膜まくさえ甘く震えた。

「……っは、あ、もう……っ」

　口づけが解かれた唇から発してしまったのは、限界を告げる言葉だった。膨ふくれ上がった欲よく望ぼうが出口を探して、直哉の中で暴れ回っている。

　下着越ごしの感触がもどかしい。直接触れて欲しいけれど、それを口にする勇気は持ち合わせていなかった。

「もうイキそう？」

「も…許し……っ、あ、だめ、や、あぁ……っ」

　少しキツめに擦られた直後、直哉は下着の中で自身を爆はぜさせてしまった。下腹部が大きく震え、じわりと生温かく濡ぬれた感触が広がる。

「……あ………」

「いっちゃった？」

「……ッ」

　最後を迎むかえた直哉の体は、自力ではもう立っていられなくなっていた。

　上杉の支えが緩ゆるんだ途と端たん、膝ひざがかくんと折れる。腰が抜ぬけた直哉は、そのままへなへなと玄げん関かん口ぐちでへたり込んだ。

　執しつ拗ように貪られた唇は心なしか腫はれぼったくなっている。指の感触も生々しく残っており、上がりきった呼吸もしばらくは落ち着かないだろう。

「こんなの、ずるい……ちょっとって云ったのに……」

　直哉は自分を翻弄するだけしておいて涼すずしい顔をしている男を涙なみだ目で睨ねめつけた。

「むしろ、紳しん士しと云って欲しいな。理性を総動員して、これだけでやめてあげたんだから」

「なっ……」

「部屋に上がっておいて、自分から帰るなんて云ったのは初めてだよ」

　上杉はため息を吐つきながら、わざとらしく肩を竦すくめる。そんな気き障ざな仕草も、上杉には似合っているのが憎にくらしい。

「だったら、大人しく帰ればいいじゃないですか！」

「だって、君があんまり可愛かわいいことするから。好きな子にあんな顔されたら、ちょっとくらい味見したくなって当然だろ？」

「ひ、人のせいにしないで下さい！」

　涙目で反論する。そんなの、理由になっていない。上杉は直哉の苦情を聞き流し、へたり込んだ直哉のおでこにキスをしてきた。　>>>♥

「おやすみ、いい夢を。鍵かぎはきちんとかけておくんだよ」

　爽さわやかな笑え顔がおでそう云い、直哉の部屋から去っていった。一人取り残された直哉は、わなわなと震える拳こぶしを握にぎりしめる。

「───いい夢なんて見られるわけないだろ…っ」

　中ちゆう途と半はん端ぱに昂ぶった体は、そう簡単に鎮しずまりそうにない。直哉は上杉が去っていったドアに向かって、文句を投げつけた。
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　先週クランクインした〈七夜月〉の撮さつ影えいは、地方の山間地でのロケから始まった。

　それはいまはホテルとなっている古い洋館を貸し切っての大がかりなもので、直哉がやる青年がこの屋や敷しきに住んでいるという設定だ。

　上杉の撮とり方は、まず役者に芝しば居いをさせてみて、自分のイメージと違っていたら修正していく。そんな流れで進んでいた。

　慣れない現場に失敗も多いけれど、不慣れながらも順調に撮影は進んでいる。上杉の指示がわかりやすいのもあったが、スタッフが好意的に接してくれているため、居い心ごこ地ちがいい。

　ただ、岡野の態度はあのあとも軟なん化かすることはなかった。オーディションのときの気安さは少しもなく、嫌みを云われたり、足を引っかけられたりと小さな嫌がらせをされている。

　初めのうちは偶ぐう然ぜんだろうと想っていた。しかし、足が引っかかって転びそうになったり、直哉のぶんの弁当がなくなったりと些さ細さいな困りごとが続くうちに、その全すべてに岡野が関かかわっていることがわかってきた。

　とは云え、故意だという証しよう拠こはない。余計な波風を立てないためにも、直哉はそのことを誰にも云いえずにいた。

（……まあ、気持ちは理解できなくもないけど）

　どうやら、事務所と監かん督とく側で岡野を使うことは決まっていたようだが、岡野は自分がナツ役だと信じていたのに、当て馬の立場の脇わき役やくになったことが不満らしい。

　思っていた役につけなかった上、駆かけ出しの直哉がその役をとっていったことが余計に気に食わないに違いない。

　直哉が自分でもわかっている短所ばかりをあげつらって、嫌いやみのように指し摘てきしてくるのだ。しかし、そうやって目の敵かたきにされるのは、まだまだ自分が未熟なせいだろう。

　あいつなら役を譲ゆずっても仕方ないと思われるような演技をして見返さなくてはならない。そう思って、直哉は毅き然ぜんとした態度を取り続けていた。

　彼に気き後おくれして遠えん慮りよをしていたら、彼に対しても、この役に選んでくれた上杉にも失礼だ。

「つーか、文句があるなら、直じかに云ってくれりゃいいのに……」

　そうしたら、話し合いの余地もできる。同じ作品を一いつ緒しよに作っている仲間なのだから、少しでも歩み寄れたらと思うのだが。

　独りごち、ため息をついていたら、突とつ然ぜん、背中に衝しよう撃げきを感じた。

「……っ」

「あっ、ごめん」

　よろめいた体のバランスを取ろうとしたその瞬しゆん間かん、耳元で大きな声で謝られ、さらにびっくりしてしまった。

「うわ、わ、わ」

　思わず手にしていた紙コップを取り落としそうになり、慌あわてて摑つかみ直そうとしたことが仇あだとなって、中身のコーヒーが白いシャツにかかってしまった。

「あー……」

「大だい丈じよう夫ぶ、弓削くん!?」

　前まえ身み頃ごろを派手に濡らした直哉の許もとに、慌ててスタッフたちが駆け寄よってきた。

　真っ白な衣装は着き替がえざるを得ないほどに汚れてしまった。洗せん濯たくしても染しみが落ちるかどうかわからない。

「すみません、あの、俺は大丈夫なんですけど、衣装が……。コーヒーじゃ染み抜き難しいですよね…？」

　このあと日が暮れないうちに、数シーン撮り終わらなくてはならないのに、着替えてメイクを直してもらうだけで無む駄だな時間を使うことになってしまった。

「衣装なら替かえがあるから気にしないで。そんなことより、コーヒーで火傷やけどしてない？」

「それは平気です。もう冷めてたんで」

「すみません、僕のせいなんです。彼に気づかなくてぶつかってしまって……」

　岡野はしゅんとした顔で謝ってきた。本当に不注意だったのかどうかは疑わしいが、謝罪を受け入れないわけにはいかない。

「いえ、こっちこそぼんやりしててすみません」

「早く着替えてきたほうがいいんじゃないかな？　休きゆう憩けい時間もそろそろ終わるしね。進行に遅おくれが出たらまずいだろう？」

　そう云ってくる岡野の表情は柔やわらかかったけれど、眼まな差ざしは冷ややかだった。

　誰だれのせいだと云いたいところを、ぐっと不満を吞のみ込む。場の雰ふん囲い気きを悪くするくらいなら、自分一人が不快な思いをしているほうがマシだ。

「そうします。すぐ着替えてきますので、皆みなさんに少し待っていてもらえますか？」

「私も行きます。新しい衣装を出しますから」

　スタイリストの女性に更こう衣い室にしている客室についてきてもらい、新しい衣装を出してもらった。

「すみません、ご迷めい惑わくをかけて」

　再度謝ると、彼女はふわりと笑って慰なぐさめてくれた。

「いいえ、衣装は汚よごれるものですから。こういった不ふ慮りよの事態に備えて、何着も同じ服を用意してあるんですよ。それじゃあ、私は先に戻もどってますので、着替えたら私のところに来て下さいね」

「はい。急いで着替えて追いかけます」

　スタイリストの女性が部屋から出ていき、一人になった直哉はため息をついた。

「さすがに参るよなあ……」

　メイクルームに使われている一室で、直哉は着替えながらぼやいていた。脱ぬいだばかりの白いシャツを広げてみたら、まるで　世界地図のように茶色い染みが広がっていた。

「うわ、パンツまで染みてる」

　山の天候は変わりやすい。一度、急な雨に降られてからは替えの下着を控ひかえ室に持ってくるようにしてあったから助かった。

　コーヒーの汚れが移らないよう、体を丁てい寧ねいに拭ふいてから新しい衣装に袖そでを通す。脱いだ服はクリーニングに出すときの袋ふくろに入れ、名前を書いて指定の場所へ置いておいた。

　まだコーヒーの匂においがするけれど、これはもうどうしようもないだろう。

　シャツのボタンを留めていたそのとき、部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「はい、どうぞ？」

　スタイリストの女性が気を遣つかって来てくれたのかと思ってドアを開けた直哉は、そこにいた人物に驚おどろいた。

「え、堂どう島じまさん!?」

　堂島暁あきらは実力派として名の通った役者で、テレビドラマなどで何度も主演をしているようないわゆる売れっ子だ。

　上杉とは旧知の仲らしく、この映画には友情出演のちょい役で顔を出している。

「大丈夫か、直哉？　コーヒーがかかったって聞いたから心配で見に来たんだ」

「もう冷めてたから平気です。パンツまで濡ぬれちゃったから、全部着替えないとダメでしたけど」

　堂島は途と中ちゆうから撮影に加わったのだが、直哉にとてもよくしてくれる。会うなり、『わからないことがあったら何でも訊きいてこいよ』と云ってくれた。

　どうやら五十嵐とも親しくしているらしく、彼から『ウチの役者をよろしく』と頼たのまれてきたらしい。

「着替え、手伝ってやろうか？」

「お気持ちだけ受け取っておきます。でも、もうすみましたから」

　堂島はよくこういう冗じよう談だんを云う。酒が入ると、もっと下ネタばかりになると他ほかの共演者が云っていた。

（黙だまってると、インテリ風なんだけどな……）

　普ふ段だん、ドラマに出ているときに演じているのは主人公のライバルの位置にいる頭脳派のキャラが多い。すっきりとした細ほそ面おもてに切れ長の目。本人がこんなにも、外見と中身のイメージが違ちがう人だとは思いもしなかった。

　今回の映画の堂島の役は、ナツの面めん倒どうを見ている若い叔父おじ役だ。体の弱いナツを表向き厄やつ介かい者扱あつかいしている。

　けれど、本当は他の家族の不満がナツへ向かないよう、敢あえてそういう態度を取っているだけだと、あとになってわかる。出番は少ないけれど、美味おいしい役どころだ。

「じゃあ、戻るか。次からは周りに気をつけろよ。隙すきがあると、ちょっかいをかけたくなるもんなんだよ」

「……っ」

　含ふくみのある云い方と目配せをされ、思わず目を瞠みはった。どうやら、堂島は岡野が直哉に突つっかかってることに気づいているようだ。

「───気をつけます」

　神しん妙みように頷うなずくと、ばしんと背中を叩たたかれた。

「よし、じゃあ戻るか」

「はいっ」

　連れ立ってメイクルームをあとにし、次のシーンを撮とることになっている林の中の小道へ向かった。露つゆの降りた草で裾すそが濡れないよう気を配りながら、砂じや利り道を歩く。

「どうだ？　初めての映画の現場は」

「慣れないことばかりですけど、皆さんよくしてくれてるので何とかなってます。毎日が勉強ですよ」

　経験が少ないため、現場での約束事などが全くわからない。しかし、戸と惑まどって立ち尽つくしているわけにはいかない。上杉にアドバイスされたとおり、少しでもわからないことがあったら、近くにいる人を捕つかまえて質問責めにしている。

「仕事中の上杉って別人だろう？　びびってないか？」

「初めはびっくりしましたけど、もう慣れました」

　怒ど鳴なったりはしないけれど、普段の軽さが噓うそのように、撮さつ影えい中は笑えみがほとんど見られない。納なつ得とくがいかなければ、何度も何度もリテイクがかかる。その細かさは容よう赦しやがない。

　前以もつてもらっていた撮影スケジュールを見たときはずいぶん余よ裕ゆうがあると思ったけれど、上杉の撮り方に合わせたら、全然時間が足りないくらいだ。

「あいつの頭ん中に、理想とする完かん璧ぺきな画えってのがあって、それに極限まで近づくためにああやって何度もやり直すんだとさ。そうやっていくうちに、役者のほうもあいつとシンクロしてくる。その瞬しゆん間かんが撮りたいってよく云いってるよ」

「俺は上杉さんの理想どおりに演じられてるんでしょうか……」

　キャストの中で一番リテイクが多いのは、直哉だ。指先の動きまで指示されることもあれば、考えて動けとしか云われないときもある。

　戸惑いながらも、必死に食いついてはいるけれど、それをどう評価されているかは聞かされていない。

「あいつは君に一番時間かけてるからな。主役は希美ちゃんなのに」

「大島さんはちゃんと役に入り込めてるから、リテイクが少ないんですよ。俺ももっとがんばらないと」

　芝しば居いの経験がほとんどないにも拘かかわらず、大島は堂々とした主役ぶりだった。気き後おくれすることなく全力でぶつかっている姿は、見ているほうも清すが々すがしい。

「そりゃ、あの子に合わせた役に直してあるからだよ。原作とは少し印象が違うだろう？　けど、ナツのキャラクターは弄いじってない。原作者からの希望でもあったし、浩市の拘こだわりだよ。プレッシャーに思うかもしれないけど、期待してなきゃあんなにうるさく云わないって」

「そうですね。そう思ってがんばります」

「おう、その調子だ」

　連日のリテイクに挫くじけそうになったりもしたけれど、まずは上杉からの期待に応こたえなければならない。落ち込むのは、撮影が終わったあとにすればいい。

「そういえば、堂島さんは上杉さんと、いつからのつき合いなんですか？」

「高校からだよ。大学の付属高校に通ってたから、そのまま腐くされ縁えんだな。何？　俺のことがそんなに気になる？」

「いえ、その、上杉さんの大学生のときの自主制作映画に堂島さんが出てたのを思い出したので……」

　上杉に貸してもらった過去の作品の全すべてに、堂島が出演していた。それを見て、ずいぶん古いつき合いなのだなと驚いたものだ。

　何気ない問いかけのつもりだったのに、堂島は怪け訝げんな顔になっていた。

「あれを見たってどこで？　もうどこにも出てないはずなんだが……」

「上杉さんに貸してもらいました」

　直哉の返事に、堂島は驚きの声を上げた。

「あれを君に見せたのか！」

「初めは誰だれにも見せるつもりはないって云ってました。けど、感想を云わないって約束で貸してくれたんです」

「へえ、あいつがねえ。君のこと、ずいぶん気に入ってるんだな」

　真顔で感心され、云わないほうがよかったのだろうかと少し後こう悔かいする。

（でも、上杉さんも見せたがってなかったしな……）

　堂島ならその理由を知っているかもしれない。思い切って、聞いてみた。

「上杉さんはどうしてあの作品を見せたがらないんですか？　昔の作品って云っても、学生が作ったとは思えないような出来でしたけど……」

　お金はかかっていなかったけれど、情熱と才能に溢あふれる映像だった。

「そりゃ見られたくはないだろう。昔の恋こい人びとを撮った映画なんて」

「恋人───」

　その単語は、直哉の胸に深く突き刺ささった。覚えのある感情に、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　上杉が誰にも見せるつもりがないと云っていた理由に納得がいった。苦い経験を思い出すものを、他人に見せたいわけがない。

「見ててわからなかった？　彼女が好きで好きでたまらないって、恥はずかしいくらいに垂れ流しでさ。もうとっくの昔に、他の男の嫁よめになっちまったけどな」

「……あ、あの、どうして別れたりしたんですか？」

　野や暮ぼだとは思ったけれど、訊かずにはいられなかった。

　画面の中で弾はじけるような笑顔を見せていた女性を思い返す。堂島の云うことが本当なら、お互たがいに想おもい合っていたはずだ。あの映像には、被ひ写しや体たいへの愛情が溢れていた。

「浩市は昔っからものすごくモテるんだよ。女からも男からも」

「それは何となくわかります」

「あの面つらだし、人当たりいいだろ？　口も上手うまいし。だから、みんな自分に気があるんだって思い込む。で、いざつき合ってみて、誰にでも同じように接してるのがわかって上手くいかない。がっかりするか怒おこるかは人によるけど」

「ああ、なるほど……」

　上杉の普段の物もの腰ごしの柔やわらかさを思えば、納得がいく。

　もしかして、自分は特とく別べつ扱あつかいをされているのではないだろうかと誤解してしまってもおかしくはない。逆にどこからが特別なラインなのかもわかりにくい。

　きっと、いつもにこにことしているから、本音が見えづらいのだ。

「本人は浮うわ気きのつもりじゃなくても、周りに女が群がってたら面おも白しろくないだろう？　基本的にあいつの中での最優先事じ項こうは映画だしな。それでも、彼女のことは大事にしてたよ。けど、結局は彼女が裏切る形で別れることになったんだ」

「え、浮気ってことですか…？」

「そう。他ほかの男との間に子供ができて仕方なく。そういや、あれからはほとんど女とつき合ってないな。もしかしたら、女がトラウマになってんのかもなあ」

「…………」

　堂島の言葉に、直哉は視線を落として押し黙だまった。ふと、あの夜に上杉が何気なく口にした言葉を思い出した。

　───それだけ一いち途ずだってことだろう？　俺は君みたいな子が理想だけど。

　裏切られた過去があったから、あんなふうに云っていたのかもしれない。

　彼女が不安になったのは、映画にばかり夢中になって背中を見せていたせいかもしれない。けれど、上杉は信じていたからこそ背中を預けていたのではないだろうか。

（上杉さんはどこまで本気なんだろう）

　オーディションで再会して以来、上杉はずっと直哉のことを口説いてきている。それを軽く流していたのは、本気ではないと思っていたからだ。

　お約束のネタのようなものとして受け止めていたけれど、いまになってわからなくなってしまった。

「弓削さん、大だい丈じよう夫ぶでしたかー？」

「……ッ」

　考えごとに意識を取られていた直哉は、スタッフの声にはたと我に返った。戻もどりの遅おそい直哉を心配して迎むかえにきてくれたのかもしれない。

　慌あわてて顔を上げると、堂島に肘ひじで突つかれ、小声で囁ささやかれた。

「少し喋しやべりすぎたな。いまの話は上杉には内ない緒しよだぞ」

「あ、はい、わかってます」

　直哉は曖あい昧まいに笑みを返す。釘くぎを刺されなくても、そんなことを聞いたなんて、本人に云えるわけがない。

「ヘアメイク直しますので、こちらに来てもらえますか？」

「あ、はい、お願いします」

　スタッフに呼ばれ、小走りで駆かけ寄る。

（撮影に集中しないと）

　この先は仕事だ。プライベートの悩なやみを、表に出すわけにはいかない。

　直哉は自分にそう云いい聞かせる。喉のどの奥に閊つかえているもやもやとしたものをどうにか吞のみ込むと、無む理り矢や理り頭を切り換かえた。










「『君はもう、ここには来ないほうがいい』……うーん、もっと突き放して云ったほうがいいのかな」

　皆みなが寝ね静しずまった頃ころ、直哉はホテルの建物から飛び出す形で併へい設せつされた小さな教会にいた。

　ここはホテルで結けつ婚こん式しきを行うために作られたわけではなく、この建物を別べつ荘そうとして買い取った以前の持ち主が信心深いクリスチャンだったために増築したのだそうだ。

　六角形の屋根にはステンドグラスがはめ込まれている。月明かりを通して輝かがやく様は本当に綺き麗れいだった。

　だが、直哉はそれらの美しさを堪たん能のうしに来たのではない。

　明日、撮さつ影えいするシーンの練習をしに来ているのだ。部屋で台詞せりふを読んでいたら周囲の迷めい惑わくになるかもしれないし、外は外で声が響ひびいて恥ずかしい。

　そんな相談をホテルのオーナーにしたら、ここを薦すすめられた。

　客室からは離はなれているから少しくらい大きな声を出しても聞こえないし、窓を開けなければ外に声が漏もれることもない。練習にはもってこいの場所だった。

　しかし、今日はなかなか集中することができない。休きゆう憩けいのあとの後半の撮影も、いまいち本調子が出なかった。

　台本に書かれた台詞を読もうにも、どうしても目が滑すべる。直哉が気もそぞろになっているのは、昼に堂島から聞かされた上杉の過去のせいだった。

（昔の恋人か……）

　たしかにあの映画からは愛情が溢れていた。何も知らずに見ていたときは、上杉の技ぎ巧こうが素す晴ばらしいだけかと思っていた。

　けれど、あの優やさしい眼まな差ざしそのもののカメラワークは、彼女への慈いつくしみ故ゆえだったのだ。いまはもう見終わったあとの爽さわやかな切なさはなく、濁にごった重苦しい気持ちに支配されている。

（違ちがう、好きなんかじゃない）

　自分でも白々しいと思っていても、認めるわけにはいかない。認めてしまったら、いまのような関係ではいられなくなってしまう。

「───続きはどうした？」

　物思いに耽ふけっていた直哉は、不意に声をかけられぎょっとした。

「上杉さん!?　いつからそこに……っ」

　振ふり返ると、閉めたはずの扉とびらが開いており、上杉はその横の柱に寄りかかるようにして立っていた。上杉のことを考えていたせいで、必要以上に動どう揺ようしてしまう。

「二十分くらい前かな」

　その間、ずっと見られていたのかと思うと恥ずかしくなる。練習を見られるのはともかく、ぶつぶつと呟つぶやいていた独り言を聞かれていたのがいたたまれない。

「いるなら声かけて下さいよ！」

「だから、いまかけただろう」

「そうじゃなくて、もっと早くってことです！　黙って見てるなんて趣しゆ味み悪いですよ」

「俺がいるってわかったら、緊きん張ちようするだろう？　さっきの芝しば居い、よかったと思うよ。撮影のときも、あのくらい自由に演じてくれて構わないのに」

「……っ」

　撮影ではいつも芝居が硬かたいと指し摘てきされている。失敗しないようにと思ってしまうせいで、萎い縮しゆくしてしまうのだ。

　何度も演じているうちに解れてはくるのだが、シーンが変わるたびに硬くなる。

「……すみません」

「何がだ？」

「撮影で迷惑をかけていて申し訳ありません！　俺ばっかりリテイク多くて、上杉さんにも、皆みなさんにも迷惑かけて……」

「直哉は充じゆう分ぶんがんばってる。スタッフから文句を云われたことはないだろう？　一いつ生しよう懸けん命めいやってるし、着実に成長してるのがわかるから、みんな見守ってくれてるんだ」

「……っ」

「俺こそ、何回もやらせて悪いと思ってる。他の役なら及きゆう第だい点の演技でも、ＯＫ出してないからな。『ナツ』だけは絶対に妥だ協きようしたくないんだ。直哉が食いついてきてくれて、助かってる」

「俺、上杉さんの期待にちゃんと応こたえられてますか？」

「ああ、もちろん。期待以上だよ。……ただ、一人だけ小うるさいのがいるみたいだけどな。あれは大目に見てやってくれ。あいつも色々複雑なんだろうからさ。けど、本当に困ったことがあったら、俺に相談するように」

　あいつというのは、岡野のことだろう。堂島だけでなく、上杉も自分たちの間に確かく執しつがあることに気づいていたようだ。

「は、はい」

　いままで敢あえて何も云わずに見守ってくれていたのだろう。監かん督とくである上杉が口を出してきたら、余計にややこしいことになっていたかもしれない。

「マネージャーがついてないと、何でも自分で処理しなきゃいけないから大変だろう？」

「そのへんは慣れてるから平気ですよ」

　劇団ストリームスはあくまで小規模な劇団のため、事務方が少ない。看板の五十嵐や若狭でさえ、現場にはほとんど一人で行く。初めての現場には近藤がついてくることもあるけれど、毎回つき添そえるほど人手があるわけじゃない。

　マネージャーがいるに越こしたことはないけれど、いままで不便だと思ったことはないし、一人のほうが身軽なときもある。

「俺の目が行き届かないときもあるから、本当はついててもらいたいんだけどな」

「え？　そういう意味ですか？」

「いや、何でもない、こっちの話だ」

「……？」

　呟きの意味がわからず目を瞬またたいていると、上杉は迷いを見せたあと、釘を刺さしてきた。

「一つだけ、注意しておく。堂島にはできるだけ近づくなよ」

「何でですか？　いい人じゃないですか。すごく親切にしてくれてますよ？」

「悪いやつじゃない。役者としての実力はあるし、仕事の面では信しん頼らいできる。けど、あいつはダメだ」

「いったい、何がダメなんですか？」

　はっきり云ってくれないとわからない。言葉を濁す上杉に食い下がると、云いにくそうに理由を教えてくれた。

「暁は男女問わず下半身が緩ゆるいんだよ」

「下半身……」

「友人としてはいいやつと云えなくもないが、そっち方面は本当にいい加減なんだ。手だけは早い男だから、絶対に二人きりになるんじゃないぞ」

『絶対』にやたらと力が入っている。心配してくれるのは嬉うれしいが、それ以上に自分が頼たよりないと云われているようで、つい反発してしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、堂島さんは俺が不慣れだから声をかけてくれてるだけです。五十嵐さんに俺のこと頼たのまれてきてるって云うし。万が一、何かあったとしても、俺だって男なんですから反はん撃げきくらいできます」

「君のことが信用できないって云ってるわけじゃない。相手が百ひやく戦せん錬れん磨まだから、気をつけておけってことだ。あいつに本気で口説かれて、ホテルに連れ込まれなかった相手を俺は知らない」

「そ、そんなに…？」

　上杉がここまで口を酸すっぱくして云ってくるということは、本当に堂島の手の早さは普ふ通つうではないのかもしれない。

「本気で節操なしなんだ、あの男は」

　上杉の吐はき捨てるような物云いに、少し怖こわくなってきた。

　いまの話を聞く限り、上杉は堂島を嫌きらっているわけではないようだ。むしろ、親しいからこそ、本当の顔を知っているといったところだろう。

「───すまん、唐とう突とつに。いきなりこんなこと云いわれても戸と惑まどうよな。君にしてみたら、小うるさく感じてるかもしれない」

「い、いえ……」

　それまで強い口調で云い聞かせてきた上杉の勢いがなくなった。ムキになっていることに、自分でも気がついたのだろう。

「直哉にずいぶん興味を持ってるようだったし、俺が君を大事にしてるってわかったら、暁は必ずちょっかいを出してくると思う。俺の目の届く範はん囲いなら守ってやれる。けど、どうしても無理なときもあるだろう？」

「…………」

　もどかしげな上杉の言葉に、じわじわと顔が熱くなってくる。

　直哉も男だから、誰だれかに守って欲しいわけじゃない。けれど、自分を大切にしてくれている上杉の気持ちは嬉しかった。

　心配してくれているのはわかっている。いささか過保護な気はするけれど、上杉の年ねん齢れいからしたら直哉は庇ひ護ごすべき対象に見えても仕方ないかもしれない。

「納なつ得とくできないかもしれないけど、約束してくれ。頼む」

「ちょっ、上杉さん、頭を上げて下さい！」

　直哉は慌あわてて上杉の頭を上げさせた。

「わかりましたから！　約束します。これからは、二人きりにはならないよう気をつけます」

　堂島と話すなと云われているわけではない。撮さつ影えいの都合上、一いつ緒しよになることが多いのだが、要は『二人きり』にならなければいいのだ。

　そう約束しておけば上杉が安心できるのならと思い頷うなずいた。

　監督としてあらゆることに気を配らなければいけない現場にいるのだから、取り除ける不安の種は排はい除じよしておくべきだろう。

「ありがとう」

「……っ」

　ほっとした様子の上杉の笑えみに、ずきりと胸が疼うずいた。そこで生まれた甘い切なさが、全身を浸しん食しよくしていく。

（あんまり優やさしくしないで欲しいのに）

　上杉は誰にでも優しい。堂島は誰もがその優しさを誤解してしまうのだと云っていたけれど、直哉に対するそれは、やはり『特別』なものに思える。

　彼の言動をどう解かい釈しやくすべきか、直哉はまた悩なやみ始めていた。

　会話が途と切ぎれ、二人して黙だまり込んでしまった。そんな沈ちん黙もくがいたたまれず、微び妙みような空気を変えるために、直哉のほうから何気なさを装って問いかけた。

「えーと、上杉さんと堂島さんは、高校生のときからのつき合いなんですよね？」

「あいつに聞いたのか？　いつそんな話をしてたんだ」

　話題の選せん択たくがあまりよくなかったかもしれない。堂島のことから離はなれたほうがよかったと気づいたけれど、一度口にしてしまった以上、やり直すことはできなかった。

「ええと、休きゆう憩けいのときにコーヒーを零こぼしちゃって、着き替がえてるときに心配して見にきてくれたんです」

　説明しながら、そういえばあのときは上杉が危き惧ぐするシチュエーションだったことに気づく。忠告を受ける前だったからやむを得ないのだが、敢えて云うべきではなかった。

「何もされなかっただろうな!?」

「も、もちろんです」

　セクハラめいたことは云われたけれど、そんなこと云えるわけがない。堂島のああいった発言をいちいち気にしていたら、会話すらできなくなってしまう。

「腐くされ縁えんの悪友だよ。何か余計な話を聞かされたんじゃないだろうな？」

「上杉さんの昔の話を少しだけ聞かせてもらいました。昔からモテモテだったって」

　何も聞いていないというのは、いかにも噓うそくさい気がしたので、差し障さわりのない話を口にした。それでも、普ふ段だんの穏おだやかさが噓のように、上杉が一いつ瞬しゆんだけ怖い顔になる。

「あいつ、余計なことは云うなって云っておいたのに……」

　上杉の初めて見る表情に血の気が引き、直哉は慌ててフォローを入れた。

「あの、でも、聞いたのはそれくらいですからっ」

　そんなに知られたくないということは、過去を後こう悔かいしているせいかもしれない。若わか気げの至りという言葉があるくらいなのだから、誰だって若いときは羽目を外しやすい。

　上杉の様子をはらはらしながら見守っていたら、やがて口元に皮肉な笑みを浮うかべた。

「たしかに大学の頃ころの素行は褒ほめられたものじゃないから、自じ業ごう自得だけどな」

「え…？」

「けど、俺なんかよりあいつのほうがすごいことしてるぞ。大学一年のときに四股またかけてるのがバレて刺されそうになったんだからな」

「四股って……ずいぶんマメなんですね」

　堂島の武勇伝は人並み外れている。浮うわ気きを隠かくすのも簡単ではないだろうし、それだけの人数と連れん絡らくを取り合うだけでも、ずいぶんな労力を使うはずだ。

（この二人がつるんでるって、相当目立つよな……）

　いったい、どんな学生だったのだろう。

　上杉の云う『自業自得』な素行も気になったけれど、追つい及きゆうしないでおいたほうがいいだろう。堂島に聞いた上杉のモテっぷりを考えれば、状じよう況きようは何となく想像がつく。

「その内訳が女二、男二で、最終的に男二でくっついて、堂島が全員に振ふられることになったんだけどな」

「それって作り話じゃないですよね…？」

　まるで映画や小説のような展開に、むしろ感心してしまう。友人である上杉から、『下半身が緩い』と云われるだけはあるようだ。

「マジだって。あいつの持ちネタになってるから聞いてみろよ───って、やっぱりダメだ。近づくなって云ったばっかだったな」

「もう、どっちなんですか」

　近づくなと云ってみたり、話を聞いてみろと云ったり、云ってることが反対だ。どっちつかずな上杉の言葉に思わず声を上げて笑うと、頭をぐしゃぐしゃと搔かき回された。

「ちょっ……何するんですか!?」

　どうも頭を撫なでられるのに弱いようだ。ちょっと乱暴な指の感かん触しよくに、つい無防備な顔になってしまう。

「やっぱ、直哉は可愛かわいいなと思ってさ。俺の見る目は正しかった」

「な、何云って……っ」

　眩まぶしいものを見るかのような眼まな差ざしに、思わずドキリとする。そんな動どう揺ようを見み抜ぬかれたくなくて、直哉はさりげなく目を逸そらした。

「どうしてもあいつと話がしたかったら、俺を呼ぶんだぞ。絶対だからな」

　上杉は直哉の鼻先に人差し指を突つきつけ、キツく厳命してきた。直哉がこくこくと頷くと、上杉は満足そうに笑った。

「よし、じゃあ今日はもう寝ねろ。夜よ更ふかしはお肌はだの敵だぞ」

「え、でも、練習がまだ……」

　中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わっている。もう一通り、明日のシーンをさらっておきたい。明日こそは、上杉や共演者、スタッフたちに迷めい惑わくをかけたくない。

「監かん督とく命令だ。役者には充じゆう分ぶんな休養も必要だからな。君の役作りは充分だよ。あとは肩かたの力ちからを抜ぬくだけでいい」

「───本当に？」

「ああ。自信を持っていい。俺がいいって云ってるんだから、いいんだよ」

　上杉の言葉に、すっと胸の中に蜘蛛くもの巣すのように張り巡めぐらされていた不安が薄うすらいでいった。彼は本当に役者をその気にさせる天才だ。

「俺は先に戻もどるな。一緒にいたら、部屋に連れ込みたくなる」

「う、上杉さん！」

「おやすみ、直哉。またあとで、夢の中でな」

　上杉は自分の指にしたキスを直哉に投げて去っていく。その気き障ざすぎる仕草に呆あきれつつも、顔が熱くなるのを止めることはできなかった。

（本当に演出の細かい人だよな……）

　投げられたキスが頰ほおに当たったような気がして、ついつい手の甲こうで擦こすってしまう。

　演じることへの悩みは、上杉にかけてもらった言葉で幾いく分ぶん解消した。けれど、個人的な感情のほうが手に負えなくなってきている。

　胸の内の葛かつ藤とうとはうらはらに、上杉への想おもいは日に日に大きくなってきているのだ。あんなふうに気き遣づかってもらって、嫌いやな気持ちになる人間はいないだろう。

　いつも不思議に思う。人間は頭で物事を考えているはずなのに、感情が動くときは心臓のある場所が異常を訴うつたえてくるのは何故なぜだろう。

（どうしたらいいのかな……）

　堂島に聞かされた過去のせいで生じた疑問は、直哉の中で困こん惑わくに変わっていた。上杉の云いう『好き』の重さが、どれほどのものなのか判断がつかない。

　月明かりに照らされたステンドグラスを見上げながら、直哉は大きくため息をついた。
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「あのさ、もうちょっと空気読んで動いてくれないかな。鈍どんくさい『ナツ』なんてありえないだろ」

　夕食の時間、軽く酔よいの回った岡野が絡からんできた。いつもはアルコールを口にしないのだが、明日が撮休のため、節制を緩ゆるめたのだろう。

　いつもとは違ちがい、今日の食事は立食形式だった。

　今日の撮さつ影えいで、ロケのスケジュールは折り返し地点だ。そのため、今晩の食事は中打ち上げのような雰ふん囲い気きになっている。用意されたビールの量も普段よりも遥はるかに多い。

　あちこちから賑にぎやかな笑い声がこだましている。ホテルの宴えん会かい場が居酒屋のような雰囲気になっていた。

「ご、ごめん。次から気をつける」

「まあ、最初よりはよくなってきてるけど」

　相変わらず、岡野は直哉に突っかかってきているけれど、子供っぽい嫌がらせは初めの頃よりは減ってきていた。

　嫌みが減ったぶん、ストレートに芝しば居いについてのダメ出しが増えた。

　初めのうちは落ち込むばかりだったけれど、いいものを作ろうと思うあまり、小こ姑じゆうとのようになっているだけだと気づいてから、気持ちが楽になった。

　そんなふうに思えるようになったのは、上杉が見守ってくれているのだとわかったからもある。嫌みな言葉も、どんな気持ちで云っているのだろうと考えるようになったら、冷静に受け止められるようになってきた。

　岡野はミーハーな売れ方のわりに、『芝居』に対しての考え方が硬かたく、役作りに関してはストイックに作り込むタイプだった。

　直哉に対してキツいのは、新人のくせにという意識があるからだろう。いい演技ができたときは、遠回しに褒めてくれたりもする。

（今日は違う意味で機き嫌げん悪かったけど……）

　家族のようにアットホームになってきた夕食の時間がいつもとどこか違うのは、この中に『余よ所そ者もの』が交じっているせいだ。

　余所者とは、陣じん中ちゆう見み舞まいと称しようして訪おとずれている女優の白石瞳子のことだ。

　白石は以前、上杉の映画で主演し、それがきっかけでブレイクした。いまでは押しも押されもせぬ実力派女優として名を馳はせている。

　そんな彼女が急に『見学したい』とのことで、現場に来ることになったらしい。

　上杉はとくに気にしなくていいと云っていたけれど、スタッフたちはそうもいかない。結局、妙みように浮うき足立った一日となった。

　岡野は、そうやって空気を乱されていることに苛いら立だっていた。

「おい、俺の話聞いてんのかよ」

「聞いてるよ。岡野くんが悪いところを指し摘てきしてくれて助かってる。本当にありがとう」

「な、何云ってんの？　別にお前のために云ってるわけじゃないし」

「でも、ありがとう」

　重ねて礼を云うと、岡野は顔を赤くした。意外と照れ屋らしい。

「……っ、これ、片づけといて。俺はもう部屋に戻る」

「えっ、もう？　でも、まだお開きになりそうもないけど……」

「どうせ、今日の主役はあの女だろう？　ったく、希美のこと何だと思ってんだよ」

　打ち上げは基本的に、スタッフたちを慰い労ろうするためのものだ。けれど、白石の登場で主役はすっかり彼女に奪うばわれてしまっている。

　本来の主役である大島はあまり気にしていない様子で、仲よくなった大道具・小道具の年配のスタッフから楽しそうに話を聞かせてもらっているが、同じ事務所の先せん輩ぱいである岡野には面白くないようだ。

　白石はさっきからずっと上杉の隣となりの位置をキープし、一方的にテンション高く話しかけている。彼女が上杉に好意を抱いだいているのは、彼への態度を見ているだけでわかった。

　恋こいする女性はエネルギーに溢あふれている。テレビで見るときより、幼く見えた。きっと、あれが本来の彼女の顔なのだろう。

「つーわけで、あとはよろしく」

「ちょっ、岡野くん!?」

　岡野は手にしていたグラスを直哉に押しつけ、さっさと行ってしまった。

　仕方なく岡野のグラスを片づけ、新しい皿を取りに行く。食事を取り分けながら、ちらりと上杉のほうへ視線を向けた。

　相変わらず白石は上杉にべったりだ。にこやかに応対している上杉を見ていたら、だんだんと胸の中が黒いもので覆おおわれてきた。

（何で俺はこんなにもやもやしてるんだ……）

　直哉は白石に嫉しつ妬とする権利も、上杉に対して独どく占せん欲よくを抱く資格も持っていない。

　すっかり空腹感が薄れてしまい、皿に盛ったサラダすら食べる気がしなくなってしまった。こっそりとため息をついていたら、背後から堂島の声がした。

「相変わらず、浩市にご執しゆう心しんだな、彼女」

「堂島さん」

　上杉の忠告を思い出して身構えたけれど、周りにはたくさんの人がいる。いまはとくに気をつける必要はないだろう。

「はい、これ白石さんからの差し入れだって。まだ食べてないよな？　マネージャーが東京から全員分運んできたらしいよ」

　ぽんと某ぼう有名洋よう菓が子し店のプリンを手て渡わたされる。

　白石からの差し入れかと思うと複雑な気分だったけれど、食べ物に罪はない。直哉は手にしていた皿を近くのテーブルに置き、セロファンの蓋ふたを剝はがした。

　ピンク色をしているからイチゴか何かの味をしているのだと思うが、口に運んだプリンの味はよくわからなかった。

「堂島さんは食べないんですか？」

「俺にはこれがあるから」

　そう云って、もうほとんど残っていないワイングラスを掲かかげる。残りを飲み干すと、近くのテーブルの瓶びんから手て酌じやくで注いでいる。

「浮かない顔してるけど、どうした？」

「疲つかれが出たのかも。明日が撮休だと思ったら、気が緩んだのかもしれません」

　まさか、上杉に張りついている白石に嫉妬しているとは云えない。苦笑いでごまかしたけれど、堂島は直哉が視線を泳がせたのに目め敏ざとく気づいたようだった。

「部外者のくせに態度でかいよな」

「ど、堂島さん？」

　あまりにはっきりとした物云いいにぎょっとした。誰だれかに聞かれていないだろうかと、周りを見回してしまう。

「直哉もうざいと思ってんだろ？」

　肩かたに手を回され、顔を寄せて囁ささやかれる。酒さけ臭くさい息に、反射的に顔を背そむけてしまった。

「俺はそんなこと……」

「俺はうざい。明日は撮休だから、今日明日ここに泊とまって、明後日あさつてまでいるらしいよ。あちこち見て行きたいんだってさ。素人しろうとじゃないんだから、現場の空気を乱さないで欲しいよ」

　堂島のうんざりとした口調に、怒いかりが垣かい間ま見みえる。

「明後日までって、白石さんって忙いそがしくないんですか？」

　さりげなく堂島の腕うでから逃のがれつつ、疑問を口にする。

　彼女は、いま一番旬しゆんの女優と云っても過言ではない。丸二日も休めるような状じよう況きようではないはずだ。

「この先の休みを振ふり替かえる形で無む理り矢や理りオフを取ったんだってさ。撮影が見たいって云ってたけど、本当は上杉に会いたかっただけだろ。撮休に合わせてくれば、一日相手してくれると思ったんだろうな」

「そんなに上杉さんのことが───」

　オーディションのときの噂うわさ話ばなしを思い出す。あの場にいた誰かが、上杉と白石がつき合っていたらしいという話をしていた。

「初めっから相手にされてないから、こうでもしなきゃ会えなかったんだろ。噂うわさが立ったのだって、彼女が自分から云いふらしたからだよ」

「え、それって噓うそを云ってたってことですか？」

「噓を吐つくわけじゃない。はっきり関係があるとは云わずに、わざと勘かんぐらせるようなことを云うんだ。例えば、一いつ緒しよに食事に行ったのが本当でも、他ほかに人がいたことを云わなければ、二人きりだったんだろうって思うのがワイドショーのレポーターの性さがだろ？」

「何のためにそんなこと云うんですか？」

　自ら誤解を招くようなことを云いふらす理由がわからない。マスコミに追いかけられることになり、煩わずらわしいことが増えると思うのだが。

「どうにかして、自分のほうを向いて欲しいからだよ。先に噂が立てば、既き成せい事じ実じつっぽくなると思ったんじゃないか？」

　白石の表情を見れば、上杉のことを本気で恋こい慕したっているのはわかる。けれど、そんな回りくどいやり方をしたら、逆に嫌きらわれてしまう可能性だってある。

「最初は謙けん虚きよないい子だったんだけど、最近ちょっと鼻につく。事務所に吹ふき込まれたんじゃないかと思うんだよな。スキャンダルは御ご法はつ度とだけど、相手が浩市なら相手としては十二分だし、また映画に使ってもらえば女優としての評価が上がる。どうにかして実力派女優の看板を確かなものにしたいんだろうよ」

「はあ……」

　生々しい裏事情を聞かされても、返事に困る。直哉の中に残っていた白石の清純派のイメージはすでに崩くずれさっていた。

　恋こい心ごころを大人の事情に利用されているとしても、自分の行動が相手の迷めい惑わくになるかどうかということが想像できないのは、考えが足りなすぎる。

（ヤキモチを焼いてるから、こんなふうに思っちゃうのかな）

　普ふ通つうの男なら、あんなに可愛かわいい子に好かれれば悪い気はしないだろう。上杉は彼女がいたくらいだから、ゲイではなくバイだ。

　あれだけ積極的に迫せまられたら、その想おもいに応こたえてもいいと思うかもしれない。上杉の理想は『一いち途ずな子』だ。白石も充じゆう分ぶんその条件を満たしている。

　直哉が暗い顔をしていたら、堂島が頭を搔かきながら謝ってきた。

「悪い悪い、ヘンな話聞かせて。こんな話されても楽しくないよな」

「いえ、勉強になりました」

「余計なことまで知る必要はないけど、芸能界は汚きたないことばっかりだから、足あしを掬すくわれないように気をつけろよ」

「は、はい」

　堂島にまでこんなふうに云われるなんて、そんなに自分は抜ぬけてそうに見えるのだろうか。世間知らずなのは認めるけれど、何となく釈しやく然ぜんとしない。

「口直しに飲み直すか！　何飲む？　取ってきてやるよ」

「あ、俺が行きます」

「いいっていいって。ビールでいいか？」

「オレンジジュースかウーロン茶をお願いします」

　直哉はあの日以来、ほとんどアルコールを口にしていない。映画の打ち入りのときの食事会でも、一口だけで終わりにした。気を利きかせてくれた先せん輩ぱいに注文をつけるのは失礼かと思ったけれど、あの夜のことを考えたら、気軽に口にはできなかった。

「酒飲めないの？」

「あ、はい、あまり強いほうではないので」

　飲めないことにしておいたほうが、差し障さわりがないだろう。無理をして、とんでもないことをやらかすよりはいい。

「意外だな、けっこう飲みそうに見えるのに」

「そ、そうですか？」

「そうだ。俺の出番はここのロケでお終しまいだから、ちょっと淋さびしいな。よかったら、携けい帯たい番号とか教えてよ。ほら、携帯出して」

「は、はい」

　堂島に促うながされ、携帯番号を交こう換かんする。上杉の顔が脳のう裏りを過よぎったけれど、この状況では断るほうが難しい。

（電話番号くらいいいよな……？）

　上杉には堂島に気をつけろと口を酸すっぱくして云われたけれど、この場合仕方ないだろう。二人きりのシチュエーションさえ避さければ、問題はないはずだ。

「あ、口くちの端はしについてる」

「え？」

　口元を指で拭ぬぐわれた。いきなりのことにびっくりして固まっている直哉の唇くちびるを、堂島は何度も何度もなぞってくる。

「あ、あの、まだ、取れないんですか？」

「うーん、もうちょっと？」

「んっ、も、もういいですから……っ」

　どんなに汚よごれていたとしても、こんなにしつこく拭わなければならないほどではないはずだ。

（……もしかして、これってセクハラ？）

　アルコールが入っているせいか、堂島はさっきからスキンシップ過多だ。

　だんだんと堂島の指の感かん触しよくが不快になってきたけれど、大先輩である相手にそれを云うわけにもいかない。

「や、ちょ、堂島さんっ」

「弓削くんの唇くちびる柔やわらかいよね。赤ちゃんみたい───いてっ」

「お前は何をやってるんだ！」

　堂島のセクハラから逃れることができて、ほっとする。

　見ると、上杉の拳こぶしは固く握にぎられている。ごつんといい音がしたのは、その拳が堂島の頭にヒットしたせいのようだ。

「何って、唇にソースがついてたから拭ふいてあげてただけだろ」

　そう云いつつ、堂島は上杉と視線を合わそうとはしない。やはり、堂島にはイタズラ心があったようだ。

（でも、助かった……）　>>>♥

　堂島の指の感触を消すために、唇を手の甲こうで拭ぬぐう。不快感とまでは云わないけれど、正直いい気分はしなかった。

「暁、直哉にヘンなちょっかいかけるなって云ってあっただろう！」

　目を吊つり上げる上杉に、堂島はニヤニヤとしながら云い返す。

「普通に親しくしてただけじゃないか。お前こそ、白石瞳子を放っておいていいのか？」

「別に俺はあの子の保護者じゃないからな」

「じゃあ何？　直哉の保護者のつもりとでも云いう気か？」

　そんな堂島の問いに、上杉は堂々と頷うなずいた。

「そうだよ、俺は監かん督とくだからな。役者に気を配って当然だろ。行くぞ、直哉。お前はもう寝ねろ」

「え、あ、寝ろって云ったって…！」

　まだ場は盛り上がってるし、時間もそう遅おそくない。若手の自分が先に退席するのは失礼に当たるのではないだろうか。

「これは命令だ」

「ちょっ、上杉さん!?」

「いいから来い！」

　問答無用に、腕うでを摑つかんで引っ張って行かれる。無言で連れて行かれたのは、上杉が寝ね泊とまりをしている部屋だった。

「入れ」

　暗い室内に明かりがつく。背後でガチャリと鍵かぎがかかる音がした。

　上杉の部屋はこのホテルで一番いい部屋のようだ。リビングの奥に見える二つのドアは寝しん室しつに繫つながっているのだろう。

「あ、あの───」

「……あんなふうに触さわらせるなんて何を考えてるんだ？」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、上杉は苛いら立だった様子で聞いてきた。何を考えているのかと云われても、自分の立場を考えたら、あの程度のことで無む闇やみに嫌いやだと拒こばむわけにはいかない。

「仕方ないじゃないですか、あの場合。堂島さんは大先輩なんですから」

「ああいうときは俺を呼べばいいだろう」

「…………」

　呼べるものなら、呼んでいた。けれど、上杉はずっと白石と話していて、直哉が声をかけられるような状じよう況きようではなかった。

「何か云いたいんじゃないのか？」

「……別にないです」

　けれど、さっきのもやもやした気持ちのせいで、上杉に対して素す直なおになれない。持つ資格のないはずの嫉しつ妬と心を上手うまく処理できず、苛立ってしまう。

　頑かたくなな態度の直哉に、上杉は深いため息をついた。

「今日はここで寝ろ」

「え？」

「寝室は二つあるし、シャワールームもついてるしな。その奥の部屋を好きに使っていい」

「ちょ、何云ってるんですか!?」

「自分の部屋に戻もどります。上杉さんの云うようにもう寝ますから」

「堂島が来るかもしれない部屋に一人で置いておけるわけないだろう」

「堂島さんだって、部屋までは来ませんよ。心配しすぎです」

「どうしてそう云い切れる？　あいつは口が上手いって云っただろう。てきとうなことを云って油断させて、部屋に入ってくるかもしれない。相談があるから部屋に入れてくれとか云われて断れるか？」

「それは───」

　多分、無理だ。堂島ほどの役者の演技を直哉が見み抜ぬくのは難しいし、強く云われると断り切れない自分の性格も知っている。

「ほらな。いいから、今夜は俺の部屋で寝とけ」

　上杉は、そう云い置いて出口のほうへ踵きびすを返した。足を踏ふみ出そうとしたところを呼び止める。

「上杉さんはどこ行くんですか？」

「下に戻る。俺がいると気き詰づまりだろう？」

　戻るという言葉に、ガンと頭を殴なぐられたようなショックを覚えた。

　下の宴えん会かい場には白石がいる。自分のいないところで、さっきのような遣やり取りが繰くり広げられるのかと思ったら、平常心でいられなくなった。

「白石さんがいるからですか？」

　直哉の口から発せられたのは、自分でも驚おどろくほど冷ややかな声だった。

「そんなわけないだろう。君は何が云いたいんだ」

　苛立ったような返答に、少しだけ冷静さが戻ってくる。

（俺にこんなこと云う資格なんてない。上杉さんの言葉を真に受けて、恋こい人びと面づらするつもりか？）

　自じ嘲ちよう的な自問に、現実を思い出す。それでも、口調に棘とげが残ってしまった。

「……何でもないです。行くなら早く行って下さい。俺はここで大人しくしてますから」

「何か勘かん違ちがいしてないか？　瞳子とは別に───」

「聞きたくない！」

「直哉…？」

　上杉が白石を名前で呼び捨てにしたことに、過か剰じよう反応を示してしまう。

　彼女を主役に映画を撮とったのだから、驚くようなことではないのかもしれない。けれど、直哉の中で渦うず巻まいている黒い感情が嵐あらしに変わってしまった。

「すみません、もう一人にして下さい。今日の俺はおかしいんです。また酔よってるのかもしれません」

　上杉の顔を見ていると、自分の感情のコントロールが効かなくなる。冷静さを取り戻すには、気持ちの整理が必要だった。

「噓うそつけ、一口だって酒は飲んでないだろ。もしかして、暁に何か云われたのか？」

「堂島さんは関係ありません！」

「じゃあ、何があった…？」

「……上杉さんといると辛つらい。息苦しくてしょうがないんです！　こんなことなら、堂島さんと一いつ緒しよにいたほうがよかった…っ」

　どうしても、言葉が止まらない。自分で思っていた以上に、白石への嫉妬で心がささくれていたようだ。

　荒すさんだ顔を見られたくなくて背中を向けると、吐はき捨てるような呟つぶやきが聞こえた。

「暁にずいぶん懐なついたもんだな。俺よりも、あいつのほうがいいって？」

　上杉らしくない声こわ音ねに、ぎょっとする。

　思わず振ふり返って目に入った上杉の顔には、いままで見たことのない苛立ちが滲にじんでいた。撮さつ影えいのときだって、こんな怖こわい顔はしない。

「上杉さん…？」

「俺とはいたくないけど、暁ならいいって？　散々云っただろう。あいつに不用意に近づくと、食われるって。そんなに犯やられたいのか？」

「違ちが…っ、そういう意味じゃ───」

「だったら、俺が犯ってやるよ」

「え？　痛…っ、放し……うわっ」

　二の腕を摑まれて、明かりのついていない寝室に連れ込まれた。そして、乱暴にベッドに放られる。ベッドのスプリングに受け止められた体を起こそうとしたけれど、それよりも早く、上杉が直哉の上にのしかかってくる。

「上杉さ───んむっ」

　両手をベッドに縫ぬい止められ、嚙かみつくように唇くちびるを奪うばわれた。

　今日の口づけは、いままでになく荒あら々あらしいものだった。強ごう引いんに捻ねじ込まれた舌が口こう腔こうを搔かき回す。逃にげを打つ舌を搦からめ捕とられ、痛みを覚えるほど強く吸い上げられる。

（何で、こんなことに）

　今夜の上杉は、直哉の知らない顔をしていた。直哉のよく知っている彼は、鷹おう揚ようで優やさしくて大人な立ち居い振ふる舞まいができる人だ。

　けれど、いまは余よ裕ゆうもなく、その瞳は苛立ちと怒いかりに支配されてしまっている。

「んん…っ、う、んっ……」

　舌同士が擦すれ合うたびに、体から力が抜ぬけていく。自分が望んだ行こう為いでなくても、好きな人に触ふれられていると思えば、全身が昂たかぶった。

（胸が痛い）

　体を押さえつけられている痛みよりも、心が痛い。それなのに、快感を覚えてしまう自分が歯は痒がゆかった。

　上杉は唇の端はしから零こぼれた唾だ液えきを舌で舐なめ取り、首の付け根を甘嚙みしてくる。ようやく自由になった口で懇こん願がんした。

「も、やめ、て下さ……っ」

　拘こう束そくから逃のがれようと、押さえつけられた手足を必死にばたつかせようとする。けれど、上杉の一言でささやかな抵てい抗こうさえ封ふうじられた。

「暴れるなよ。跡がついたら、みんなにバレるだろう」

「……ッ」

　低い声に怯ひるんだ瞬しゆん間かん、体を裏返された。俯うつぶせに上半身を押さえつけられた体勢で、ズボンや下着を引き下ろされる。

　腰こしだけを少し浮うかされ、剝むき出しになった自身に指が絡からむ。その指が自身の表面を滑すべる感かん触しよくに、直哉は小さく息を吞のむ。

「あ…っ」

「もう濡ぬれてきてる」

　笑いを含ふくんだ云いい方に、カッと顔が熱くなる。取り繕つくろった顔の裏にある矮わい小しような自分を見抜かれているようで恥はずかしかった。

「や、やめ……っ」

　緩ゆるく扱しごかれただけで、直哉のそれは簡単に張り詰つめてしまった。上杉の手の中で、痛いくらいに反り返っている。

　根本の膨ふくらみをやわやわと揉もまれれば腰の奥が疼うずき、裏側の筋をなぞり上げられては背筋に甘い震ふるえが走る。

　先走りの滲んだ先せん端たんを指の腹で丸く撫なでられたときには、ぎくりと内うち腿ももが強こわ張ばった。

「は、あ……っ、やだ、や、あっ、あ……っ」

「今日はずいぶん感じやすいな。酔ってないから？　それとも、欲よつ求きゆう不ふ満まんだった？」

「違…っ、あ、ぁあ……っ」

「そんな声が出ちゃうくらい気持ちいい？　でも、ちょっと大きすぎるかな。外を誰だれか通ったら聞こえちゃうよ」

「う、く……」

　上杉の指し摘てきにぎくりとし、咄とつ嗟さに顔をベッドに押しつける。けれど、巧たくみな指ゆび遣づかいによって引き出される嬌きよう声せいを完全に抑おさえ込むことはできなかった。

　寝しん室しつにはホテルの清せい掃そうを入れていないのか、シーツは上杉の匂においがする。その匂いにさえ体が反応してしまい、より一層熱くなっていく。

「……ッ」

　複雑な胸の内とはうらはらに、直哉の体は上杉に抱だかれたがっていた。状じよう況きようがどうあれ、好きな人に触れられて昂こう揚ようしないはずがない。

「ん、ぅ、んん……っ、も…許し……っ」

　容よう赦しやなく高められた体は汗あせばみ、呼吸も上がりきっている。鼓こ動どうに合わせてずきずきと疼く熱の塊かたまりは、出口を求めて体内で暴れ回っている。

「何を？」

「……きたい、いかせて、下さ……っ」

　そんなことを懇願する自分が恥ずかしくてたまらなかったけれど、終わりのない快感は苦しかった。

「出していいよ。まだ夜は長いんだ」

　上杉は大きく扱きながら、先端の敏びん感かんな部分を爪つめで引っ搔く。促うながされるままに、直哉は絶頂を迎むかえた。

「や、ぁ、あ、ン、んんー…っ」

　直哉は上杉の手の中に欲よく望ぼうを放ってしまった。彼は濡れた指でしつこく直哉の昂ぶりを弄もてあそぶ。残ざん滓しすら絞しぼり取るかのように扱かれ、びく、びく、と続けて小さく達した。

　強張っていた四し肢しから力が抜ける。ぐったりとしていたら、体液で濡れた指が後ろの狭はざ間まを探さぐってきた。

「あ……っ、や、うそ」

「夜は長いって云っただろう」

　脅おどしではなく、本気で自分を抱くつもりだとわかり、愕がく然ぜんとした。

　ぬるりとした感触に窄すぼまりを撫でられ、ぞくぞくと背筋がおののいた。下か肢しが強張るのも構わず、上杉は指先を中に押し込んでくる。

「待っ───」

　異物が入ってきた違い和わ感かんに息を止めると、上杉は浅い部分での抜き差しを始めた。強張った入り口を解ほぐし、中を擦こすって快感を高めようとしてくる。

「ここは早くって云ってるけど？」

「ン、く……う……」

「狭せまいな。意識するから硬かたくなるんだ。もっと力を抜け」

　上杉はそう云って、もう一方の手を直哉の前に回してきた。

　一度達したあとなのに、そこはさらなる快感を求めて張り詰めている。緩く扱かれ意識が逸それた瞬間、後ろを搔き回す指を増やされた。

「あ、うそ、や、あっ、んん……っ」

　同時に与あたえられる刺し激げきに、ただ喘あえぐしかない。そうやって上杉の指に翻ほん弄ろうされていたら、突とつ然ぜん、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。

「……ッ!?」

　直哉の電話の音ではない。だが、上杉はそれを無視したまま、直哉を追い詰めていく。電話は一度切れては、またかかってくる。

　勝手に食事の席からいなくなった上杉を、誰かが捜さがしているのかもしれない。その電話のしつこさに、上杉は舌打ちをする。

「ン……ッ」

　体から指が引き抜かれる。電話に出るのかと思ったら、上杉は着信を切り、電源を落として携けい帯たいを枕まくら元もとに放った。

　スプリングに軽く弾はずんだ四角いものに目を奪われていた直哉は、不意に腰を摑つかんで引き上げられ、次の行為を思い出した。

　初めての夜は、酔よっていた。けれど、今日は一いつ滴てきも飲んでいない。

（怖こわい───）

　その恐きよう怖ふはあの夜以上に大きい。痛みに対する不安もあったけれど、快感に溺おぼれて自らを見失ってしまいそうな自分が怖かった。

　ベッドの上で手を彷徨さまよわせ、指先に当たった枕まくらを握にぎりしめる。

「や…っ、あ、あ───」

　強引に直哉の中に押し入ってきた屹きつ立りつは、受け入れることに慣れていないそこを押し広げながら、ゆっくりと奥へと進んでいく。

　力強い脈みやく拍はくと火傷やけどしてしまいそうなほどの熱さに息を吞む。自分の体の内側で、上杉の鼓動を感じているのだと思うと、不思議な気分になった。

「やっぱり、まだキツいな。けど、痛くはないだろう？」

「……う……」

　痛みよりも苦しさのほうが酷ひどい。内臓を押し上げるような圧あつ迫ぱく感かんに耐たえていると、上杉が意地の悪い質問をしてきた。

「抱かれるのは今日が二度目？　それとも、他に誰だれかとしてみた？」

「……っ、そんなこと……っ」

　上杉以外の人間とすることなんて考えたこともない。

「してたら、もっと慣れてるよな。こんなにキツいわけがない」

「ぁあ…っ、あ、や……ッ」

　上杉は、深く穿うがった直哉の体を揺ゆさぶってきた。酷い圧迫感に息もできないくらいなのに、律動に合わせて、甘さを帯びた声が喉のどの奥から押し出される。

「ん…っ、あ、ああ……っ」

　上杉は直哉の感じやすい場所ばかりを責めてきた。深い場所で繫つながり合った体を荒あら々あらしく揺さぶられ、どうにか抑えていた声がまた大きくなってくる。

「あっ、あ、ああ……っ」

　激しい律動に、体がベッドの上をずり上がっていく。上杉は直哉の腰こしを摑んでぐっと引き寄せると、内ない壁へきを抉えぐるように穿ってきた。激しい突つき上げに視界が潤うるむ。

「ぁあっ、あ、上杉、さん……っ」　>>>♥

　だんだんと、苦しさよりも快感が大きくなってきている。理性を飛ばしかけたそのとき、部屋の外からドアをノックする音が聞こえてきた。

「……っ」

　思考を放ほう棄きしかけていた直哉はその音にぎくりと硬こう直ちよくした。

　鍵かぎはかかっていただろうかと一いつ瞬しゆん不安になり、このホテルの客室がオートロックになっていたことを思い出す。けれど、それだけで安あん堵どはできない。声を漏もらそうものなら、何をしているのか気づかれてしまう。

「上杉さん？　寝ねてるんですかー？」

　どうやら、急に食事の席からいなくなった上杉をプロデューサーが捜しにきたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、鍵かかってるから。大きな声を出さなきゃ気づかれないよ」

　上杉はキツく歯を食くい縛しばっていた直哉の耳元でそう囁ささやくと、胸むな元もとをまさぐり、乳ち首くびを摘つまんできた。

「ん……っ、う……」

　痛いくらいの刺激に思わず声を上げそうになり、直哉は慌あわてて顔をシーツに押しつける。こんな声を人に聞かせるわけにはいかない。

　必死に声を殺している直哉の忍にん耐たい力を試ためしているのか、感じやすい場所ばかり責めてくる。

「上杉さん、白石さんが呼んでるんですけどー。いないんですかー？」

　さらに大きな声で呼びかけてくる。きっと、上杉がいなくなったせいで、白石の機き嫌げんが悪くなってしまったに違ちがいない。

　けれど、この状況では返事をするわけにもいかない。早く彼が諦あきらめて去ってくれるのを待つばかりだ。

「何だ、部屋じゃないのか……。困ったな、どこ行ったんだろ……」

　困り果てた独り言が聞こえる。プロデューサーが去っていく気配にほっとしたその瞬しゆん間かん、キツく突き上げられた。

「あ……っ」

　思わず高い声を上げてしまう。一瞬、ぎくりとしたけれど、プロデューサーが戻もどってくる気配はなくほっとした。

「上杉さん！　あんな……っ、バレたら、どうするんですか……っ」

　まともに言葉を紡つむぐことも難しい状態だったけれど、一言云っておかなくては気がすまなかった。

「バレたっていい。そうしたら、俺が責任取ってやる」

「なっ……」

　いつになく思い詰つめた声こわ音ねに、背筋に震ふるえが走った。冗じよう談だんではなく、本気で云っているように聞こえる。いったい、今日の上杉はどうしてしまったのだろう。

「直哉」

「あ…っ、ン、ぁあ…っ」

「直哉、直哉」

　首筋を唇くちびるで探さぐられながら、名前を呼ばれる。何度も何度も呼ばれているうちに、また視界が滲にじんでくる。何に対して泣いているのか、自分でもよくわからなかった。

　繫がっているそこをめちゃくちゃに搔かき回され、頭の中もぐちゃぐちゃになった。

「あっ、あ、ぁあ……っ」

「俺だけ見てろよ」

「やぁ…っ、あ、ん！」

　苦しげな呟つぶやきの意味がわからなかったけれど、聞き返す余よ裕ゆうなどない。がくがくと激しく揺さぶられ、ただただ喘がされる。

「あっ、あ、や、上杉、さん……っ」

「直哉…っ」

「ぁあ……っ」

　最奥に熱が放たれたのを追うように、直哉も欲よく望ぼうを爆はぜさせた。瞬しばたたいた眦まなじりから涙なみだが零こぼれ、ベッドカバーを濡ぬらす。

　二人ぶんの荒あらい呼吸の中、「ごめん」という小さな呟きが聞こえた気がした。
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　六月末から始まった、映画〈七夜月〉の撮さつ影えいは、二ふた月つきほどで終わった。

　始まる前は長いように思えたけれど、クランクアップを迎むかえてしまえば、あっという間だったように感じる。

　撮影をしている間は、必死に毎日をこなしていた。だが、いまはまるで夢から覚めたようだ。

（あれは夢みたいなものだったのかもしれない）

　大変ではあったけれど、振ふり返ると日々充じゆう実じつしていて、本当に幸せだった。

　上杉浩市作品の準主役に抜ばつ擢てきされたということで、直哉の仕事は一気に増えた。雑誌からの取材は数えきれないほど受けたし、テレビＣＭや連続ドラマへの出演も決まった。

　だけど、これは直哉の実力が認められたからではない。上杉が、光の当たる場所まで引っ張り上げてくれたからだ。

　この状じよう況きように胡座あぐらを搔いて図に乗っていたら、すぐに仕事はなくなるだろう。毎日、そう云い聞かせながら、仕事をこなしている。見せてもらった夢が正夢になるように。

　まず最初の試金石は映画が公開されるときだろう。映画では精せい一いつ杯ぱい演じたし、上杉がＯＫを出したのだから、及きゆう第だい点は与あたえられたのだろう。けれど、やはりどう評価されるかと思うと、不安でたまらない。

「はぁ……」

　直哉の不安は他ほかにもある。それは、上杉との関係だ。

　無む理り矢や理り抱だかれたあの夜以来、プライベートではぎこちなくなったまま、連れん絡らくが途と絶だえてしまった。

　監かん督とくの顔をしている上杉とは、普ふ通つうに接することができても、オフになった途と端たん、どうしていいかわからなくなった。クランクアップ後に、何度か来た上杉からの連絡を全すべて無視していたら、そのうちに電話もメールも来なくなった。

　上杉に怒おこっているというよりも、自分の気持ちに整理がつけられていないこともあって、逃にげ回っていた。そうやっているうちに、謝るタイミングさえ失ってしまった。

　あのときは、上杉の激げき昂こうの理由がわからなかった。けれど、いま考えると軽けい率そつなことをしそうな俺に怒っていたのだろう。

　直哉が外で酔よい潰つぶれて見知らぬ男にホテルに連れ込まれるような隙すきの多い人間だということを知っている。あれだけ気を配っていた相手が、のこのこと罠わなに引っかかりに行くと云い出したら、誰だれだって腹が立つに決まっている。

（メールすら来ないってことは、愛あい想そ尽つかされたのかもな。もう、本命もいるわけだし……）

　先日、週刊誌のトップを飾かざった、上杉と白石の熱愛発覚の記事も、直哉の胸を騒さわがせていた。

　白石がウエディングドレスを選んでいるところを撮とられていて、その下には結けつ婚こん秒読みか、などという煽あおり文句がついていた。

　それを見て、確信した。やはり、直哉を口説いていたのは、ただのリップサービスだったのだろう。失しつ恋れんのカウンセリングのアフターケアのつもりだったに違いない。

　悩なやみすぎたせいで、いまとなっては自分の気持ちがどこまで本物だったのかさえ、わからなくなっていた。

　運命的な出で逢あい、シンデレラストーリーと云われる大抜擢、そして、夢みたいな───そんな状況に置かれたら、誰だって舞まい上がってしまう。

　吊つり橋効果ではないけれど、恋こいだと勘かん違ちがいしたっておかしくはない。恋は勘違いから始まるものだと云っても、それが本物になる確率はそう高くはないだろう。

　考え込んでいたら、ガチャリと更こう衣い室のドアが開いた。ビックリして振り向むくと、近藤が驚おどろいた顔をして立っていた。

「やだ、弓削くんいたの!?　誰もいないかと思ったから……」

「す、すみません、驚かせて」

　こんな早朝に、稽けい古こ場ばの更衣室に人がいるとは普通思わないだろう。

「どうしたの、こんな時間に。また何か忘れもの？」

「いえ、何だか最近、よく寝ねつけなくて……。どうせ眠ねむれないなら、稽古したほうが有意義かなと思って来ちゃいました」

「そっかあ、いきなり忙いそがしくなって、気が張ってるのかもね。でも、体が資本なんだから、ゆっくり休まなきゃダメよ。今度、よく眠れるっていうハーブティー持ってきてあげる」

「ありがとうございます」

　一人暮らしをしている直哉は、近藤の気き遣づかいがありがたい。劇団ストリームスは、彼女にずいぶんと支えられている。

「そういえば、今日は〈七夜月〉の０号試写だったよね」

「あ、はい」

　内心で出されないよう祈いのっていた話題になり、気持ちが沈しずむ。

「何なん時じからだっけ？」

「ええと、たしか四時からです」

　映画は上がってきたフィルムを編集し、音を入れ、ＣＧなどで加工しながら一本の作品として仕上げていく。そういった編集を終えて、最初にでき上がったものが『０号』と呼ばれるテスト用プリントだ。この０号にチェックを入れ、さらに編集を加えたものを劇場に配給する。

「いいなぁ、私も早く見たい。でも、せっかくなら完成したのを大きいスクリーンで見たいしなぁ」

「…………」

　本当なら、一いつ緒しよに行こうと誘さそいたいところだ。けれど、直哉は試写が行われる会場に行くこと自体を躊躇ためらっていた。試写に行けば、絶対、上杉に会うことになる。

　どんな顔をすればいいかというよりも、どんな顔をされるかが怖こわい。何もなかったかのように接されるくらいなら、いっそ邪じや険けんにしてくれたほうがマシだ。

　けれど、上杉がそんなことをするはずがない。彼は誰に対しても優やさしいのだ。

　どうにかして、行かずにすむ方法がないかとずっと考えているのだが、未いまだにいいアイデアは浮うかばない。堂島のように多た忙ぼうな役者なら、その日は都合が悪いと云いえなくもないだろうが、直哉はまだ新人だ。

　以前に比べて忙しくなったとは云え、秒刻みというほどではない。五十嵐に「行きたくない」などと云ったら、また懇こん々こんと説教されてしまう。

　こうなったら、体調不良でドタキャンするしかないかもしれない。

（お腹なか痛いって云うとか？……って、俺は小学生かよ……）

　子供じみた云い訳しか思いつかない自分に内心でツッコミを入れていたら、直哉の携けい帯たい電話がポケットの中で震ふるえた。

「……っ」

　もしかして、と思って画面の名前を確かく認にんした直哉は、すぐに落らく胆たんする。自分から連絡を取ることもできないくせに、期待するなんて浅ましい。

「出ないの？」

「あっ、出ます出ます。堂島さんからだったから、ちょっと驚いて。───はい、弓削です」

　笑ってごまかしながら、通話をオンにする。応対しながら更衣室の外に出て、電波状況のいい稽古場の窓まど際ぎわまで移動した。何となく、近藤に堂島との会話を聞かれたくなかったのだ。

『お、やっと出たな』

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、堂島さん」

　電話だけれど、つい頭を下げてしまう。どんな用件かと訊きくまでもない。きっと、今日の０号試写に関してだろう。

『なあ、今日の試写に来るよな？　そのあとのメシが中止になったって聞いたか？』

「い、いえ、まだです」

　急きゆう遽きよ中止になったのは、週刊誌の一件が落ち着くまでは延期したほうがいいと判断したためだろう。店にまでマスコミが押しかけたりしたら、あちこちに迷めい惑わくがかかる。

『ってことは夜は空いてるよな？　一緒にどっかメシ食いに行かないか？』

「夜、ですか…？」

　堂島と二人きりにならないと、上杉と約束していることを思い出す。いまとなっては、あの約束に効力はないけれど、試写にすら行くつもりがないため、できることなら断りたい。

『もしかして、浩市に俺に気をつけろって云われてる？』

「……っ」

『大だい丈じよう夫ぶだって。岡野も誘ってあるし、帰りはタクシーに乗せるからさ。何なら、五十嵐に迎むかえに来てもらってもいいけど』

「あの、上杉さんのことはいいんです。ただ……」

　試写に行きたくないと云えば、きっと理由を問い詰つめられる。しかし、こうして電話に出てしまった以上、体調不良という云い訳はもう使えない。

　云い淀よどんでいると、

『まさか、試写に来ないつもりじゃないだろうな』

「！」

『参ったな、図星か。上杉の映画好きなんだろ？　見たくないの？』

「……見たいです、けど」

『それなのに、行きたくないわけだ？　そんなに浩市と会いたくない？』

「……ッ、な……」　>>>♥

　ずばずばと図星を指され、言葉に詰まる。パニックに陥おちいり、頭の中が真っ白になった。そんな直哉に、堂島はとどめを刺さしてくる。

『あいつと何かあったんだろう』

「……上杉さんから、何か聞いたんですか？」

　堂島の確信を持った云い方に、動どう揺ようする気力も残っていなかった。

『いや？　ホテルのロケの後半から、浩市の様子がおかしかったからヘンだなと思っただけ。君の演技もその頃ころから役が乗り移ったように入れ込んでただろ。最初は現場に慣れてきたからかと思ったけど、何かからの逃とう避ひで仕事にのめり込んでるのかなって』

「────」

　つまり、鎌かまをかけられたということか。

『大丈夫だって。誰だれにも云ってないし、気づいてるのは俺くらいだろうな。俺、人間観察が趣しゆ味みなんだ。浩市に関しては、つき合い長いしね』

　直哉の目には、上杉の態度はいつもと同じように見えた。けれど、長年の友人には変化を見み抜ぬかれてしまったのかもしれない。

　悟さとられているとしても、自分の口から語れないこともある。直哉が黙だまっていると、堂島が尚なおも誘ってくる。

『せっかくだから、一緒に見ようよ。浩市の邪じや魔まも入んないしさ』

「え、どういうことですか？」

『ほら、いまマスコミが例の件でうるさいだろ。迷惑かけると困るから、今回は顔出さないでおくってさ』

　つまり、今日の０号試写に行っても、顔を合わせずにすむということだ。胃が痛くなるほど悩なやんでいたのに、不安材料自体がなくなって拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「あ、あの、白石さんと……って、本当なんですか？」

『やっぱり、気になる？』

「す、すみません！　下世話な質問でしたよね」

『いや、まあ、普ふ通つう知りたいと思うよ。けど、あれの真しん偽ぎは俺も知らないんだよな。クランクアップのあとも、何度か会ってたみたいだし』

「────」

　決定的だ、と思った。

　撮さつ影えいが終わって以降、直哉は一度も上杉と会っていない。仕事に夢中になると他ほかのことに気が回らなくなるタイプだと云っていたから、編集作業が忙しくて籠こもっているのかもしれないと思ったりもしたけれど、白石と会う時間があったということは、そういうことだ。

（上杉さん来ないなら、行こうかな……）

　気持ちの整理がついていないだけで、映画自体は喉のどから手が出るほど見たい。

『じゃあ、三時半に帝てい都と映画のビルの裏にある喫きつ茶さ店てんで待ち合わせってことで。このあと、ドラマの撮とりがあるから、何かあったらメール入れといて。あ、カフェじゃなくて、喫茶店だからな』

　堂島は一方的に待ち合わせを決め、一方的に電話を切った。

「あっ、ちょ……勝手な人だよな……」

　ため息をつきつつも、少し気は楽になっていた。問題を先送りしただけだとはわかっているけれど、いまの直哉にとってはありがたかった。










　帝都映画は〈七夜月〉を配給する、大手映画会社だ。０号試写はその本社社屋の試写室で行われる。

　初めて訪おとずれるため、ビルを正面から見てみようと思って遠回りの道を選んだら、入り口の前はカメラを手にしたマスコミ陣じんでごった返していた。

「何だ、これ……」

　よくワイドショーで見る光景だが、生で目にするとその異様さが際きわ立だっている。圧あつ倒とうされて立ち尽つくしていたら、直哉の横に車が停とまった。

「直哉、待ち合わせは帝映の裏だって云っただろう」

「堂島さん！」

「裏の業務用の入り口から入るから乗って。あそこを通ったら、餌え食じきになるぞ」

「は、はい」

　助手席に乗り込み、堂島に問う。

「何なんですか、あれ」

「浩市を待ってるに決まってんだろ。白石瞳子との結けつ婚こんネタの真偽を確かめたいんだろうよ」

　できるだけ考えないようにしていることをさらりと口にされ、胸が痛くなる。

　よく考えたら、どんなに注目されている映画の０号試写でも、あんな人数の取材が来るわけがない。いったい、どこから場所や時間が漏もれたのだろう。

「……本当に結婚するんでしょうか」

「さあな。今日は携けい帯たいも切ってるみたいだし、家いえ電でんも繫つながらないしで、連れん絡らくつかないんだよな。あの記事が出てからさっぱりだ」

「そうですか……」

　あの記事がでたらめなら、すぐに否定するはずだ。マスコミに向けて発表しなくても、友人である堂島に何も云いっていないのはおかしい。

「そんなにショック？」

「べ、別に俺は」

「好きなんだろ、浩市のこと」

「……違ちがうと、思います。尊敬はしてますけど」

「本当に？　俺の笑え顔がおで落ちないやつは、大たい抵てい、浩市のことが好きなんだよな」

　堂島の憮ぶ然ぜんとした物云いに、苦く笑しようさせられる。裏を返すと、上杉を好きにならない人なら、誰でも自分の笑顔で落とせると思っているということだ。

（自信があるっていうか、ポジティブだなぁ）

　その前向きさは、見習うべきかもしれない。考えるよりも先に行動ができるタイプだったら、こんなに悩まずにはすんだだろうに。

「おっと、こっちにもいたか。これ被かぶって体屈かがめとけ。あんなやつらにタダで写真撮らせる必要はない」

「は、はいっ」

　命じられたとおりに頭からブランケットを被り、体を折る。車は何度か停止したあと、坂のようなところを下り、また停まる。

「もういいぞ。駐ちゆう車しや場じようまで来たから」

　顔を上げると、車は地下駐車場に停車していた。横には社員用の通用口がある。

「これ、ありがとうございました。……ずいぶん手慣れてますね」

「ああ、まあね。日常茶さ飯はん事じだから」

　渡わたされたブランケットは、女性向けの香こう水すいの匂においがした。普ふ段だんからこうして使っているに違いない。堂島の日常は、それこそドラマの中の芸能人そのものなのだろう。

　しかし、同時期に複数の女性を助手席に乗せる場合、香水の匂いが残っていたりしたら、浮うわ気きに気づかれてしまうのではないだろうか。

　車を降り、ぼそりと呟つぶやく。

「……詰つめが甘いのか？」

　雰ふん囲い気きや顔色を読むことには長たけているのに、不義の証しよう拠こを残してしまっているのは、無意識なのか、それとも、わざとなのか。

「何か云った？」

「いえ、何でもないです」

　直哉は堂島の問いを、笑ってごまかした。

「いま、助監に連絡入れた。すぐ下りてくるって。そこのドア、社員証がないと外からは開かないんだとよ」

「わかりました」

　迎むかえを待ちながら、駐車場内を見回す。万が一を考えていたけれど、上杉の車は見当たらなかった。

　上杉が来ていないことにほっとしつつも、どこか残念に思っている自分に気づき、未練がましいとこっそりと自じ嘲ちようした。










「────」

　物語にピリオドが打たれ、場内が明るくなっていく。

　自分が演じたナツよりも、主人公のユカに感情移入したせいで、後半はずっと涙なみだが止まらなかった。スタッフや他のキャストに涙を見られまいと、慌あわてて目元を拭ぬぐう。

　また来年会おうと交かわした二人の約束は、結果的に叶かなわなかった。それはナツの余命が一年なかったからだ。次の年の夏休み、ユカはナツからの手紙を受け取る。毎日交わしていたメールには書かれなかった、たくさんの言葉は両手に抱かかえきれないほどだった。

　原作も読んでいるし、出演もしたから、どんなシーンが撮られたかも知っている。だから、純じゆん粋すいな観客の目では見られないだろうと思っていた。

　けれど、上杉の手が加わった映像はどこまでも綺き麗れいで、切なかった。

　過去に傑けつ作さくを生み出してしまうと、それから先ずっと「前のものがよかった」と云われ続けることもある。しかし、上杉の作り出すものに、そんな杞き憂ゆうは微み塵じんもない。

（来てよかった）

　何度も躊躇ためらったけれど、無む理り矢や理り引っ張り出してくれた堂島に感謝しなくては。

　会場に上杉の姿がないことに不思議がる人もいたけれど、マスコミを避さけてしばらくは人前に出ないことにしたという、助じよ監かん督とくの説明に皆みな納なつ得とくしていた。あの記事の真実を誰だれもが訊きたそうにしていたけれど、口火を切る勇気がある人はいなかった。

「ちょっといいか？」

「あ、岡野くん」

　呼びかけられ、咄とつ嗟さに立ち上がる。けれど、岡野は自分から声をかけてきたのに、むっつりと黙だまり込んでいる。

　またダメ出しをされるのかもしれない。そう覚かく悟ごしていたのに、への字になった口から発せられたのは意外なものだった。

「……色々と悪かったな。お前のナツ役、すげーよかった」

「え？　え？」

　突とつ然ぜんの褒ほめ言葉に困こん惑わくする直哉に、岡野は逆ギレして声を荒あららげる。

「褒めてんだよ！　最初はお前が選ばれたことに納得いかなかったけど、スクリーンで見て、監かん督とくの撮とりたかったものがわかった。あの役ができるのはお前しかいない」

「あ…ありがとう……」

　口調は乱暴だったけれど、過分な褒め言葉だった。

「用件はそれだけだ」

　岡野の耳は真っ赤になっている。ふて腐くされたような顔をしているけれど、ただ照れているだけのようだ。

（認めてもらえたってことだよな）

　じわじわと嬉うれしさが込み上げてきた。初めのうちの態度を考えたら、彼の歩み寄りはすごいことだ。努力家の岡野に認めてもらえたことは、誇ほこってもいいだろう。

「直哉」

「あ、常島さん」

「岡野に何か云われてたみたいだけど、大丈夫か？」

　一人で喜びを嚙みしめていたら、常島が声をかけてきた。

「大丈夫です。ナツ役のこと褒めてもらいました」

「あいつが？　へえ、ずいぶんとデレたもんだなあ」

　常島は岡野の態度の変化に驚いているようだった。直哉自身も、正直まだ少し信じられない気持ちでいる。

「そういえば、このあとの食事って岡野くんも来るんですよね？」

　撮影中はあまりゆっくり話をする機会がなかった。これをきっかけに、親しくなれればいいのだが。

「あー、そのことだけど、メシは延期になった」

「え？　何か急用ですか？」

「ま、そんなとこだ。ったく、貸し一つじゃ足んねぇぞ。……悪いけど、いまから映写室に行ってくれるか？　お前と話がしたいってやつがいるんだ」

　何故なぜか、不本意そうな口調だった。一部独り言のようだったけれど、深く追つい及きゆうしないほうがいいだろうか。

「いいですけど、誰ですか？　編集スタッフの方とか？」

「一応、その中の一人だな。面めん倒どうだったら、帰ってもいいんだぞ」

「いえ、行ってみます。意見を云っていただけるなら、ありがたいですし」

　一人でも多くの人から、感想を聞いてみたい。

「そうか。映写室はそっちのドアを出て階段を上ったところだ。ドアにそう書いてあるから、すぐわかる」

「わかりました。……あ、堂島さん！　今日は本当にありがとうございました。見られなかったら、後こう悔かいしてるところでした」

「恩に着ろよ。そのうちまとめて返してくれ」

「はい！」

　力強く返事をし、踵きびすを返す。堂島に教えてもらったとおり、映写室はすぐに見つかった。

　映写室のドアをノックし、恐おそる恐る中を覗のぞく。薄うす暗ぐらい室内に、男性と思われるシルエットが見えた。

「失礼します。俺に話があるって聞いて───」

　振ふり返ったその人の顔を見て、心臓が止まりそうになった。

　待っていたのは、今日は来ていないはずの上杉だった。たしかに編集スタッフの中の一人だけれど、こんな形で上杉が接せつ触しよくしてくるとは思いもしなかった。

「ごめん、直哉。騙だまし討うちみたいに呼び出して」

「どこから入ってきたんですか？　入り口すごいことになってたのに……」

　直哉たちが記者たちに捕つかまらずにすんだのは、車で裏から入ったからだ。だが、駐車場に上杉の車はなかった。

「あいつらも朝から暇ひまだよな。ここしばらくは、ずっと泊とまり込んでたから助かった」

「ここにですか!?」

「ああ、一番安全だろ。会社の中までは入ってこられないし、シャワーも仮か眠みん室もあるからな。ただ、携けい帯たいの充じゆう電でん器忘れてて、電源切れたままなんだよな」

「…………」

　敢あえて連れん絡らくがつかないようにしていたわけではなく、籠こもっていたら、外との連絡手段がなくなってしまっただけのようだ。

（話って何だろう……）

　堂島に頼たのんでまで、直哉を呼び出したのだから、何か大事な話があるのだろう。不意打ちに戸と惑まどったけれど、直哉にも云いわなくてはならないことがある。憂ゆう鬱うつなことは、早くすませてしまったほうがいい。

「あの…っ」

「あのさ」

　先に切り出そうとして、上杉と被かぶってしまった。タイミングの悪さに、お互たがい気まずくなる。

「あ、悪い」

「上杉さんが先にどうぞ」

「いいよ、直哉が先に云えって」

　このまま譲ゆずり合ってても、埒らちが明あかない。迷いつつも、先手をもらうことにした。

「ええと、〈七夜月〉、完成おめでとうございます」

　まずは感想を伝えておきたかった。どんなに鮮あざやかな感動も、時間が経たてば色いろ褪あせてしまう。いまの想いは、いましか伝えられない。

「ありがとう。まだ、０号だけどね」

「あの、すごくよかったです。自分が自分じゃないみたいで、あ、もちろんスクリーンの中にいるのは俺じゃなくてナツなんですけど、何ていうか、本当に感動しました」

　月並みな感想ですみませんとつけ加える。気の利きいた言葉が出てこない自分がもどかしい。けれど、普ふ段だん使わないような過か剰じような言葉で飾かざり立てるよりは、まっすぐ伝えられるはずだ。

「直哉にそう云ってもらえて、ほっとした。これでも、けっこう不安だったんだ」

　くしゃりと笑う上杉に、胸がぎゅうっと締しめつけられる。

（好きだ。この人が好きだ───）

　もう人のものになってしまうけれど、それでも、誰よりも好きだ。自分の気持ちがわからなくなっていたけれど、本人を目の前にしたら考えるまでもなかった。

　映画の感想の他ほかに、もう一つだけ云わなければならないことがある。好きになった人に、またこの台詞せりふを云うことになるなんて皮肉だ。

　けれど、好きだからこそ、幸せになってもらいたい。この気持ちだけは、誰よりも強いと自負している。

「うん？」

「上杉さん」

「結けつ婚こんも、おめでとうござ……っ」

　途と中ちゆうで涙なみだが零こぼれてしまった。ちゃんと、祝福しようと思っていたのに、こんなんじゃ役者失格だ。泣き顔を見せたくなくて、踵を返す。

　逃にげ出そうと映写室のドアを開けたけれど、背後から伸のびてきた手に閉められてしまった。

「こら、俺の話も最後まで聞いて行け」

「……ッ」

　優やさしい声こわ音ね。堪こらえようとした涙が、さらに溢あふれてくる。

「直哉、君はあんなでっちあげの記事を信じるのか？　俺よりも？　俺は何度も云ってきただろう。君が好きだって」

「だって、白石さんと会ってたって……」

　俺には会いに来なかったのに───恨うらみ節になりそうな言葉は吞のみ込んだ。

　上杉の言葉を信じていいのだろうか。

「瞳子に会いに行ったわけじゃない。彼女のほうから来たんだ。ここの前で待たれてたから、逃げられなかったんだよ。それに集中すると仕事ばっかりになるって云ってあっただろう。……それにあんまりしつこくしても直哉に嫌きらわれるかと思って、距きよ離りを置いてたんだ」

　丁てい寧ねいに説明され、頑かたくなな心が少しだけ解けてきた。〈七夜月〉を見たばかりのせいもあるかもしれない。いつもよりも素す直なおな気持ちになっている気がする。

　普段の直哉なら、こんなふうに甘えた声で詰なじるように責めることなんてできやしない。

「でも、上杉さんが俺を好きになる理由がわかりません」

「理由なんかたくさんあるよ。最初は健けな気げなところや気の強いところに惹ひかれた。それから、がんばりやな面を知って、もっと好きになった。笑顔も好きだし、泣き顔も好きだ。酔よって甘ったれになるところも可愛かわいいし、そのハスキーな声も気に入ってる」

「それって、どういう『好き』なんですか？」

　こんなことを訊けるのは、顔を見ていないからだろう。

「もちろん、愛してるってことだよ。役者として可愛がってるわけじゃない。一人の人間として、君に惹かれたんだ」

　上杉の甘ったるい言葉はいつものことだ。だけど、今日は甘さだけではなく、必死ささえ感じられた。

「────」

　さっきとは違ちがった意味の涙が込み上げてくる。

「あの晩のことを謝らせてくれ。乱暴なことをして、すまなかった」

「いえ、あれは軽けい率そつなことを云った俺も悪かったんです。上杉さんが怒おこって当然です」

「君はそういうところが天然だな……。あのときは怒ってたんじゃない。嫉しつ妬としてたんだ」

「え？」

「抱だきしめてもいいかな？　俺のことが怖こわくないなら、頷うなずいてくれ」

　不安げな響ひびきに、上杉も自分と同じ人間なのだと気がついた。直哉と同じように嫉妬したり、苛いら立だったり。どんなに有名な映画監かん督とくだろうと、どんなに年を重ねた人でも、恋こいするときの気持ちは同じはずだ。

　直哉は頷く代わりに体を反転させ、ぶつかるようにして上杉に抱だきついた。上杉の匂においはドキドキもするけれど、安心もする。

「本当に俺でいいんですか？」

「君がいいんだ」

　上杉は細かいところを修正してきた。泣いたあとの酷ひどい顔を見られたくなくて伏ふせていたけれど、そっと顎あごを持ち上げられる。

「俺の恋こい人びとになって下さい」

　改めての告白に、直哉は「はい」と短く答えた。










「本当にウチでいいんですか？　その…ホテルとかのほうが……」

「直哉の部屋がいい」

　上杉の家の前にはマスコミが張っているからと、直哉の家に行くことになったのだ。業務用のトラックに乗せてもらって帝都映画の建物を抜ぬけ出し、タクシーで帰ってきた。

「今日は片づいてないんですけど、どうぞ」

　ドアを開け、招き入れる。かしゃん、と鍵かぎをかけた瞬しゆん間かん、背後から腕うでが伸びてきた。抱きしめられていることに、いまさらながらに緊きん張ちようする。

「やっと二人きりになれた」

「そう、ですね……」

　映写室でも二人きりだったけれど、あのあと、スタッフが上杉を呼びに来たため、いい雰ふん囲い気きは途と切ぎれてしまった。つまり、いまはあれの仕切り直しだ。

　上杉は直哉を抱き竦すくめたまま、つむじやこめかみにキスを落としてくる。唇くちびるが重ね合わされそうになる寸前、待ったをかけた。

「あの、シャワー浴びてきても、いい、ですか…？」

　はっきりと、そういうことをするとは云われてないけれど、もし、そうなるなら汗あせくらいは流しておきたい。

「シャワー？　どうせなら一いつ緒しよに入るか」

　いいアイデアを思いついたと云わんばかりの上杉の言葉を、間かん髪はつ容いれずに否定する。

「む、無理です！」

　一緒にだなんて、そんな恥はずかしいことができるわけがない。一度目も二度目も、抱かれたのは薄うす暗ぐらい部屋だ。まだ明るい場所で裸はだかを見られることには抵てい抗こう感がある。

「湯船に浸つかるわけじゃないんだから、二人でも平気だろう」

「そういう意味じゃなくて……っ」

　誤解を解こうとするけれど、あっさりと風ふ呂ろ場ばに引っ張り込まれてしまう。こういうとき、間取りが簡単な１Ｋのアパートは逃げ場がなくて困る。ユニットバスの中に押し込まれ、角に追い詰つめられた。

「あの、すぐ上がりますから───うわっ」

　どうにかして回かい避ひしようと説得を試みたけれど、服を着たままシャワーを浴びせられ退路を断たたれてしまった。

「これで出られなくなっただろ」

「上杉さん…っ」

　してやったりという顔をしている上杉に怒る気にもなれない。濡ぬれた服をどうしたらいいかと考えていたら、顔を覗のぞき込まれて懇こん願がんされた。

「……早く抱きたい。頼たのむからいいって云いってくれ」

　いいと云わなかったら、どうする気なのだろう。無理に抱いたことを相当後こう悔かいしているようだったから、もしかしたら我が慢まんするのかもしれない。

　けれど、相手を欲ほつしているのは、上杉だけではない。直哉だって、帝都映画からこの自宅に戻もどるまでの間、隣となりにいる上杉に触ふれたくて仕方なかったのだ。

　羞しゆう恥ちと欲よつ求きゆうを秤はかりにかけ、震ふるえる声で云った。

「上杉さんは、俺が我慢してないとでも思ってるんですか？」

　問いかけた直後、瞬まばたきする間もなく、上杉は唇をぶつけるように口づけてきた。

「ん……ッ」

　下した唇くちびるを食はまれ、薄うすく開いた隙すき間まから舌を受け入れる。どちらからともなく舌を絡からめ、キスが深くなっていく。性急さは否いなめないけれど、この間のような荒あら々あらしさはない。

「ぁン、ん、んん……っ」

　濡れた服の上から体をまさぐられ、くすぐったさに身を捩よじる。布地が肌はだに張りつく感かん触しよくが少し気持ち悪い。上手うまくボタンが外れないのを諦あきらめたのか、上杉は服の下に手を這はわせてきた。

　腰こしを撫なでながら、ズボンのホックを弾はじく。次いで、ファスナーを下ろされる音で決意をした。

「……先に、俺にさせて下さい」

「直哉…？」

　面めん食くらっている様子の上杉の足あし下もとに跪ひざまずき、ジーンズの前を開く。濡れた生き地じに手こずりながら、熱を持ち始めていた昂たかぶりを引き出した。

　他人の性器をこんなに近くで見るのは初めてだ。緊張と羞恥に、ごくりと喉のどを鳴らす。

「無理しなくてもいいんだぞ」

「無理はしてません」

　おずおずと上杉のものに口づける。思いきって口に含ふくんでみた。

「んむ、んん」　>>>♥

　アイスキャンディを舐なめ溶とかすときのように舌を這わせてみるけれど、上杉が気持ちいいと思ってくれているかどうかはわからない。時折上うわ目め遣づかいに様子を窺うかがっても、思ったほど息を切らせていない。

　こんなことなら、飲み会のときの猥わい談だんを聞いておけばよかった。いま参考にできるのは、自分が上杉にされたときの経験だけだ。

（どうしよう、勃たってきちゃった……）

　上杉のものを舐めているだけなのに、直哉の体も興奮してきた。触れられてもいない自身が熱くなってきている。

「ん……っ」

　上杉は爪つま先さきで股こ間かんを探さぐってくる。布地の上から足の甲こうで器用に形をなぞって焦じらしたあと、親指をぐっと押し込んでくる。すでに反応しているそこはひとたまりもなかった。

「や、んぅ、んっ、ん！」

　ぐいぐいと押され、すぐに小さく達してしまった。欲よく望ぼうを吐はき出したことで中まで濡れている下着が、自分の体液でも汚よごれてしまう。

　あっさり達してしまったことが恥ずかしく、いまのは隠かくしておけないだろうかと考えていたら、今度は短く命じられた。

「目ぇ瞑つぶって」

「え…？　ん、んく、んんっ」

　頭を固定され、昂ぶりを飲み込まされる。そして、それを喉の奥に何度か突つき入れられたあと、勢いよく引き抜かれた。次の瞬間、生温かいものが顔に散る。

「……あ……」

「ごめん、口の中に出すよりはと思ったんだけど……びっくりした？」

　白はく濁だくをかけられ、呆ぼう然ぜんとしている直哉の前に跪き、汚した顔を上杉はシャワーで洗い流した。

「……した」

　口こう腔こうに突き入れられたことにも、顔にかけられたことにも驚おどろいた。何より驚いているのは、そんな行こう為いに興奮している自分にだ。体のあちこちが疼うずいて仕方がない。

「服脱ぬぐ？」

「ん、もう気持ち悪い」

「じゃあ、そのまま膝ひざで立ってて」

　上杉は濡れたＴシャツを脱ぎ捨てると、直哉のウエストを緩ゆるめただけだったズボンに手をかけた。そして、ズボンと下着を押し下げる。

「あの、上も脱ぎたいんですけど……」

「ダメ。このままのほうが視覚的にエロいから。ほら、ここ透すけてる」

「なっ……」

　濡れたシャツが貼はりついている胸むな元もとを指し示され、かあっと顔が熱くなる。シャツが白いせいで、小さな尖とがりの色づきが透けて見えている。裸を見られるよりもこのほうが、何となく恥ずかしい。

「直哉が主演ならピンク映画も撮とれそう。もちろん、誰だれにも見せないけど」

「何云って───い…っ」

　ふざけたことを云う上杉を怒おころうとしたけれど、その前に胸を弄いじられ、言葉が続かなくなる。布地ごと摘つまみ上げられ、捏こね回される。

「や、あ、あ……っ」

　今度はシャツのボタンが上手く外れた。上杉ははだけた胸元に顔を寄せ、つんと硬かたくなっていた乳ち首くびに吸いついてきた。舌で転がし、突いたあと、歯を立ててくる。

「んっ、や、嚙ま…ないで……っ」

　敏びん感かんになったそこは、痛みすら快感になる。あまり刺し激げきの強いことをされると、また一人でイッてしまいそうだ。

「これでいいか」

「え？」

　上杉が独りごちながら手に取ったのは、撮さつ影えいに入る前の肌や髪かみの手入れに使うようにと、スタイリストから渡わたされたオイルだった。何に使うのかがわかってしまい、視線が泳ぐ。

　この先のことを想像すると、落ち着かない。

「ん……ッ」

　オイルがまぶされた指が直哉の中に入ってくる。オイルのお陰かげもあり、難なく飲み込んでしまった。

　すでに感じやすい場所は知られている。上杉は違たがわずそこを掠かすめながら、差し込んだ指を大きく動かしてきた。

「う、あ、そこ、あっ、や、だめ……」

「こういうときは、『いい』って云ってよ」

「だっ…て、おかしく、なる……っ」

　感じすぎてしまうことが怖こわい。自分が自分でなくなってしまうから。

「おかしくなってよ。そうしたら、俺のことしか見えなくなるだろう？」

「……っ、やぁ、あ、ああ……っ」

　ぐりぐりと内ない壁へきを押し込まれ、甘い悲鳴が上がる。何とも云いえない切せつ羽ぱ詰つまった感覚に頭を振ふった。

「も、いいから、早く……っ」

　いつの間にか三本に増やされた指が、直哉の中を押し広げている。繰くり返される抜ぬき差しは気持ちいいけれど、もっとちゃんと繫つながりたい。

「早く、何？」

　上杉は意地悪く訊きいてくる。その表情から、焦らして楽しむつもりなのだとわかった。想像どおりの反応をするのが悔くやしくて、直哉は羞恥を搔かき捨て、欲しいものを口にした。

「上杉さんの……れて、下さい……っ」

「……っ、参った。いま、普ふ通つうにイキそうになった。痛くても知らないぞ」

　狭せまいユニットバスの中で、無む理り矢や理り足を折り曲げられる。

　明るい場所であられもない格好をしている自分が恥はずかしくてたまらなかったけれど、それ以上に早く一つになりたかった。

　指で解ほぐされていたそこに、張り詰つめた屹きつ立りつが宛あてがわれる。濡ぬれた先せん端たんが入り口を何度か撫でたあと、ゆっくりと入り込んできた。

「あ…ぁ……あ……っ」

　自分の中に欲望の塊かたまりが入っていく光景は卑ひ猥わいで衝しよう撃げき的だった。それなのに、どうしても目が逸そらせない。

（全部、入っちゃった……）

　あんな大きさのものが入ってしまうなんて噓うそみたいだ。信じられない気持ちだけれど、体の内側で感じる熱さと質感は本物だ。

　全すべてを収めたあと、上杉は気き遣づかわしげに訊いてくる。

「キツくないか？」

「ちょっと……。でも、気持ちいい、です」

　お腹なかの中の圧あつ迫ぱく感かんは言葉にできないほどだ。けれど、自分の中が上杉の昂たかぶりで満たされていることが嬉うれしかった。だが、そう告げた瞬しゆん間かん、上杉のそれは一回り大きくなった。

「ん……っ、いま、おっきく……」

「仕方ないだろう。君が可愛かわいいことを云うんだから」

　上杉はバツの悪そうな顔をする。直哉には、その表情が可愛く見えた。

　気まずさをごまかすかのように、上杉は腰こしを動かしてくる。ゆったりとした振しん動どうはやがて大きな動きとなり、深い抜き差しへと変わった。

「ん、あっ、んん……っ」

　ぎりぎりまで引き抜かれ、一気に奥まで穿うがたれる。内壁を擦こすられることが気持ちいいなんて、噓みたいだ。でも、現実にどうしようもないほどの快感を覚えている。

　たっぷりと使われたオイルが、突き入れられるたびに卑猥な音を立てる。その音の感覚は徐じよ々じよに狭せばまり、やがて激しい律動になっていった。

「ぁあっ、あ、や……っ、壊こわれ、る……っ」

　このまま、体がバラバラになってしまうのではないだろうか。そんな不安を口にしたら、激しい行為に似つかわしくない、柔やわらかな笑えみを向けられた。

「大だい丈じよう夫ぶ、怖かったら俺に摑つかまってて」

「うん、ん、んん…っ」

　云われたとおり、上杉の首に手を回し、不安定な体を支えるためにしがみついた。抉えぐるような突き上げのたびに爪つめを立ててしまう。

　ユニットバスという狭い場所のため、動きが制限されている。けれど、そのぶんだけ上杉との距きよ離りが近い。粘ねん膜まくを搔き混ぜるような突き上げに合わせて、直哉も腰を揺ゆらす。

「ぁん、あ…っ、あ、あ……ッ」　>>>♥

　視界が定まらないほどの荒あら々あらしさに、目の前がチカチカとする。ぎゅっと目を瞑った瞬間、体にも力が入り、くわえ込んでいる上杉の欲よく望ぼうを締しめつけてしまった。

「……ッ、直哉、それやばい…っ」

「や、あ、もう、あっあ、んー…っ」

　直哉は無意識に自ら腰こしを擦りつける。それ以上の激しさで体を揺さぶられ、深い場所で熱が放たれるのを感じながら、自分も終わりを迎むかえた。

　びく、びく、と小刻みに下腹部が痙けい攣れんしながら、欲望を吐はき出した。無理に折り曲げられた体は、関節のあちこちが痛かったけれど、ふわふわとした感覚に包まれている。

「直哉、大丈夫か？」

　上杉は心配そうに訊たずねてくる。

「……大丈夫じゃないです」

「どこか痛いのか？」

　体を離はなそうとしてくる上杉を抱だき寄せると、羞しゆう恥ちを堪こらえ、その耳元で囁ささやく。

「まだ体がヘンなんです」

　どこもかしこも熱くて、体の中心で脈打つ疼うずきは治まる気配すらない。二度目を催さい促そくするなんて恥ずかしい。けれど、まだ足りない。

「それは、大丈夫じゃないな」

　上杉は直哉の云いたいことを汲くみ取って、薄うすい笑みを浮うかべた。責任取るよ、という言葉は、キスに吞み込まれた。
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　映画〈七夜月〉は、大ヒットした。ロングランも決定し、当初公開されていなかった地方でも上映されている。

　公開前は、あの上杉浩市が原作のついた甘ったるい恋れん愛あいものを撮とるなんて、などと云っていたコアなファン層にも高評価をもらい、辛から口くちが売りの評論家からも絶賛された。

　幸い直哉への評価も高く、仕事の依い頼らいの数もうなぎ登りだ。当の本人よりも、周囲が浮かれている。有名になると親しん戚せきと友人が増えるというのは本当だった。

　けれど、直哉自身は何も変わっていない。未だにあがり症ではあるし、不器用なところもそのままだ。だが、これを機に足場を固めようと、日々がんばっている。

　そんな中、今日は久々のオフだった。

　この日だけは、半年以上前から予定が決まっていた。晴天に恵めぐまれ、本当に気候のいい日になってよかったとしみじみと思う。

「いい式だったな」

「……っ」

　しゃくり上げているために返事ができず、代わりにこくこくと首を縦に振る。そんな直哉に、上杉は苦笑いを浮かべた。

「いい加減、泣きすぎじゃないか？」

「だって……っ」

「そんなに目を擦ると、あとで腫はれるぞ。披ひ露ろう宴えんでスピーチがあるんだろう？　そんな顔で人前に立つ気か？」

「そ、そうですね」

　手て渡わたされたハンカチで眦まなじりを拭ふき、涙なみだを堪える。

　さっきまで参列していたのは、五十嵐と近藤の結けつ婚こん式しきだ。近藤の希望により、教会での式になった。親族と親しい友人だけが招待され、こぢんまりと行われた。

　何故なぜ、上杉までいるのかというと、直哉に会いに何度も稽けい古こ場ばに顔を出すため、五十嵐たちと仲よくなってしまったのだ。

（何か、五十嵐さんとウマが合ってるみたいなんだよな……）

　最近は二人で飲みに行っていることさえある。五十嵐に嫉しつ妬とするのもおかしな話だが、度たび々たび置いていかれると、たまに拗すねたくなったりもする。

　一度だけ不安になって「まさか五十嵐さんを狙ねらってるわけじゃないですよね？」と訊いたら、「外そと堀ぼりを固めてるんだ」とよくわからない返事をもらった。

「まったく、人の式でそんなに感動してたら、自分のときはどうするんだ」

「どうするって、どうもできないですよ。結けつ婚こんなんかできないんですから」

　異性に興味が持てない以上、結婚などできるわけがない。上杉だって、それはわかっているはずなのに、何故そんなことを訊きいてくるのだろうか。

　恋こい人びとである上杉の言葉に密ひそかに傷ついていると、突拍子もないことを云われた。

「正式な結婚ができなくたって、結婚式は挙げられるだろう」

「は？」

「こうした形式的なものにあまり憧あこがれはなかったんだが、意外と悪くないな。テレビでやってるタレントの披露宴みたいなものは遠えん慮りよしたいけど、二人だけの式って手もあるし───」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　何の話をしてるんですか!?」

　真顔で語り出した上杉に小声で詰つめ寄る。他ほかの参列者たちから少し離れたところに立っているとは云いえ、誰だれかに聞かれたら大問題だ。

「何って、俺と直哉の将来の話に決まってるだろう。式を挙げるなら撮りたいけど、自分を撮るのは嫌いやなんだよな」

「あの、う、上杉さん？」

　一人で話を進め、一人で考え込んでしまう上杉に困こん惑わくする。おろおろとしている直哉をよそに、はっとした顔になって突とつ拍ぴよう子しもないことを口にする。

「そうか、プロポーズがまだだったな。すまん、気が急せいてた」

「だ、だから、そういうことじゃなくて…っ」

　上杉は目を泳がせている直哉の正面に立ち、居住まいを正す。

「直哉、俺と結婚してく───」

「あ！　ほら！　扉とびらが開きましたよ！」

　上杉の言葉を遮さえぎり、ぐるりと体を反転させる。あのまま見つめられていたら、心臓が持たなかっただろう。

　顔を真っ赤にしている直哉に、上杉が顔だけこちらに向けて微笑ほほえみかけてくる。

「仕方ないな、続きはまたあとでな」

「いいから前向いて下さい！」

　そうこうしているうちに、ゆっくりと開いた教会の扉から、腕うでを組んだ五十嵐と近藤が現れた。タキシードを着た五十嵐は男前だったけれど、それ以上に青空の下で見る純白のウエディングドレスに包まれた近藤は眩まぶしいほどに綺き麗れいだった。

　参列者は、口々におめでとうと祝いの言葉をかけている。フラワーシャワーの中、階段を下りてくる近藤は本当に幸せそうだった。その様子に見み蕩とれていたら、前のほうにいる女性たちのざわめきの色が変わった。

「ん？　どうしたんだろ」

「これからブーケトスだからだろ」

「ああ、そうか」

　ということは、あそこに集まっているのは皆みな、独身なのだろうか。一部、目の色が違ちがう女性もいる。

「何か、すごいですね……って、何で上杉さんが前に行くんですか？」

「もちろん、ブーケを取るために決まってるだろ」

　隣となりにいた上杉に声をかけると、何故か前に一歩踏ふみ出していた。受け取る気満々といった体勢に、軽く引く。

「ちゃんと取ってねー！」

　背中を向けた近藤が手にしていたブーケを思い切り高く放り上げる。いくつもの手が空に伸のばされたけれど、新婦のブーケをかっさらったのは長身の上杉だった。

「何で上杉さんが取るんですか！」

「やり直しを要求します！」

　直哉と同じ劇団の女優たちが、本気で文句を云っている。相手が有名な監かん督とくだろうと、このときばかりは遠慮がない。けれど、上杉はしれっと反論した。

「これはもう俺のものだ。結婚したいのは女だけじゃないんだぞ」

　激しいブーイングの中、上杉は意味深な眼まな差ざしを直哉に向けてウインクしてくる。

「……っ」

　あまりの恥はずかしさに、この場から走って逃にげ出したい気持ちになった。

（もう、何考えてるんだよっ!!）

　人前で何てことをとはらはらしたけれど、笑いの渦うずに巻き込まれていて、直哉に注意を払はらっている人はいなかった。

「……まったく、もう」

　肩かたの力を抜ぬき、小さく呟つぶやく。周りと同じように笑いながら、直哉は胸いっぱいの幸せを嚙かみしめた。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　今年の夏は本当に長かったですね。ようやく猛もう暑しよが去ってくれたのはいいですが、もうすでに冬の気配が……。気温の変化に体の感覚も衣ころも替がえも追いつきません。

　とりあえず、しまい込んでいた湯たんぽを引っ張り出してきました。皆みな様さまも風邪かぜなど引かないよう気をつけて下さいね！




　カバー折り返しのところにも書きましたが、何とジム通いが一年続いてます！　昔から習い事の類たぐいは長続きしないほうだったので、自分でもビックリです。

　そもそも運動は得意ではなく、通う足取りは相変わらず重いんですが、健康のためという義務感に駆かられているのかもしれません（苦笑）。お陰かげで腰よう痛つうになる頻ひん度どは減ってきた気がします。ほんと、運動って大事ですね……。

　ただ、体を動かしてるせいなのか、ご飯をたくさん食べてしまって困ってます。次の夏までには、体重のほうもどうにかしたいです。

　体重と云いえば、ウチのわんこも体が丸くなってきてしまいました……。毎日、散歩に二回は行ってるんですが、なかなか減ってくれません（泣）。

　ついついおやつをねだられると弱いんですよね。ダメな飼い主です……。散歩中に会う人にもおやつをもらってしまうのもいけないんだと思います。これからもっと心を鬼おににして厳しくならなければ…！　犬と一いつ緒しよにがんばります。







　さて、この『映画監督の恋』はいかがでしたでしょうか？

　前作は冬の話を夏に出してしまったわけですが、今作は冬に発売されるにも拘かかわらず、夏の話になってしまいました……。

　どうしていつも発売時期に合わせた季節設定で書けないのか、我ながら不思議でなりません。暑い時期に書いてたからかな…？

　お手数ですが、今回は是ぜ非ひとも暖かい部屋で初夏の空気を思い出しながら読んでやって下さると嬉うれしいです。




　今回は前作『恋愛小説家の恋』の後日談を妄もう想そうしているうちに思いつきました。

　直接関係があるわけではないのですが、小説が映画化というエピソードから、映画監督のキャラクターが生まれました。どうせなら出で逢あいも映画っぽくしようと思って、ああいう始まり方になったのですが、どうでしたか？

　私の話には遊び人ぽい攻せめが出てくることはあまりないので、上杉を動かすのは何だか新しん鮮せんで楽しかったです。できることなら、もっと気き障ざにしたかったのですが、私の想像力ではこれが限界でした（笑）。

　そんな流れで生まれた話だったので、映画の原作者として『恋愛小説家の恋』のキャラクターの名前が出てきています。未読の方は、そちらもどうぞよろしくお願いします！







　ええと、お知らせをいくつかさせて下さいませ。

　二〇一〇年十一月末に発売になった「ＣＩＥＬ」に『世界一初恋～吉野千秋の場合～』が掲けい載さいされています。吉野と羽鳥の間に高屋敷が割って入ってきて、一波乱（？）があります。よろしければ、雑誌のほうもお手に取ってみて下さいね。

　そして、その『世界一初恋』ですが、ＤＶＤ付き限定版でのアニメ化に続き、テレビアニメ化が決定しました！

　放送は二〇一一年四月スタートだそうです。放送局やスタッフ、キャストなどの詳くわしい続報は「ＣＩＥＬ」や「トレトレ」の誌面にて発表されていくと思いますのでお見み逃のがしなく！　この本が出る頃ころには公式サイトも立ち上がってるはずですので、そちらもチェックしてみて下さいね。

　私が書かせていただいている『吉野千秋の場合』のほうもアニメになりますので、ぜひぜひご覧になって下さいませ♥

　個人的にもすっごく楽しみです!!




　最後になりましたが、お世話になりました皆様にお礼を。




　今回も素す敵てきな挿さし絵えを描えがいて下さいました陸裕千景子先生には深くお礼申し上げます。上杉は想像してた以上にカッコよくて、直哉も可愛かわいいだけじゃなく凜り々りしくてうっとりです！　本当にありがとうございました!!

　毎度のことですが、担当様にも大変お世話になりました。あまり無理せず、週末くらいは休んでお体大事にして下さいね。




　お手紙を下さいました皆様もありがとうございました！　いただける感想の言葉が、執しつ筆ぴつの励はげみになっています。

　よろしければ、一言でかまいませんので、ご意見ご感想をいただけると嬉しいです。







　ではでは、最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一〇年十月


藤崎　都　　
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